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Ⅳ　上ノ国町のマイ文化財調査の成果
１．調査方針

本構想では、文化財調査を行うにあたり、各人が挙げた“我が町にとって大事な文化財”を「マイ

文化財」と命名している。今回、アンケート調査等でマイ文化財を募集したところ、総数 608 件を集

めることができた。

次に、集計した「マイ文化財」を集約・整理を行って、“上ノ国町らしい文化財類型”として①歴

史、②食文化、③自然、④景観、⑤いのち、⑥まつり、⑦印象の７つに大別した。

さらに、大分類とした 7 つを小分類として 17 に細別している。マイ文化財や文化財類型の詳細に

ついては、「３．（１）マイ文化財一覧」や「３.（２）上ノ国町らしいマイ文化財類型の設定」を参

照願いたい。

２．調査経過

（１）世代別マイ文化財調査

マイ文化財調査では、幅広い年齢層から多くの意見を集め、世代ごとの特徴も今後把握できるよう

に６世代に分けて集計を行っている。

各世代は、保育園児（上ノ国・河北保育所）、小学生（上ノ国・河北・滝沢小学校）、中学生（上ノ

国中学校）、高校生（上ノ国高等学校）、大学生・大学院生（上ノ国町の地形・地質調査に入っている

弘前大学教育学部小岩研究室）、大人を対象に、下表の日程でアンケート調査及び現地調査を実施した。

上ノ国町らしい 7 つの文化財類型
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日　時 活 動 実 績 内　　容

H28.11.19（土） 連続歴史講座「ふるさとの歴史を読み

解く」における町民アンケート調査

一般町民からのマイ文化財収集

H28.12.20（火） 小中学生を対象としたアンケート調査

の実施（H29.1.31 迄）

小中学生からのマイ文化財収集

H29.1.13（金） 保育園児を対象としたアンケート調査

の実施（1.31 迄）

保育園児からのマイ文化財収集

H29.3.9（木） 上ノ国かるたづくり（高校生を対象と

したアンケート調査を兼ねる）

高校生からのマイ文化財収集

H29.3.10（金） 弘前大学小岩研究室学生・院生を対象

としたアンケート調査

町外の大学生からのマイ文化財収集

○アンケートで配布した調査票（一部）

広報かみのくに平成２８年８月号でもお知らせしている
とおり、教育委員会では、町の文化財をその周辺環境まで
含めて保護活用をする目的で「歴史文化基本構想」を策定
します。

そこで、皆さんからの意見を活かした「歴史文化基本構想」

とするため

｢これは未来に伝えたい･･･｣

｢私だけが知っている・・・｣

といったモノ・コトについて、ジャンルを問わずあなたが

思う上ノ国のイチオシ情報を募集します。

ご意見は、裏面の 用紙やメールでお寄せ下さい。

【本調査および歴史文化基本構想に関するお問い合わせ】

上ノ国町教育委員会 文化財グループ
〒 上ノ国町字大留

／

：  

わ た し が 思 う
上ノ国のイチオシ

よろしければその理由もお書き下さい：

わ た し が 思 う
上ノ国のイチオシ

よろしければその理由もお書き下さい：

１ 教 え て だ さ い ！ あ な た が 思 う上ノ国のイチオシ １
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（２）方面別調査

アンケートで挙げられたマイ文化財について、中央・山・海の方面ごとに現地調査を実施し、現状

把握等を行った。

①　中央方面（１～３地区）

日　時 活 動 実 績 内　　容

H28.9.30（金） 策定委員・調査部員による国指定文

化財調査

史跡勝山館跡、重要文化財旧笹浪家住

宅・上國寺の調査

H28.12.20（火） 小林委員樹種同定サンプル採取調査 

（12.22 迄）

史跡勝山館跡・上ノ国市街地遺跡出土

の木製遺物からサンプル採取の実施

H29.3.13（月） 小林委員樹種同定サンプル採取調査

（3.16 迄）

同上

H29.4.30（日） 調査部員が昔踊り体験 担い手が減少し、活動休止していた伝

統芸能「昔踊り」の体験を行い、現在

は郷土芸能として復活を果たしている。

H29.5.3（水） 調査部員が「切り声」の民俗調査 上ノ國八幡宮の祭典で、「信廣山」「蛭

子山」の采配役の人たちが歌う切り声

を調査

H29.7.1（土） 調査部員がコシャマイン慰霊祭に参

加

アイヌ関係文化財についての意見交換

H29.9.7（木） 策定委員・調査部員による国指定文

化財等調査

史跡上之国館跡、旧笹浪家住宅の民俗

文化財などの調査

上ノ國八幡宮渡御祭の様子 コシャマイン慰霊祭（イチャルパ）

上ノ国昔おどり 策定委員による現地調査 樹種同定の調査
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②　山方面（４・５地区）

日　時 活 動 実 績 内　　容

H28.11.1（火） 会田委員と調査部員が中須田地区の

調査

京谷家に伝わるアバ等を調査

H29.1.26（木） 調査部員が「かたこ餅」づくりを調

査

郷土料理の継承を目的に映像記録を作成

H29.2.6（月） 調査部員が金子鶴雄さんの持つ「縄

ない技術」（わらじづくり）を調査

伝統技術の継承を目的に映像記録を作成

H29.2.10（金） 調査部員がくじら汁づくりを調査 郷土料理の継承を目的に映像記録を作成

H29.5.21（日） 調査部員が湯ノ岱地区の調査及び情

報交換

湯ノ岱地区のまちあるき、聞き取り調査

H29.6.5（月） 調査部員が七ッ岳登山の準備調査 登山道の草刈り等

H29.6.24（土） 調査部員が七ッ岳登山の準備調査 登山道の草刈り・ロープ張り等

H29.6.25（日） 調査部員が湯ノ岱地区の調査及び情

報交換

登山に係る地元の人たちの協力要請

H29.7.6（木） 調査部員が七ッ岳登山の準備調査 登山道の草刈り・仮橋設置等

H29.7.15（土） 策定委員・調査部員による七ツ岳登

山

七ッ岳からの眺望景観及び周辺の植生調

査

H29.7.16（日） 策定委員・調査部員による湯ノ岱地

区の調査

湯ノ岱地区の食文化・自然資源の調査

H29.10.5（木） 調査部員が宮越・早瀬地区聞き取り

調査

宮越地区及び早瀬地区の食文化や行事等

の聞き取り調査

H29.10.8（日） 調査部員が小森地区聞き取り調査 小森地区住民からの地域の食文化や行事

などの聞き取り調査

 

中須田地区でのアバ（漁に

使用する網のうき）調査

わらじづくり調査 早瀬地区の六体地蔵 早瀬地区の調査

宮越地区の調査 ゼンマイ干しの様子 七ツ岳調査の様子 小森のアカダモの木
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③　海方面（６～ 10 地区）

日　時 活 動 実 績 内　　容

H29.2.16（木） 調査部員が小砂子地区での聞き取り

調査１

小砂子地区の民俗文化、郷土料理の聞取り

H29.3.2（木） 調査部員が小砂子地区での聞き取り

調査２

小砂子地区の民俗文化、郷土料理の聞取り

H29.3.5（日） 調査部員が小砂子地区の「けんちん

汁」づくりを調査

郷土料理の継承を目的に映像記録を作成

H29.3.7（火） 策定委員・調査部員による小砂子・

早川地区の調査

小砂子・早川地区の景観、歴史、食文化の

調査

H29.5.7（日） 調査部員が海方面における歴史文化

調査

小砂子～木ノ子周辺の歴史文化素材の写真

等記録を作成

 

神の道周辺の地形説明会 道の駅上ノ国もんじゅと文珠岩 海で遊ぶ子ども 大安在浜の夕日

昇平丸の模型 十兵衛岩 扇石岩 滝沢神社

汐吹地区でのてっくい祭り 汐吹岩（上）とモニュメント（下） 中外鉱山の溶焼炉跡 石崎漁港トンネル

比石館跡 ホッケを干す風景 小砂子地区のけんちん汁（左）と料理を作ったおかあさん（右）



− 83 −

（３）上ノ国高校生によるマイ文化財かるた

上ノ国高校の生徒を対象としたマイ文化財調査においては、収集した情報をもとに、「上ノ国かる

た」の制作に取り組んだ。

あ 天の川　織姫彦星　あいの場所 は 花沢館　蠣崎季繁　つくったよ
い 夷王山　見守っている　この町を ひ 火祭りの　夜空に輝く　花火かな
う 海の町　たくさんとれる　海の幸 ふ フルーツを　食べたブタさん　おいしいよ
え 蝦夷地とは　ここが始まり　上ノ国 へ 平和をね　求めて暮らした　勝山館
お 大留の　男が代々　鹿子踊り ほ 北海道　発祥の地は　上ノ国
か 上ノ国　人情たくさん　良い町だ ま 満面の　笑みがあふれる　上ノ国
き 北前船　積荷のニシンが　石になる み 未来がね　あふれているよ　上ノ国
く クジラ汁　一回食べたら　やみつきに む 昔から　変わらないよね　上ノ国
け 健康を　大事にしている　上ノ国 め 目に見えて　たくさん広がる　大自然
こ コシャマイン　アイヌの英雄　立ち上がれ も もんじゅから　穴をくぐると　太平山
さ 笹浪家　昔の体験　こうれん焼き や やっぱりね　元気なんだよ　お年寄り
し 昇平丸　木造最古の　西洋船 ゆ 夕方に　光り輝く　夜明けの塔
す 洲崎館　二人が暮らした　夢の城 よ 夜空より　輝いてるよ　おばあちゃん
せ セミが鳴く　緑がしげる　花沢館 ら ラスタッペ　漁火輝く　夏の夜
そ 祖廟詣で　三社に参る　お殿様 り りんごなり　園児がいっぱい　食べている
た たくさんの　歴史あふれる　上ノ国 る ルンルンと　年寄り元気に　運動会
ち 中外の　昔栄えた　鉱山跡 れ 歴史ある　緑あふれる　七ツ岳
つ つみれ汁　ホッケのすり身が　入ってる ろ 六体の　優しいお顔の　円空さん
て てっくい丼　食べたらしあわせ　おいしいな わ ワシリの地　堀を巡らせ　住みし跡
と とてもきれい　光るホタルと　澄んだ空 を ヲッコセに　小山隆政　夢の跡
な 七ツ岳　上まで登れば　絶景だ ん んだんだと　伝統伝える　金子さん
に ニシン達（タヅ）達　帰ってきたぞ　日本海
ぬ 沼がある　しかしどこだか　わからない
ね 猫の沢　昇平丸が　沈んでる
の のんびりと　スキップるんるん　おばあちゃん

高校生カルタの取り組みの様子

高校生が考えたかるたの言葉をイメージして、町内の人たちが描いたイラスト
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児
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史
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○
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音
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を
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る
大
作
で
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道

で
一
番
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き
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2
円
空
作
　
観
音
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像
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ノ
国

歴
史
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形

○
○

町
有
民

観
音
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十
一
面
観
音
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像
の
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に
ひ
っ
そ
り
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り
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が
取
れ
て
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供
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た
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音
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像
で
あ
る
。

3
上
ノ
国
観
音
堂

上
ノ
国
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史
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形

○
○
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音
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と
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れ
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て
、
円
空
仏
を
守
る
お
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と
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大

切
に
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継
が
れ
て
い
る
。

4
感
冒
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亡
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追
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ノ
国
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史
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形
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９
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春
に
町
内
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た
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ペ
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風
邪
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者
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追
悼
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史
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形

○
道
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町
時
代
に
勝
山
館
内
に
建
立
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
９
年
に
地
域
住

民
の
手
で
現
在
地
に
遷
す
る
。
大
蔵
鰊
伝
説
の
若
宮
社
を
合
祀
す
る
。

6
重
要
文
化
財
　
旧
笹
浪
家
住
宅

上
ノ
国

歴
史

有
形

○
○

○
○

○
国
重
文

江
戸
時
代
か
ら
続
く
ニ
シ
ン
漁
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網
元
で
、
約
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前
に
建
て
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れ

た
北
海
道
の
木
造
建
築
で
は
最
も
古
い
民
家
で
あ
る
。

7
清
浄
寺
本
堂

上
ノ
国

歴
史

有
形

○
町
有
形

松
前
専
念
寺
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
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所
道
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つ
で
専
念
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世

了
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３
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落
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史

有
形

○
昔
か
ら
火
災
や
災
害
が
多
く
、
大
切
な
漁
具
や
農
具
な
ど
を
入
れ
る
為

山
の
中
腹
に
沢
山
建
て
ら
れ
「
倉
町
」「
倉
が
丘
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
。
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史
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れ
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。
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史
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あ
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。
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史
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。
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史
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。
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史
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い
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１
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あ
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。
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魚
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史
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○
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と
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。
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む
づ
か
る
四
歳
の
若
君
が
金

魚
と
遊
び
暫
く
和
ん
だ
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
中

央
方

面
・

上
ノ

国
、

大
澗

、
勝

山
、

大
留

、
向

浜
、

北
村

、
内

郷
）
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17
天
の
川
河
口
の
砂
州
・
砂
嘴

上
ノ
国

自
然

海
浜

○
天
の
川
か
ら
運
ば
れ
た
砂
や
礫
が
海
岸
線
に
平
行
し
て
流
れ
る
沿
岸
流

に
よ
っ
て
海
岸
に
堆
積
し
て
で
き
た
地
形
。
増
水
時
に
は
形
状
を
変
え

る
場
合
も
あ
る
。

18
天
の
川
橋
付
近
に
の
ぼ
る
鮭

上
ノ
国

景
観

景
観

○
秋
に
な
る
と
天
の
川
橋
周
辺
で
遡
上
す
る
鮭
を
確
認
で
き
る
。

19
上
ノ
国
か
ら
見
え
る
江
差
の
景
色

上
ノ
国

景
観

景
観

○
日
本
海
に
突
出
す
る
カ
モ
メ
島
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

20
船
玉
神
社
（
厳
島
神
社
）
の
夕
日

上
ノ
国

景
観

景
観

○
厳
島
神
社
。
上
ノ
國
八
幡
宮
の
末
社
。

21
天
の
川
の
遊
歩
道

上
ノ
国

景
観

場
所

○
天
の
川
沿
い
の
遊
歩
道
。

22
上
ノ
國
八
幡
宮
の
黒
松
、
榎
、
杉

上
ノ
国

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

23
上
國
寺
の
桜
、
黒
松
、
榎

上
ノ
国

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

24
清
浄
寺
の
黒
松
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ヤ
マ

イ
タ
ヤ

上
ノ
国

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

25
蛭
子
山
（
上
ノ
国
）

上
ノ
国

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
山
車
の
人
形
は
蛭
子
様
。
上
ノ
国
地
区
の
中
で
も
川
尻
地
区
の

人
が
主
と
な
り
運
行
さ
れ
る
。

26
上
ノ
国
の
山
車
の
き
り
声

上
ノ
国

ま
つ
り

伝
統

○
主
に
上
ノ
國
八
幡
宮
渡
御
祭
の
時
に
、
信
広
山
、
蛭
子
山
の
両
頭
取
が

各
家
々
を
ま
わ
り
唄
わ
れ
る
。

27
上
ノ
國
八
幡
宮
渡
御
祭

上
ノ
国

ま
つ
り

伝
統

○
以
前
は
９
月
14
日
、
15
日
の
例
祭
に
併
せ
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は

14
日
以
降
の
最
初
の
土
日
に
開
催
さ
れ
る
。

28
上
ノ
國
八
幡
宮
の
神
楽

上
ノ
国

ま
つ
り

伝
統

○
上
ノ
國
八
幡
宮
に
伝
わ
る
神
楽
。
松
前
神
楽
の
流
れ
を
く
む
が
、
舞
の

名
称
は
松
前
神
楽
と
異
な
る
。

29
信
廣
山
（
上
ノ
国
）

上
ノ
国

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
山
車
の
人
形
は
武
田
信
広
。
昭
和
40
年
代
ま
で
は
ア
イ
ヌ
の
人

形
を
従
え
て
曳
行
さ
れ
て
い
た
。

30
上
ノ
国
昔
踊
り

上
ノ
国

ま
つ
り

伝
統

○
戦
国
時
代
、
戦
に
勝
利
し
た
際
に
踊
ら
れ
た
こ
と
が
由
来
。
江
差
の
サ

メ
踊
り
な
ど
の
原
型
と
も
言
わ
る
。

31
信
廣
山
の
人
形
の
甲
冑

上
ノ
国

ま
つ
り

伝
統

○
32
大
澗
遺
跡

大
澗

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
住
吉
町
上
層
式
・
海
岸
段
丘
）、
土
器
、
石
器

33
上
ノ
国
漁
港
遺
跡

大
澗

歴
史

遺
跡

○
海
底
遺
跡
、
中
世
・
近
世
、
陶
磁
器
（
伊
万
里
焼
、
唐
津
焼
ほ
か
）

34
神
の
道
の
船
止
め
跡

大
澗

歴
史

遺
跡

○
神
の
道
の
所
々
に
人
為
的
に
掘
ら
れ
た
穴
が
あ
る
。
船
を
繋
ぐ
た
め
の

杭
が
打
た
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

35
オ
フ
ト
の
穴

大
澗

歴
史

伝
説

○
○

太
陽
光
が
入
る
と
竜
神
様
が
来
た
よ
う
に
光
る
。
大
平
山
の
穴
に
繋

が
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

36
龍
神
様
の
ひ
か
り
（
龍
燈
伝
説
）

大
澗

歴
史

伝
説

○
海
の
神
「
龍
神
」
が
太
平
山
の
山
の
女
神
に
逢
い
に
、「
龍
燈
」
と

な
っ
て
八
幡
牧
野
を
通
っ
て
い
く
と
い
う
伝
説
。

37
大
澗
ノ
崎

大
澗

自
然

海
浜

○
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
な
ど
の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
あ
る
。

38
窓
岩

大
澗

自
然

海
浜

○
立
待
の
犬
滑
り
穴
と
い
い
、
太
平
山
の
洞
穴
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も

い
わ
れ
る
。
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39
文
珠
浜

大
澗

自
然

海
浜

○
神
の
道
や
文
殊
岩
な
ど
絵
に
な
る
場
所
が
多
い
。

40
大
澗
の
浜

大
澗

自
然

海
浜

○
上
ノ
國
八
幡
宮
の
ど
ん
ど
焼
き
や
空
手
少
年
団
の
寒
稽
古
が
行
わ
れ

る
。

41
ハ
イ
ア
ロ
ク
ラ
ス
タ
イ
ト
（
水
中
破

砕
岩
）

大
澗

自
然

海
浜

○
マ
グ
マ
が
水
に
急
冷
さ
れ
て
で
き
た
細
か
い
砕
屑
粒
子
を
主
体
と
す
る

岩
石
。

42
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
甌
穴
）

大
澗

自
然

海
浜

○
岩
盤
に
で
き
る
円
筒
形
の
穴
で
、
岩
の
く
ぼ
み
や
割
れ
目
に
小
石
が
入

り
込
み
、
回
転
し
て
深
く
削
ら
れ
た
も
の
。
海
浜
で
確
認
さ
れ
る
の
は

珍
し
く
、
日
本
最
大
級
の
大
き
さ
。

43
枕
状
溶
岩

大
澗

自
然

海
浜

○
溶
岩
流
が
水
中
で
冷
却
固
結
し
た
岩
体
の
一
種
で
神
の
道
周
辺
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

44
夷
王
山
神
社

勝
山

歴
史

有
形

○
史
跡
内

永
禄
元
（
15
58
）
年
創
立
。
医
王
山
神
社
、
医
王
山
薬
師
堂
と
称
し
て

い
た
が
、
明
治
26
年
に
現
在
の
名
称
に
。
祭
神
は
武
田
信
広
。
松
前
家

の
崇
敬
の
念
厚
く
、
歴
代
藩
主
が
祖
廟
詣
を
し
た
。
頂
上
か
ら
の
眺
め

は
絶
景
。

45
勝
山
館
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

勝
山

歴
史

有
形

○
○

史
跡
内

勝
山
館
か
ら
の
出
土
品
や
ア
イ
ヌ
や
和
人
の
墓
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展

示
、
歴
史
ビ
デ
オ
も
み
ら
れ
る
。
平
成
17
年
開
設
。

46
重
要
文
化
財
「
北
海
道
上
之
国
勝
山

館
跡
出
土
品
」

勝
山

歴
史

有
形

○
国
重
文

勝
山
館
跡
か
ら
出
土
品
の
う
ち
、
陶
磁
器
や
木
製
品
な
ど
92
1点
が
平

成
20
年
７
月
10
日
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

47
重
要
文
化
財
　
上
國
寺
本
堂

勝
山

歴
史

有
形

○
○

国
重
文

永
禄
年
間
（
15
58
～
15
70
）
に
武
田
信
広
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
開

創
。
現
存
す
る
本
堂
は
宝
暦
８
（
17
58
）
年
建
立
。
北
海
道
で
最
も
古

い
寺
院
建
築
。

48
書
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
３

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
の
松
前
藩
領
の
上
知
に
際
し
､復
領
運
動
に
奔
走

し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
4年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前
崇
広
よ
り
下
賜

さ
れ
た
も
の
｡

49
書
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
４

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
の
松
前
藩
領
の
上
知
に
際
し
､復
領
運
動
に
奔
走

し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
４
年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前
崇
広
よ
り
下
賜

さ
れ
た
も
の
｡

50
書
　
松
前
氏
13
代
道
広
筆

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

道
広
が
上
ノ
國
八
幡
宮
に
奉
納
、
社
宝
と
し
て
拝
殿
に
飾
ら
れ
て
い

る
。

51
書
　
松
前
氏
14
代
章
広
筆
２

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

章
広
が
天
保
３
（
18
32
）
年
町
内
字
石
崎
の
牧
場
を
巡
視
の
時
読
ん
だ

俳
句
３
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
ノ
國
八
幡
宮
の
社
宝
。

52
史
跡
上
之
国
館
跡
　
花
沢
館
跡
　
洲

崎
館
跡
　
勝
山
館
跡

勝
山
・

北
村

歴
史

遺
跡

○
○

○
○

○
国
史
跡

昭
和
54
年
に
花
沢
館
跡
と
勝
山
館
跡
が
、
平
成
18
年
に
洲
崎
館
跡
が
国

の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

53
勝
山
尋
常
小
学
校
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

明
治
11
年
に
上
國
寺
庫
裏
で
開
校
し
、
翌
年
に
校
舎
が
建
設
。
大
正
３

年
に
砂
館
小
学
校
な
ど
と
統
合
し
上
ノ
国
第
一
尋
常
小
学
校
と
な
る
。
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39
文
珠
浜

大
澗

自
然

海
浜

○
神
の
道
や
文
殊
岩
な
ど
絵
に
な
る
場
所
が
多
い
。

40
大
澗
の
浜

大
澗

自
然

海
浜

○
上
ノ
國
八
幡
宮
の
ど
ん
ど
焼
き
や
空
手
少
年
団
の
寒
稽
古
が
行
わ
れ

る
。

41
ハ
イ
ア
ロ
ク
ラ
ス
タ
イ
ト
（
水
中
破

砕
岩
）

大
澗

自
然

海
浜

○
マ
グ
マ
が
水
に
急
冷
さ
れ
て
で
き
た
細
か
い
砕
屑
粒
子
を
主
体
と
す
る

岩
石
。

42
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
甌
穴
）

大
澗

自
然

海
浜

○
岩
盤
に
で
き
る
円
筒
形
の
穴
で
、
岩
の
く
ぼ
み
や
割
れ
目
に
小
石
が
入

り
込
み
、
回
転
し
て
深
く
削
ら
れ
た
も
の
。
海
浜
で
確
認
さ
れ
る
の
は

珍
し
く
、
日
本
最
大
級
の
大
き
さ
。

43
枕
状
溶
岩

大
澗

自
然

海
浜

○
溶
岩
流
が
水
中
で
冷
却
固
結
し
た
岩
体
の
一
種
で
神
の
道
周
辺
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

44
夷
王
山
神
社

勝
山

歴
史

有
形

○
史
跡
内

永
禄
元
（
15
58
）
年
創
立
。
医
王
山
神
社
、
医
王
山
薬
師
堂
と
称
し
て

い
た
が
、
明
治
26
年
に
現
在
の
名
称
に
。
祭
神
は
武
田
信
広
。
松
前
家

の
崇
敬
の
念
厚
く
、
歴
代
藩
主
が
祖
廟
詣
を
し
た
。
頂
上
か
ら
の
眺
め

は
絶
景
。

45
勝
山
館
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

勝
山

歴
史

有
形

○
○

史
跡
内

勝
山
館
か
ら
の
出
土
品
や
ア
イ
ヌ
や
和
人
の
墓
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展

示
、
歴
史
ビ
デ
オ
も
み
ら
れ
る
。
平
成
17
年
開
設
。

46
重
要
文
化
財
「
北
海
道
上
之
国
勝
山

館
跡
出
土
品
」

勝
山

歴
史

有
形

○
国
重
文

勝
山
館
跡
か
ら
出
土
品
の
う
ち
、
陶
磁
器
や
木
製
品
な
ど
92
1点
が
平

成
20
年
７
月
10
日
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

47
重
要
文
化
財
　
上
國
寺
本
堂

勝
山

歴
史

有
形

○
○

国
重
文

永
禄
年
間
（
15
58
～
15
70
）
に
武
田
信
広
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
開

創
。
現
存
す
る
本
堂
は
宝
暦
８
（
17
58
）
年
建
立
。
北
海
道
で
最
も
古

い
寺
院
建
築
。

48
書
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
３

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
の
松
前
藩
領
の
上
知
に
際
し
､復
領
運
動
に
奔
走

し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
4年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前
崇
広
よ
り
下
賜

さ
れ
た
も
の
｡

49
書
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
４

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
の
松
前
藩
領
の
上
知
に
際
し
､復
領
運
動
に
奔
走

し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
４
年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前
崇
広
よ
り
下
賜

さ
れ
た
も
の
｡

50
書
　
松
前
氏
13
代
道
広
筆

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

道
広
が
上
ノ
國
八
幡
宮
に
奉
納
、
社
宝
と
し
て
拝
殿
に
飾
ら
れ
て
い

る
。

51
書
　
松
前
氏
14
代
章
広
筆
２

勝
山

歴
史

有
形

○
町
有
形

章
広
が
天
保
３
（
18
32
）
年
町
内
字
石
崎
の
牧
場
を
巡
視
の
時
読
ん
だ

俳
句
３
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
ノ
國
八
幡
宮
の
社
宝
。

52
史
跡
上
之
国
館
跡
　
花
沢
館
跡
　
洲

崎
館
跡
　
勝
山
館
跡

勝
山
・

北
村

歴
史

遺
跡

○
○

○
○

○
国
史
跡

昭
和
54
年
に
花
沢
館
跡
と
勝
山
館
跡
が
、
平
成
18
年
に
洲
崎
館
跡
が
国

の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

53
勝
山
尋
常
小
学
校
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

明
治
11
年
に
上
國
寺
庫
裏
で
開
校
し
、
翌
年
に
校
舎
が
建
設
。
大
正
３

年
に
砂
館
小
学
校
な
ど
と
統
合
し
上
ノ
国
第
一
尋
常
小
学
校
と
な
る
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

54
夷
王
山
墳
墓
群
（
勝
山
館
跡
）

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

約
65
0の
墳
墓
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ア
イ
ヌ
墓
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

55
荒
神
堂
跡
（
勝
山
館
跡
）

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

勝
山
館
城
代
の
蠣
崎
基
広
が
謀
反
を
企
て
た
が
、
四
世
季
広
に
露
見
し

討
ち
取
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
亡
霊
と
な
っ
て
勝
山
館
に
現
れ
、
暴
れ
ま

わ
っ
た
た
め
、
遺
骨
を
埋
め
た
あ
た
り
に
墓
を
作
り
、
堂
を
建
て
て

祀
っ
た
。

56
館
神
八
幡
宮
跡
（
勝
山
館
跡
）

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

文
明
５
（
14
73
）
年
に
武
田
信
広
が
創
建
し
た
館
神
。
麓
の
若
宮
社
が

拝
殿
を
兼
ね
た
。
明
治
９
年
に
現
在
の
上
ノ
國
八
幡
宮
に
移
さ
れ
た
。

松
前
家
の
崇
敬
の
念
厚
く
、
歴
代
藩
主
が
祖
廟
詣
を
し
た
。

57
檜
山
番
所
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

地
域
の
檜
を
管
理
す
る
た
め
慶
長
元
（
15
96
）
年
に
設
置
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
延
宝
６
（
16
78
）
年
に
江
差
に
移
っ
た
。

58
上
之
国
館
跡
　
勝
山
館
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡

遺
物
包
含
地
、
中
世

59
十
兵
衛
沢
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
・
中
期
）

60
十
兵
衛
沢
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
・
中
期
）、
縄
文
土
器
（
円
筒
式
下
層
・
上

層
）、
石
冠
、
石
斧
、
石
匙
、
石
鏃

61
ば
ん
の
沢
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
後
期
）、
縄
文
土
器
（
円
筒
上
層
式
、
余
市

式
、
野
幌
式
）、
長
大
な
石
錘
、
石
斧
、
土
器

62
四
十
九
里
沢
Ａ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
・
晩
期
）、
縄
文
土
器
（
野
幌
式
、
大
洞

C2
）、
石
斧
、
石
鏃
、
石
槍
、
石
匙

63
大
澗
下
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
擦
文
、
土
器

64
市
街
地
後
方
Ａ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
土
器
形
式
不
明
、
土
器
数
点

65
お
浪
沢
Ａ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
晩
期
）、
縄
文
土
器
数
点
、
鉄
刀
４
本
、
刀
鍔

６
点
、
陶
磁
器
２
点
、
人
骨

66
小
岱
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

67
檜
ノ
沢
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
、
擦
文
、
縄
文
土
器
（
円
筒
式
上
層
）

68
勝
山
館
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
・
中
期
）、
縄
文
土
器
（
円
筒
下
層
式
、
上

層
式
）、
石
器

69
四
十
九
里
沢
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）、
縄
文
土
器
（
余
市
式
、
野
幌
式
、

入
江
式
）

70
お
浪
沢
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
期
）、
縄
文
土
器
（
円
筒
式
、
上
層
式
）

71
ほ
ど
長
根
Ａ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）、
縄
文
土
器
（
野
幌
式
）

72
部
落
畠
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

73
大
岱
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
・
晩
期
）

74
宮
の
沢
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

75
十
兵
衛
沢
Ｃ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
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76
上
之
国
館
跡
・
花
沢
館
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

館
跡
、
蠣
崎
季
繁
が
15
C中
頃
に
築
城
。

77
大
岱
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

78
大
岱
沢
Ａ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

79
大
岱
沢
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

80
市
街
地
後
方
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

81
ほ
ど
長
根
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

82
赤
坂
と
足
洗
川

勝
山

歴
史

伝
説

○

長
禄
元
（
14
57
）
年
に
蝦
夷
の
軍
と
武
田
信
広
が
八
幡
野
で
戦
を
展
開

し
、
信
広
の
千
人
斬
り
伝
説
が
あ
る
。
松
前
か
ら
上
ノ
国
へ
の
近
道

で
、
旅
人
は
草
履
に
つ
い
た
赤
坂
の
赤
土
を
小
川
で
す
す
ぎ
落
し
て
か

ら
旅
を
つ
づ
け
た
。

83
大
蔵
鰊

勝
山

歴
史

伝
説

○
○

｢東
遊
記
｣｢
蝦
夷
喧
辞
弁
｣な
ど
に
も
記
載
が
あ
る
伝
説
。
鰊
の
群
来
が

な
い
た
め
大
蔵
卿
が
祈
祷
す
る
と
鰊
が
群
来
た
。
だ
が
地
域
の
人
た
ち

が
否
定
し
た
た
め
、
大
蔵
卿
は
食
べ
物
を
絶
っ
て
死
に
、
翌
年
は
群
来

な
か
っ
た
。

84
夷
王
山

勝
山

自
然

山
○

○
○

史
跡
内

標
高
15
9メ
ー
ト
ル
で
、
山
頂
に
は
夷
王
山
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

檜
山
地
域
沿
岸
や
奥
尻
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

85
夷
王
山
山
頂
か
ら
の
眺
望
（
夜
景
）
勝
山

景
観

景
観

○
○

○
史
跡
内

大
澗
周
辺
・
江
差
方
面
の
夜
景
・
漁
火
を
見
渡
す
事
が
で
き
る
。

86
夜
明
け
の
塔
と
そ
の
眺
望

勝
山

景
観

景
観

○
○

○
○

開
基
80
0年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
塔
で
高
さ
80
0寸
（
24
.24
m
）。

海
岸
段
丘
の
上
に
あ
り
、
36
0度
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

87
風
車
の
あ
る
風
景

勝
山

景
観

景
観

○
○

○
夜
に
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
の
が
き
れ
い
、
い
つ
も
回
っ
て
い
る

88
花
沢
公
園

勝
山

景
観

場
所

○
○

○
５
月
に
な
る
と
八
重
桜
が
満
開
と
な
り
、
お
花
見
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
。

89
上
ノ
国
漁
港

勝
山

景
観

場
所

○
昭
和
61
年
に
竣
工
。
漁
港
の
整
備
に
際
し
て
、
昭
和
58
、
60
年
に
海
中

の
遺
跡
調
査
が
行
わ
れ
た
。

90
花
沢
温
泉

勝
山

景
観

場
所

○
○

○
○

○
平
成
７
年
３
月
に
温
泉
開
発
に
成
功
し
、
平
成
９
年
８
月
に
簡
易
浴
場

が
開
設
さ
れ
る
。
泉
質
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
高
温
泉
。

91
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
の
景
色
勝
山

景
観

景
観

○
天
の
川
橋
を
見
下
ろ
す
高
台
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
渡
し
が

よ
い
。

92
夷
王
山
を
愛
す
る
会
の
公
園

勝
山

景
観

場
所

○
夷
王
山
を
愛
す
る
会
が
手
入
れ
を
し
て
い
る
公
園
。
町
内
外
の
様
々
な

人
た
ち
が
つ
つ
じ
を
植
樹
し
て
い
る
。

93
天
の
川
橋
の
12
星
座
パ
ネ
ル

勝
山

景
観

場
所

○
平
成
７
年
８
月
３
日
（
旧
暦
７
月
７
日
）
に
開
通
し
た
天
の
川
橋
の
欄

干
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

94
天
の
川
橋
親
柱
の
上
に
あ
る
彗
星

像
・
羽
衣
像

勝
山

景
観

場
所

○
米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
作
の
彫
刻
で
平
成
７
年
８
月
３
日
（
旧
暦
７
月
７
日
）

に
開
通
し
た
天
の
川
橋
の
親
柱
の
上
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

95
夷
酋
タ
ナ
ケ
シ

勝
山

い
の
ち

人
○

ア
イ
ヌ
の
酋
長
。
享
禄
２
（
15
29
）
年
に
瀬
田
内
を
攻
略
し
、
勝
山
館

に
攻
め
入
る
も
討
ち
と
ら
れ
る
。
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76
上
之
国
館
跡
・
花
沢
館
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
史
跡
内

館
跡
、
蠣
崎
季
繁
が
15
C中
頃
に
築
城
。

77
大
岱
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

78
大
岱
沢
Ａ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

79
大
岱
沢
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

80
市
街
地
後
方
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

81
ほ
ど
長
根
Ｂ
遺
跡

勝
山

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

82
赤
坂
と
足
洗
川

勝
山

歴
史

伝
説

○

長
禄
元
（
14
57
）
年
に
蝦
夷
の
軍
と
武
田
信
広
が
八
幡
野
で
戦
を
展
開

し
、
信
広
の
千
人
斬
り
伝
説
が
あ
る
。
松
前
か
ら
上
ノ
国
へ
の
近
道

で
、
旅
人
は
草
履
に
つ
い
た
赤
坂
の
赤
土
を
小
川
で
す
す
ぎ
落
し
て
か

ら
旅
を
つ
づ
け
た
。

83
大
蔵
鰊

勝
山

歴
史

伝
説

○
○

｢東
遊
記
｣｢
蝦
夷
喧
辞
弁
｣な
ど
に
も
記
載
が
あ
る
伝
説
。
鰊
の
群
来
が

な
い
た
め
大
蔵
卿
が
祈
祷
す
る
と
鰊
が
群
来
た
。
だ
が
地
域
の
人
た
ち

が
否
定
し
た
た
め
、
大
蔵
卿
は
食
べ
物
を
絶
っ
て
死
に
、
翌
年
は
群
来

な
か
っ
た
。

84
夷
王
山

勝
山

自
然

山
○

○
○

史
跡
内

標
高
15
9メ
ー
ト
ル
で
、
山
頂
に
は
夷
王
山
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

檜
山
地
域
沿
岸
や
奥
尻
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

85
夷
王
山
山
頂
か
ら
の
眺
望
（
夜
景
）
勝
山

景
観

景
観

○
○

○
史
跡
内

大
澗
周
辺
・
江
差
方
面
の
夜
景
・
漁
火
を
見
渡
す
事
が
で
き
る
。

86
夜
明
け
の
塔
と
そ
の
眺
望

勝
山

景
観

景
観

○
○

○
○

開
基
80
0年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
塔
で
高
さ
80
0寸
（
24
.24
m
）。

海
岸
段
丘
の
上
に
あ
り
、
36
0度
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

87
風
車
の
あ
る
風
景

勝
山

景
観

景
観

○
○

○
夜
に
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
の
が
き
れ
い
、
い
つ
も
回
っ
て
い
る

88
花
沢
公
園

勝
山

景
観

場
所

○
○

○
５
月
に
な
る
と
八
重
桜
が
満
開
と
な
り
、
お
花
見
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
。

89
上
ノ
国
漁
港

勝
山

景
観

場
所

○
昭
和
61
年
に
竣
工
。
漁
港
の
整
備
に
際
し
て
、
昭
和
58
、
60
年
に
海
中

の
遺
跡
調
査
が
行
わ
れ
た
。

90
花
沢
温
泉

勝
山

景
観

場
所

○
○

○
○

○
平
成
７
年
３
月
に
温
泉
開
発
に
成
功
し
、
平
成
９
年
８
月
に
簡
易
浴
場

が
開
設
さ
れ
る
。
泉
質
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
高
温
泉
。

91
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
の
景
色
勝
山

景
観

景
観

○
天
の
川
橋
を
見
下
ろ
す
高
台
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
渡
し
が

よ
い
。

92
夷
王
山
を
愛
す
る
会
の
公
園

勝
山

景
観

場
所

○
夷
王
山
を
愛
す
る
会
が
手
入
れ
を
し
て
い
る
公
園
。
町
内
外
の
様
々
な

人
た
ち
が
つ
つ
じ
を
植
樹
し
て
い
る
。

93
天
の
川
橋
の
12
星
座
パ
ネ
ル

勝
山

景
観

場
所

○
平
成
７
年
８
月
３
日
（
旧
暦
７
月
７
日
）
に
開
通
し
た
天
の
川
橋
の
欄

干
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

94
天
の
川
橋
親
柱
の
上
に
あ
る
彗
星

像
・
羽
衣
像

勝
山

景
観

場
所

○
米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
作
の
彫
刻
で
平
成
７
年
８
月
３
日
（
旧
暦
７
月
７
日
）

に
開
通
し
た
天
の
川
橋
の
親
柱
の
上
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

95
夷
酋
タ
ナ
ケ
シ

勝
山

い
の
ち

人
○

ア
イ
ヌ
の
酋
長
。
享
禄
２
（
15
29
）
年
に
瀬
田
内
を
攻
略
し
、
勝
山
館

に
攻
め
入
る
も
討
ち
と
ら
れ
る
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

96
勝
山
館
跡
の
植
物

勝
山

い
の
ち

植
物

○
史
跡
内

勝
山
館
跡
周
辺
で
は
、
50
0種
を
超
え
る
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

97
花
沢
公
園
の
八
重
桜

勝
山

い
の
ち

植
物

○
○

５
月
の
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
満
開
と
な
る
。

98
花
沢
館
跡
の
植
物

勝
山

い
の
ち

植
物

○
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

99
荒
神
堂
の
イ
チ
イ

勝
山

い
の
ち

植
物

○
勝
山
館
跡
に
通
じ
る
道
沿
い
、
荒
神
堂
付
近
で
確
認
で
き
る
。

10
0
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
慰
霊
祭
（
カ
ム
イ
ノ

ミ
）

勝
山

ま
つ
り

伝
統

○
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
な
ど
和
人
に
討
た
れ
た
ア
イ
ヌ
を
慰
霊
す
る
た
め
平
成

５
年
か
ら
夷
王
山
で
７
月
第
一
土
曜
に
実
施
。

10
1
上
之
国
館
調
査
整
備
セ
ン
タ
ー
（
旧

上
ノ
国
中
学
校
）

大
留

歴
史

有
形

○
昭
和
22
年
に
上
ノ
国
小
学
校
内
で
開
校
し
昭
和
26
年
に
校
舎
が
建
築
。

平
成
８
年
３
月
で
閉
校
と
な
り
、
そ
の
後
、
調
査
の
拠
点
と
な
る
。

10
2
ア
イ
ヌ
絵
巻

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

旧
笹
浪
家
に
伝
わ
る
ア
イ
ヌ
絵
巻
。

10
3
蝦
夷
錦
袱
紗
（
ふ
く
さ
）

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

ホ
シ
ヤ
マ
ニ
笹
浪
家
が
所
蔵
。
ア
イ
ヌ
が
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
を
介
し

て
交
易
を
行
っ
て
い
た
清
の
満
州
風
の
錦
で
あ
る
。

10
4
円
空
作
　
阿
弥
陀
如
来
像

大
留

歴
史

有
形

○
○

町
有
形

明
治
初
期
に
海
中
か
ら
拾
得
保
管
さ
れ
た
も
の
。
の
ち
に
町
へ
寄
付
さ

れ
笹
浪
家
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

10
5
大
山
神
社
（
山
神
社
）

大
留

歴
史

有
形

○
寛
政
４
（
17
92
）
年
の
創
祀
で
明
治
17
年
に
再
建
さ
れ
た
。
合
併
に
よ

り
合
祀
さ
れ
た
歴
史
を
も
つ
御
祭
神
。
祭
神
は
大
山
祇
命
、
倉
稲
魂

命
。

10
6
絵
画
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
１

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
に
松
前
藩
領
が
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
際
に
､復

領
運
動
に
奔
走
し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
４
年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前

崇
広
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
｡

10
7
紺
糸
威
胴
丸

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

胴
丸
と
は
、
構
造
上
着
用
が
簡
便
で
軽
快
な
武
装
具
で
、
江
戸
時
代
中

期
、
宝
暦
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
。
松
前
藩
主
着
用
の
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。

10
8
書
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
１

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
に
松
前
藩
領
が
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
際
に
､復

領
運
動
に
奔
走
し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
４
年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前

崇
広
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
｡

10
9
書
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
２

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
に
松
前
藩
領
が
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
際
に
､復

領
運
動
に
奔
走
し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
４
年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前

崇
広
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
｡

11
0
書
　
松
前
氏
14
代
章
広
筆
１

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

松
前
藩
領
上
知
を
解
か
れ
梁
川
よ
り
帰
国
し
た
章
広
が
復
領
奉
賽
の
た

め
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

11
1
ア
イ
ヌ
服
・
チ
カ
ル
カ
ル
ペ
１

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

生
地
は
厚
手
の
縞
木
綿
｡裏
に
｢西
川
賢
作
｣の
記
載
あ
り
｡衿
と
袖
口
の

文
様
は
樺
太
の
ア
イ
ヌ
衣
服
で
あ
る
ア
ッ
ト
ウ
シ
に
似
て
い
る
｡

11
2
ア
イ
ヌ
服
・
チ
カ
ル
カ
ル
ペ
２

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

茶
格
子
木
綿
生
地
の
ア
イ
ヌ
服
。
衿
や
刺
繍
糸
・
縫
い
糸
・
切
り
伏
生

地
は
紺
木
綿
を
使
用
。
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高
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中
学

小
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幼
児

11
3
ア
イ
ヌ
服
・
チ
カ
ル
カ
ル
ペ
３

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

木
綿
生
地
の
ア
イ
ヌ
服
。
切
り
伏
生
地
は
古
い
紺
木
綿
。

11
4
テ
タ
ラ
ペ

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

生
地
は
イ
ラ
ク
サ
ま
た
は
麻
｡切
り
伏
生
地
は
紺
木
綿
｡刺
繍
糸
は
白
､

紺
木
綿
｡縫
い
糸
は
イ
ラ
ク
サ
､白
木
綿
裏
に
�｢
上
ﾉ国
六
年
笹
浪
キ
サ

（
旧
笹
浪
家
11
代
当
主
久
英
氏
の
母
）
｣の
記
載
あ
り
｡

11
5
マ
エ
タ
レ
２

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

ニ
レ
科
の
オ
ヒ
ョ
ウ
の
繊
維
か
ら
作
っ
た
ア
イ
ヌ
の
女
性
の
前
掛
け
。

裏
に
｢上
ﾉ国
六
年
笹
浪
キ
サ
（
旧
笹
浪
家
11
代
当
主
久
英
氏
の
母
）
｣

の
記
載
あ
り
｡

11
6
マ
エ
タ
レ
３

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

ニ
レ
科
の
オ
ヒ
ョ
ウ
の
生
地
か
ら
作
っ
た
ア
イ
ヌ
の
女
性
の
前
掛
け
。

裏
に
「
西
川
賢
作
」
の
記
載
あ
り
。

11
7
絵
画
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
２

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
に
松
前
藩
領
が
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
際
に
､復

領
運
動
に
奔
走
し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
４
年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前

崇
広
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
｡

11
8
上
ノ
国
小
学
校

大
留

歴
史

有
形

○
勝
山
尋
常
小
学
校
の
流
れ
を
く
む
。
現
在
の
校
舎
は
昭
和
62
年
に
完

成
。

11
9
新
村
遺
跡

大
留

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）、
縄
文
土
器
、
石
斧
、
石
鏃
、
石

匙
、
石
冠

12
0
目
名
の
沢

大
留

自
然

川
○

天
の
川
の
支
流
、
目
名
川
の
源
流
と
な
る
沢
。
以
前
は
ヒ
バ
の
産
地
。

12
1
カ
サ
サ
ギ
ロ
ー
ド
（
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
街

道
）

大
留

景
観

景
観

○
○

○
平
成
８
年
の
天
の
川
橋
の
架
け
替
え
に
併
せ
、
上
ノ
国
駅
前
か
ら
清
浄

寺
ま
で
の
1.8
㎞
の
区
間
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
が

植
え
ら
れ
る
。

12
2
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
山

大
留

景
観

場
所

○
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
た
と
き
に
造
成
さ
れ
た
小
山
。

12
3
中
崎
公
園

大
留

景
観

場
所

○
○

遊
び
や
す
く
て
楽
し
い
。

12
4
た
ぬ
き
通
り
の
鳥
居
よ
り

大
留

景
観

場
所

○
た
ぬ
き
専
用
の
サ
イ
ズ
。
木
製
ベ
ン
チ
も
優
し
い
。

12
5
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
散
歩
コ
ー
ス

大
留

景
観

場
所

○
平
成
10
年
に
整
備
さ
れ
た
散
歩
コ
ー
ス
。

12
6
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら

大
留

景
観

場
所

○
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で
、
平
成
７
年
竣
工
。

12
7
体
育
館

大
留

景
観

場
所

○
新
し
い
町
の
体
育
館
。
平
成
30
年
７
月
開
設
予
定
。

12
8
サ
イ
カ
チ
の
木

大
留

い
の
ち

植
物

○
枝
先
に
サ
ヤ
が
ぶ
ら
下
が
る
。
昔
は
こ
の
サ
ヤ
を
石
鹸
代
わ
り
に
馬
の

体
を
洗
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
は
中
須
田
に
あ
っ
た
が
、
道
路
工
事
に

よ
り
役
場
庁
舎
裏
に
移
植
さ
れ
る
。
町
指
定
名
木

12
9
大
留
鹿
子
舞

大
留

ま
つ
り

伝
統

○
○

町
無
民

大
留
・
山
神
社
の
創
建
時
よ
り
奉
納
さ
れ
て
い
た
鹿
子
舞
。

13
0
大
山
神
社
例
大
祭

大
留

ま
つ
り

伝
統

○
祭
神
を
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
（
大
山
祇
命
）
と
し
、
毎
年
９
月
11
、

12
日
に
祭
典
が
行
わ
れ
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
等
が
祈
願
さ
れ
る
。

13
1
楠
公
山
（
大
留
）

大
留

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
明
治
７
年
頃
の
制
作
と
さ
れ
、
江
差
町
津
花
町
よ
り
譲
り
受
け

た
も
の
。
名
称
も
そ
の
ま
ま
使
用
。
管
理
、
運
行
は
大
留
奉
賛
会
が
担

う
。
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児

11
3
ア
イ
ヌ
服
・
チ
カ
ル
カ
ル
ペ
３

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

木
綿
生
地
の
ア
イ
ヌ
服
。
切
り
伏
生
地
は
古
い
紺
木
綿
。

11
4
テ
タ
ラ
ペ

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

生
地
は
イ
ラ
ク
サ
ま
た
は
麻
｡切
り
伏
生
地
は
紺
木
綿
｡刺
繍
糸
は
白
､

紺
木
綿
｡縫
い
糸
は
イ
ラ
ク
サ
､白
木
綿
裏
に
�｢
上
ﾉ国
六
年
笹
浪
キ
サ

（
旧
笹
浪
家
11
代
当
主
久
英
氏
の
母
）
｣の
記
載
あ
り
｡

11
5
マ
エ
タ
レ
２

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

ニ
レ
科
の
オ
ヒ
ョ
ウ
の
繊
維
か
ら
作
っ
た
ア
イ
ヌ
の
女
性
の
前
掛
け
。

裏
に
｢上
ﾉ国
六
年
笹
浪
キ
サ
（
旧
笹
浪
家
11
代
当
主
久
英
氏
の
母
）
｣

の
記
載
あ
り
｡

11
6
マ
エ
タ
レ
３

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

ニ
レ
科
の
オ
ヒ
ョ
ウ
の
生
地
か
ら
作
っ
た
ア
イ
ヌ
の
女
性
の
前
掛
け
。

裏
に
「
西
川
賢
作
」
の
記
載
あ
り
。

11
7
絵
画
　
裏
書
輪
嶋
屋
太
左
衛
門
２

大
留

歴
史

有
形

○
町
有
形

安
政
２
（
18
55
）
年
に
松
前
藩
領
が
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
際
に
､復

領
運
動
に
奔
走
し
た
有
力
者
等
に
、
安
政
４
年
の
復
領
時
に
藩
主
松
前

崇
広
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
｡

11
8
上
ノ
国
小
学
校

大
留

歴
史

有
形

○
勝
山
尋
常
小
学
校
の
流
れ
を
く
む
。
現
在
の
校
舎
は
昭
和
62
年
に
完

成
。

11
9
新
村
遺
跡

大
留

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）、
縄
文
土
器
、
石
斧
、
石
鏃
、
石

匙
、
石
冠

12
0
目
名
の
沢

大
留

自
然

川
○

天
の
川
の
支
流
、
目
名
川
の
源
流
と
な
る
沢
。
以
前
は
ヒ
バ
の
産
地
。

12
1
カ
サ
サ
ギ
ロ
ー
ド
（
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
街

道
）

大
留

景
観

景
観

○
○

○
平
成
８
年
の
天
の
川
橋
の
架
け
替
え
に
併
せ
、
上
ノ
国
駅
前
か
ら
清
浄

寺
ま
で
の
1.8
㎞
の
区
間
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
が

植
え
ら
れ
る
。

12
2
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
山

大
留

景
観

場
所

○
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
た
と
き
に
造
成
さ
れ
た
小
山
。

12
3
中
崎
公
園

大
留

景
観

場
所

○
○

遊
び
や
す
く
て
楽
し
い
。

12
4
た
ぬ
き
通
り
の
鳥
居
よ
り

大
留

景
観

場
所

○
た
ぬ
き
専
用
の
サ
イ
ズ
。
木
製
ベ
ン
チ
も
優
し
い
。

12
5
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
散
歩
コ
ー
ス

大
留

景
観

場
所

○
平
成
10
年
に
整
備
さ
れ
た
散
歩
コ
ー
ス
。

12
6
ジ
ョ
イ
・
じ
ょ
ぐ
ら

大
留

景
観

場
所

○
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で
、
平
成
７
年
竣
工
。

12
7
体
育
館

大
留

景
観

場
所

○
新
し
い
町
の
体
育
館
。
平
成
30
年
７
月
開
設
予
定
。

12
8
サ
イ
カ
チ
の
木

大
留

い
の
ち

植
物

○
枝
先
に
サ
ヤ
が
ぶ
ら
下
が
る
。
昔
は
こ
の
サ
ヤ
を
石
鹸
代
わ
り
に
馬
の

体
を
洗
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
は
中
須
田
に
あ
っ
た
が
、
道
路
工
事
に

よ
り
役
場
庁
舎
裏
に
移
植
さ
れ
る
。
町
指
定
名
木

12
9
大
留
鹿
子
舞

大
留

ま
つ
り

伝
統

○
○

町
無
民

大
留
・
山
神
社
の
創
建
時
よ
り
奉
納
さ
れ
て
い
た
鹿
子
舞
。

13
0
大
山
神
社
例
大
祭

大
留

ま
つ
り

伝
統

○
祭
神
を
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
（
大
山
祇
命
）
と
し
、
毎
年
９
月
11
、

12
日
に
祭
典
が
行
わ
れ
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
等
が
祈
願
さ
れ
る
。

13
1
楠
公
山
（
大
留
）

大
留

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
明
治
７
年
頃
の
制
作
と
さ
れ
、
江
差
町
津
花
町
よ
り
譲
り
受
け

た
も
の
。
名
称
も
そ
の
ま
ま
使
用
。
管
理
、
運
行
は
大
留
奉
賛
会
が
担

う
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

13
2
エ
ゾ
地
の
火
祭
り

大
留

ま
つ
り

現
代

○
○

○
○

○
食
べ
物
も
お
い
し
く
、
花
火
も
き
れ
い
。
３
地
区
の
山
車
が
集
ま
り
盛

り
上
が
る
。
松
明
と
花
火
の
迫
力
は
圧
巻
！

13
3
産
業
ま
つ
り

大
留

ま
つ
り

現
代

○
○

昭
和
57
年
か
ら
10
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
。
町
内
の
事
業
者
が

数
多
く
出
店
す
る
。

13
4
食
遊
祭

大
留

ま
つ
り

現
代

○
○

町
内
飲
食
店
の
名
物
料
理
が
一
同
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
平
成
20
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。

13
5
川
裾
神
社

向
浜

歴
史

有
形

○
天
保
２
（
18
32
）
年
創
立
し
、
昭
和
44
年
ま
で
上
ノ
国
八
幡
宮
の
末

社
。
祭
神
は
伊
邪
那
岐
命
。

13
6
向
浜
Ａ
遺
跡

向
浜

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

13
7
向
浜
の
け
あ
ら
し

向
浜

自
然

海
浜

○
厳
寒
の
朝
、
凍
結
し
な
い
海
面
や
川
面
に
白
く
立
ち
上
る
霧
が
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

13
8
天
の
川
（
見
ど
こ
ろ
）

向
浜

自
然

川
○

○
○

○
○

渡
島
山
地
の
分
水
嶺
に
源
を
発
す
る
、
流
域
延
長
28
.6k
m
の
二
級
河

川
。
名
称
は
宣
教
師
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
が
地
図
に
天
河
と
記
し
た
こ
と
に

由
来
す
る
。

13
9
天
の
川
河
口
部
の
ハ
マ
ナ
ス
群
生
地
向
浜

い
の
ち

植
物

○
河
口
部
右
岸
に
分
布
す
る
。

14
0
ア
ッ
シ

北
村

歴
史

有
形

○
町
有
形

紺
木
綿
製
の
生
地
の
織
物
。
生
地
は
オ
ヒ
ョ
ウ
。

14
1
円
空
作
　
観
音
座
像

北
村

歴
史

有
形

○
○

町
有
形

砂
館
神
社
社
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
４
年
の
神
仏
分
離
令
の

際
に
地
域
の
人
に
匿
ま
わ
れ
、
後
日
北
村
地
蔵
庵
に
移
さ
れ
た
。

14
2
砂
館
神
社
本
殿

北
村

歴
史

有
形

○
道
有
形

創
立
が
寛
正
３
（
14
62
）
年
と
言
わ
れ
、
北
海
道
史
最
初
の
記
録
に
現

れ
た
神
社
で
松
前
藩
の
崇
敬
も
深
い
。
安
永
７
（
17
78
）
年
に
一
度
焼

失
し
、
翌
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
が
現
在
ま
で
残
る
。

14
3
地
蔵
庵
（
江
差
正
覚
院
末
寺
）

北
村

歴
史

有
形

○
宝
永
６
（
17
09
）
年
、
江
差
正
覚
院
四
世
知
雄
和
尚
の
創
立
。
庵
内

（
建
物
）
に
は
円
空
仏
が
置
か
れ
て
い
る
。

14
4
短
刀
及
び
拵
え
一
式

北
村

歴
史

有
形

○
町
有
形

旧
笹
浪
家
所
蔵
品
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
上
ノ
国
の
歴
史
を
知

る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

14
5
マ
エ
タ
レ
１

北
村

歴
史

有
形

○
町
有
形

ニ
レ
科
の
オ
ヒ
ョ
ウ
の
繊
維
か
ら
作
っ
た
ア
イ
ヌ
の
女
性
の
前
掛
け
。

裏
に
「
西
川
賢
作
」
の
記
載
あ
り
。

14
6
砂
館
尋
常
小
学
校
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
明
治
15
年
11
月
に
開
校
し
、
砂
館
神
社
境
内
に
校
舎
が
建
つ
。
大
正
３

年
に
上
ノ
国
第
一
尋
常
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
。

14
7
上
之
国
館
跡
　
洲
崎
館
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
史
跡

館
跡
、
武
田
信
玄
が
長
禄
元
（
14
57
）
年
に
築
城
し
た
と
さ
れ
る
。

14
8
北
村
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
・
中
・
後
・
晩
期
）

14
9
炭
焼
沢
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
0
安
在
平
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
1
水
車
小
屋
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

15
2
洲
崎
Ａ
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
3
洲
崎
Ｂ
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
4
洲
崎
Ｃ
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
5
古
櫃
の
浜

北
村

歴
史

伝
説

○

寛
政
３
（
14
62
）
年
の
夏
、
洲
崎
の
西
の
沖
に
光
を
放
つ
も
の
が
現

れ
、
古
櫃
が
岸
辺
に
流
れ
着
い
た
。
中
身
が
黄
金
の
毘
沙
門
像
が
現
れ

た
こ
と
か
ら
、
武
田
信
広
は
こ
れ
を
厚
く
尊
信
し
、
一
社
を
建
て
て

祀
っ
た
。

15
6
天
の
川
の
大
蛇

北
村

歴
史

伝
説

○
松
前
家
三
世
義
広
は
弓
の
名
手
と
し
て
戦
功
を
あ
げ
た
が
、
天
の
川
の

大
蛇
を
射
止
め
て
か
ら
、
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。

15
7
フ
ル
ー
ツ
ポ
ー
ク

北
村

食
文
化

現
代

○
○

有
限
会
社
さ
さ
な
み
が
生
産
す
る
豚
肉
。
フ
ル
ー
ツ
と
ミ
ル
ク
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
与
え
て
育
て
て
お
り
、
肉
質
が
柔
ら
か
く
ク
リ
ー
ミ
ー
で
肉

独
特
の
臭
み
も
な
い
。

15
8
洲
崎
館
の
あ
る
砂
丘

北
村

自
然

海
浜

○
史
跡
内

洲
崎
館
跡
が
あ
る
一
帯
は
砂
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
砂
館
神
社
の
名
前

の
由
来
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

15
9
滝
本
た
つ
ひ
こ

北
村

い
の
ち

人
○

小
説
家
。「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ハ
ッ
ピ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
エ
ッ
ヂ
」
で
第

５
回
角
川
学
園
小
説
大
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

16
0
砂
館
神
社
例
大
祭

北
村

ま
つ
り

伝
統

○
史
跡
内

９
月
２
、
３
日
に
行
わ
れ
る
。
以
前
は
行
列
も
巡
行
し
て
い
た
が
、
現

在
は
門
払
い
の
み
実
施
。
神
輿
も
境
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　

　
　

16
1
大
黒
山
（
北
村
）

北
村

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
大
黒
様
の
人
形
を
飾
る
。
建
造
年
は
不
明
も
昭
和
50
年
代
に
改

修
し
て
い
る
。
管
理
運
行
に
か
か
る
一
切
を
大
黒
山
保
存
会
が
担
う
。

16
2
内
郷
坂
遺
跡

内
郷

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

16
3
内
郷
浜
（
見
ど
こ
ろ
）

内
郷

自
然

海
浜

○
天
の
川
河
口
か
ら
江
差
町
五
勝
手
漁
港
ま
で
砂
浜
が
続
く
。

16
4
あ
す
な
ろ
湖
か
ら
カ
ヌ
ー
で
見
る
奥

の
景
色

内
郷

景
観

景
観

○

16
5
あ
す
な
ろ
湖
手
前
の
目
名
沢
川
と
水

草
内
郷

景
観

景
観

○

16
6
上
ノ
国
ダ
ム
（
あ
す
な
ろ
湖
）

内
郷

景
観

場
所

○
目
名
川
上
流
に
江
差
町
の
水
が
め
と
し
て
平
成
12
年
に
完
成
し
、
ダ
ム

湖
は
あ
す
な
ろ
湖
と
命
名
さ
れ
る
。

16
7
甚
之
丞
杉

内
郷

い
の
ち

植
物

○
目
名
川
上
流
、
厚
沢
部
町
と
の
町
境
付
近
に
ヒ
バ
が
自
生
し
て
お
り
、

ヒ
バ
の
伐
採
後
に
杉
が
植
え
ら
れ
た
。
延
享
２
（
17
45
）
年
に
植
樹
し

た
記
録
あ
り
。
町
指
定
名
木

16
8
ヒ
バ
自
生
林

内
郷

い
の
ち

植
物

○
目
名
川
上
流
で
、
厚
沢
部
町
と
の
町
境
付
近
に
自
生
し
て
い
る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
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定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

15
2
洲
崎
Ａ
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
3
洲
崎
Ｂ
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
4
洲
崎
Ｃ
遺
跡

北
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

15
5
古
櫃
の
浜

北
村

歴
史

伝
説

○

寛
政
３
（
14
62
）
年
の
夏
、
洲
崎
の
西
の
沖
に
光
を
放
つ
も
の
が
現

れ
、
古
櫃
が
岸
辺
に
流
れ
着
い
た
。
中
身
が
黄
金
の
毘
沙
門
像
が
現
れ

た
こ
と
か
ら
、
武
田
信
広
は
こ
れ
を
厚
く
尊
信
し
、
一
社
を
建
て
て

祀
っ
た
。

15
6
天
の
川
の
大
蛇

北
村

歴
史

伝
説

○
松
前
家
三
世
義
広
は
弓
の
名
手
と
し
て
戦
功
を
あ
げ
た
が
、
天
の
川
の

大
蛇
を
射
止
め
て
か
ら
、
当
た
ら
な
く
な
っ
た
。

15
7
フ
ル
ー
ツ
ポ
ー
ク

北
村

食
文
化

現
代

○
○

有
限
会
社
さ
さ
な
み
が
生
産
す
る
豚
肉
。
フ
ル
ー
ツ
と
ミ
ル
ク
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
を
与
え
て
育
て
て
お
り
、
肉
質
が
柔
ら
か
く
ク
リ
ー
ミ
ー
で
肉

独
特
の
臭
み
も
な
い
。

15
8
洲
崎
館
の
あ
る
砂
丘

北
村

自
然

海
浜

○
史
跡
内

洲
崎
館
跡
が
あ
る
一
帯
は
砂
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
砂
館
神
社
の
名
前

の
由
来
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

15
9
滝
本
た
つ
ひ
こ

北
村

い
の
ち

人
○

小
説
家
。「
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ハ
ッ
ピ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
エ
ッ
ヂ
」
で
第

５
回
角
川
学
園
小
説
大
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

16
0
砂
館
神
社
例
大
祭

北
村

ま
つ
り

伝
統

○
史
跡
内

９
月
２
、
３
日
に
行
わ
れ
る
。
以
前
は
行
列
も
巡
行
し
て
い
た
が
、
現

在
は
門
払
い
の
み
実
施
。
神
輿
も
境
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　

　
　

16
1
大
黒
山
（
北
村
）

北
村

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
大
黒
様
の
人
形
を
飾
る
。
建
造
年
は
不
明
も
昭
和
50
年
代
に
改

修
し
て
い
る
。
管
理
運
行
に
か
か
る
一
切
を
大
黒
山
保
存
会
が
担
う
。

16
2
内
郷
坂
遺
跡

内
郷

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

16
3
内
郷
浜
（
見
ど
こ
ろ
）

内
郷

自
然

海
浜

○
天
の
川
河
口
か
ら
江
差
町
五
勝
手
漁
港
ま
で
砂
浜
が
続
く
。

16
4
あ
す
な
ろ
湖
か
ら
カ
ヌ
ー
で
見
る
奥

の
景
色

内
郷

景
観

景
観

○

16
5
あ
す
な
ろ
湖
手
前
の
目
名
沢
川
と
水

草
内
郷

景
観

景
観

○

16
6
上
ノ
国
ダ
ム
（
あ
す
な
ろ
湖
）

内
郷

景
観

場
所

○
目
名
川
上
流
に
江
差
町
の
水
が
め
と
し
て
平
成
12
年
に
完
成
し
、
ダ
ム

湖
は
あ
す
な
ろ
湖
と
命
名
さ
れ
る
。

16
7
甚
之
丞
杉

内
郷

い
の
ち

植
物

○
目
名
川
上
流
、
厚
沢
部
町
と
の
町
境
付
近
に
ヒ
バ
が
自
生
し
て
お
り
、

ヒ
バ
の
伐
採
後
に
杉
が
植
え
ら
れ
た
。
延
享
２
（
17
45
）
年
に
植
樹
し

た
記
録
あ
り
。
町
指
定
名
木

16
8
ヒ
バ
自
生
林

内
郷

い
の
ち

植
物

○
目
名
川
上
流
で
、
厚
沢
部
町
と
の
町
境
付
近
に
自
生
し
て
い
る
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
山

方
面

・
中

須
田

、
新

村
、

豊
田

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

16
9
中
須
田
・
稲
荷
神
社

中
須
田

歴
史

有
形

○
文
政
７
（
18
24
）
年
創
立
で
祭
神
を
倉
稲
魂
命
。

17
0
さ
い
か
ち
屋
敷

中
須
田

歴
史

有
形

○
代
々
新
六
を
襲
名
し
た
布
施
家
が
あ
り
、
家
の
前
に
皂
莢
（
さ
い
か

ち
）
の
大
樹
が
茂
っ
て
い
た
の
で
皂
莢
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

17
1
中
須
田
観
音
堂

中
須
田

歴
史

有
形

○
文
政
５
（
18
22
）
年
の
造
立
で
、
観
界
夢
遊
（
清
五
郎
）
作
の
観
音
像

が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

17
2
中
須
田
馬
頭
観
音
の
石
碑

中
須
田

歴
史

有
形

○
昔
、
農
家
で
は
、
農
耕
作
業
の
た
め
馬
を
飼
育
し
て
お
り
、
家
族
同
様

に
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
供
養
の
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。

17
3
京
谷
家
の
ニ
シ
ン
漁
具

中
須
田

歴
史

有
形

○
江
戸
時
代
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
ニ
シ
ン
漁
で
使
用
さ
れ
た
漁

具
。
こ
の
構
想
が
き
っ
か
け
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。

17
4
河
北
小
学
校

中
須
田

歴
史

有
形

明
治
18
年
開
校
し
、
昭
和
61
年
に
現
校
舎
が
完
成
す
る
。

17
5
金
子
鶴
雄
さ
ん
の
縄
な
い
技
術

中
須
田

歴
史

無
形

○
○

縄
な
い
技
術
を
有
し
て
い
る
数
少
な
い
継
承
者
の
ひ
と
り
。

17
6
河
北
中
学
校
跡

中
須
田

歴
史

遺
跡

○
昭
和
22
年
に
桂
岡
で
開
校
し
、
昭
和
29
年
に
校
舎
が
落
成
す
る
。
平
成

８
年
３
月
に
閉
校
し
、
校
舎
は
平
成
21
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
。

17
7
名
伯
楽
・
布
施
新
六
伝

中
須
田

歴
史

伝
説

○
中
須
田
に
、
代
々
新
六
を
襲
名
し
た
布
施
家
で
、
明
治
中
頃
に
亡
く

な
っ
た
新
六
は
、
馬
を
見
る
名
人
で
馬
の
神
様
と
言
わ
れ
た
。

17
8
久
末
さ
ん
の
キ
ノ
コ
栽
培

中
須
田

食
文
化

現
代

○
シ
イ
タ
ケ
・
干
し
シ
イ
タ
ケ
・
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど
を
栽
培
す
る
。

17
9
ニ
オ
ウ
（
に
お
）
積
み

中
須
田

景
観

景
観

○
収
穫
し
た
農
作
物
を
自
然
の
力
で
乾
燥
さ
せ
る
た
め
に
行
う
。
機
械
乾

燥
が
主
流
と
だ
が
、
現
在
も
数
件
の
農
家
が
実
施
し
て
い
る
。

18
0
中
須
田
神
社
の
黒
松

中
須
田

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

18
1
イ
チ
ゴ

中
須
田

い
の
ち

植
物

○
上
ノ
国
の
果
物
は
と
て
も
甘
く
て
美
味
し
い
か
ら
。

18
2
ジ
ャ
ガ
イ
モ

中
須
田

い
の
ち

植
物

○
町
の
代
表
的
作
物
の
一
つ
で
、
町
内
一
円
、
特
に
天
の
川
流
域
沿
い
で

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

18
3
新
村
稲
荷
神
社

新
村

歴
史

有
形

○
明
治
17
年
９
月
創
祀
で
祭
神
は
、
倉
稲
魂
命
。

18
4
新
村
久
兵
衛
翁
顕
彰
碑

新
村

歴
史

有
形

○
明
治
初
頭
に
新
村
周
辺
な
ど
天
の
川
流
域
で
水
田
開
発
を
行
っ
た
新
村

久
兵
衛
を
称
え
る
た
め
昭
和
27
年
に
建
立
さ
れ
た
。

18
5
新
村
２
遺
跡

新
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

18
6
新
村
３
遺
跡

新
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

18
7
新
村
４
遺
跡

新
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

18
8
豊
田
西
遺
跡

新
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

18
9
豊
田
西
２
遺
跡

新
村

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

19
0
新
村
稲
荷
神
社
例
祭

新
村

ま
つ
り

伝
統

○
毎
年
９
月
10
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

19
1
豊
年
山
（
新
村
）

新
村

ま
つ
り

伝
統

○
も
と
も
と
は
江
差
町
内
で
使
わ
れ
て
い
た
山
車
で
後
に
、
昭
和
63
年
に

寄
贈
を
受
け
る
。
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マ

イ
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称

地
区
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世
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考
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学

高
校

中
学

小
学

幼
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19
2
豊
田
・
稲
荷
神
社

豊
田

歴
史

有
形

○
明
治
17
年
以
降
の
創
立
で
祭
神
は
倉
稲
魂
命
と
大
國
魂
命
。

19
3
豊
田
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

19
4
豊
田
Ｂ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）

19
5
豊
田
Ｃ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）

19
6
豊
田
Ｄ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

19
7
瓦
場
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

19
8
石
山
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

19
9
豊
田
Ｅ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
、
縄
文
土
器
片
14
0点
、
石
器
14
点
、
フ
レ
ー
ク

26
点
、
石
冠
１
点
、
石
鏃
１
点

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
山

方
面

・
桂

岡
、

小
森

、
早

瀬
、

宮
越

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

20
0
愛
宕
神
社
（
桂
岡
神
社
）

桂
岡

歴
史

有
形

○
○

○
天
和
元
（
16
81
）
年
創
立
。
祭
神
は
火
産
霊
命
、
倉
稲
魂
命
、
大
山
祇

命
。
伊
勢
海
老
彫
刻
・
神
社
前
の
直
線
道
路
も
珍
し
い
景
観
。

20
1
桂
岡
墓
地
の
地
蔵
７
尊

桂
岡

歴
史

有
形

○

20
2
桂
岡
地
区
に
あ
る
天
保
年
間
の
墓
石
桂
岡

歴
史

有
形

○
も
と
も
と
は
愛
宕
神
社
境
内
の
環
状
の
盛
り
土
内
に
あ
っ
た
も
の
が
移

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

20
3
南
條
氏
（
安
右
衛
門
）
の
墓

桂
岡

歴
史

有
形

○
町
有
形

南
條
安
右
衛
門
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
南
條
家
の
祖
季
継
は
知
内

町
の
脇
本
の
館
主
と
知
ら
れ
、
後
に
子
孫
は
松
前
家
に
仕
え
た
。
安
右

衛
門
包
元
は
享
保
18
（
17
33
）
年
か
ら
寛
保
２
（
17
42
）
年
ま
で
寺
社

奉
行
を
勤
め
た
。

20
4
観
音
講
（
桂
岡
）

桂
岡

歴
史

無
形

○
毎
月
18
日
に
観
音
様
を
祀
っ
て
い
た
が
、
昭
和
末
期
に
世
話
人
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
り
、
観
音
の
掛
け
軸
は
江
差
の
金
剛
寺
に

納
め
た
。

20
5
鬼
子
母
神
講
（
桂
岡
）

桂
岡

歴
史

無
形

○
８
日
が
鬼
子
母
神
さ
ん
の
日
で
あ
る
の
で
、
３
月
８
日
に
地
区
の
女
性

た
ち
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
。
講
員
は
法
華
寺
の
檀
家
が
多
い
。

20
6
地
蔵
講
（
桂
岡
）

桂
岡

歴
史

無
形

○
３
月
中
旬
に
地
区
の
女
性
が
あ
つ
ま
り
、
地
蔵
を
地
区
の
集
会
施
設
ま

で
運
ん
で
、
洗
っ
た
り
、
衣
装
や
前
掛
け
を
取
り
換
え
、
供
え
物
を
す

る
。

20
7
愛
宕
山
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
早
・
前
・
中
・
後
・
晩
期
）、
縄
文
土
器
（
住

吉
、
円
筒
下
層
、
上
層
、
野
幌
式
、
亀
ヶ
岡
）、
石
鏃
、
石
匙
、
石
斧
、

石
錘

20
8
桂
岡
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
・
晩
期
）、
石
匙
、
石
鏃
、
石
斧
、
石
棒
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19
2
豊
田
・
稲
荷
神
社

豊
田

歴
史

有
形

○
明
治
17
年
以
降
の
創
立
で
祭
神
は
倉
稲
魂
命
と
大
國
魂
命
。

19
3
豊
田
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

19
4
豊
田
Ｂ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）

19
5
豊
田
Ｃ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）

19
6
豊
田
Ｄ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

19
7
瓦
場
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

19
8
石
山
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

19
9
豊
田
Ｅ
遺
跡

豊
田

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
、
縄
文
土
器
片
14
0点
、
石
器
14
点
、
フ
レ
ー
ク

26
点
、
石
冠
１
点
、
石
鏃
１
点

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
山

方
面

・
桂

岡
、

小
森

、
早

瀬
、

宮
越

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

20
0
愛
宕
神
社
（
桂
岡
神
社
）

桂
岡

歴
史

有
形

○
○

○
天
和
元
（
16
81
）
年
創
立
。
祭
神
は
火
産
霊
命
、
倉
稲
魂
命
、
大
山
祇

命
。
伊
勢
海
老
彫
刻
・
神
社
前
の
直
線
道
路
も
珍
し
い
景
観
。

20
1
桂
岡
墓
地
の
地
蔵
７
尊

桂
岡

歴
史

有
形

○

20
2
桂
岡
地
区
に
あ
る
天
保
年
間
の
墓
石
桂
岡

歴
史

有
形

○
も
と
も
と
は
愛
宕
神
社
境
内
の
環
状
の
盛
り
土
内
に
あ
っ
た
も
の
が
移

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

20
3
南
條
氏
（
安
右
衛
門
）
の
墓

桂
岡

歴
史

有
形

○
町
有
形

南
條
安
右
衛
門
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
南
條
家
の
祖
季
継
は
知
内

町
の
脇
本
の
館
主
と
知
ら
れ
、
後
に
子
孫
は
松
前
家
に
仕
え
た
。
安
右

衛
門
包
元
は
享
保
18
（
17
33
）
年
か
ら
寛
保
２
（
17
42
）
年
ま
で
寺
社

奉
行
を
勤
め
た
。

20
4
観
音
講
（
桂
岡
）

桂
岡

歴
史

無
形

○
毎
月
18
日
に
観
音
様
を
祀
っ
て
い
た
が
、
昭
和
末
期
に
世
話
人
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
り
、
観
音
の
掛
け
軸
は
江
差
の
金
剛
寺
に

納
め
た
。

20
5
鬼
子
母
神
講
（
桂
岡
）

桂
岡

歴
史

無
形

○
８
日
が
鬼
子
母
神
さ
ん
の
日
で
あ
る
の
で
、
３
月
８
日
に
地
区
の
女
性

た
ち
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
。
講
員
は
法
華
寺
の
檀
家
が
多
い
。

20
6
地
蔵
講
（
桂
岡
）

桂
岡

歴
史

無
形

○
３
月
中
旬
に
地
区
の
女
性
が
あ
つ
ま
り
、
地
蔵
を
地
区
の
集
会
施
設
ま

で
運
ん
で
、
洗
っ
た
り
、
衣
装
や
前
掛
け
を
取
り
換
え
、
供
え
物
を
す

る
。

20
7
愛
宕
山
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
早
・
前
・
中
・
後
・
晩
期
）、
縄
文
土
器
（
住

吉
、
円
筒
下
層
、
上
層
、
野
幌
式
、
亀
ヶ
岡
）、
石
鏃
、
石
匙
、
石
斧
、

石
錘

20
8
桂
岡
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
・
晩
期
）、
石
匙
、
石
鏃
、
石
斧
、
石
棒

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

20
9
ワ
ラ
ビ
岱
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）、
縄
文
土
器
（
野
幌
式
）、
石
鏃
、
石
小

刀
、
石
匙
、
石
刀

21
0
河
北
中
グ
ラ
ン
ド
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

21
1
桂
岡
Ｂ
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

21
2
ワ
ラ
ビ
岱
Ｂ
遺
跡

桂
岡

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

21
3
沼
の
大
蛇
（
桂
の
木
）

桂
岡

歴
史

伝
説

○
沢
の
山
奥
に
住
む
大
蛇
が
海
に
行
く
た
め
に
桂
の
木
を
切
っ
て
ほ
し
い

と
懇
願
し
た
が
、
麓
の
大
洪
水
を
恐
れ
た
村
人
は
斧
を
入
れ
ず
村
々
を

守
っ
た
。

21
4
太
平
山
の
穴

桂
岡

歴
史

伝
説

○
○

21
5
逆
さ
水
松
（
伝
説
）

桂
岡

歴
史

伝
説

謀
反
を
疑
わ
れ
た
南
条
広
継
が
無
実
を
訴
え
て
な
が
ら
自
害
す
る
が
、

そ
の
際
、
棺
の
上
に
水
松
を
逆
さ
に
い
け
さ
せ
、
根
付
い
た
ら
悪
心
が

な
い
証
と
遺
言
し
た
。

21
6
キ
ヌ
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ

桂
岡

い
の
ち

植
物

○
上
ノ
国
の
主
要
農
産
物
。
冷
涼
な
気
候
が
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ
と
か

ら
広
が
っ
た
。

21
7
愛
宕
神
社
の
逆
さ
水
松

桂
岡

い
の
ち

植
物

○
○

南
条
広
継
が
身
の
潔
白
を
訴
え
て
自
ら
命
を
絶
つ
と
き
に
棺
の
上
に
水

松
を
逆
さ
に
植
え
ら
れ
た
も
の
が
根
付
い
た
と
い
わ
れ
る
。

21
8
一
井
の
沢
の
赤
松

桂
岡

い
の
ち

植
物

○
桂
岡
と
中
須
田
地
区
の
境
界
付
近
。

21
9
桂
岡
の
寸
止
め
の
松（
首
切
り
の
松
）
桂
岡

い
の
ち

植
物

○
戊
辰
戦
争
終
結
後
、
旧
幕
府
軍
の
兵
士
と
新
政
府
軍
の
兵
士
が
桂
岡
で

行
き
会
っ
た
際
、
無
駄
な
殺
生
を
避
け
る
た
め
代
わ
り
に
松
の
木
を

切
っ
た
。

22
0
愛
宕
山
（
山
車
）

桂
岡

ま
つ
り

伝
統

○
囃
子
は
江
差
の
愛
宕
山
か
ら
習
っ
た
も
の
。
平
成
28
年
に
約
20
年
ぶ
り

に
曳
行
さ
れ
た
。

22
1
愛
宕
神
社
例
祭

桂
岡

ま
つ
り

伝
統

○
８
月
15
日
に
宵
宮
、
16
日
に
本
祭
が
行
わ
れ
、
山
車
が
巡
行
す
る
年
も

あ
る
。
以
前
は
、
８
月
23
日
、
24
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。

22
2
小
森
墓
地
の
地
蔵
21
尊

小
森

歴
史

有
形

○
立
像
の
６
地
蔵
、
奉
納
さ
れ
た
座
像
や
立
像
の
地
蔵
15
尊
が
小
屋
の
中

に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

22
3
山
神
社

小
森

歴
史

有
形

○
創
立
年
代
不
詳
で
寛
政
８
（
17
96
）
年
に
再
建
。
近
隣
に
あ
っ
た
太
平

山
神
社
を
昭
和
49
年
５
月
に
合
祀
し
た
。
祭
神
は
、
大
山
祇
命
と
少
名

彦
命
。

22
4
観
音
講
（
小
森
）

小
森

歴
史

無
形

○
昭
和
50
年
頃
ま
で
逢
見
定
雄
と
い
う
行
者
が
、
女
性
を
集
め
て
実
施
し

て
い
た
。
現
在
は
途
絶
え
て
い
る
。

22
5
籠
り
講
（
小
森
）

小
森

歴
史

無
形

○
草
取
り
が
ひ
と
段
落
す
る
と
年
長
の
女
性
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
て
い

た
。
神
社
に
初
物
の
農
産
物
を
持
ち
寄
り
世
間
話
や
飲
食
し
て
過
ご
し

た
。
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高
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中
学

小
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児

22
6
地
蔵
講
（
小
森
）

小
森

歴
史

無
形

○
３
月
に
集
会
施
設
に
集
ま
り
、
地
蔵
の
衣
替
え
な
ど
を
実
施
。
６
体
の

地
蔵
は
地
獄
の
道
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
意
味
が
あ
る
。

22
7
小
森
法
華
堂
跡

小
森

歴
史

遺
跡

○
大
永
元
（
15
21
）
年
、
日
尋
上
人
が
日
持
聖
人
の
偉
業
を
慕
っ
て
訪
れ

た
と
き
、
小
堀
（
小
森
）
に
一
字
一
石
が
埋
め
て
あ
る
の
に
感
得
し
、

法
華
堂
を
建
て
た
。
の
ち
に
江
差
町
に
移
さ
れ
法
華
寺
と
な
っ
た
。

22
8
小
森
遺
跡

小
森

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
期
）、
縄
文
土
器
（
円
筒
式
、
上
層
式
）

22
9
伝
之
丞
の
鷹
く
そ
と
ん
び

小
森

歴
史

伝
説

○
有
数
の
鷹
場
で
だ
っ
た
上
ノ
国
。
幕
末
の
頃
、
小
森
に
鷹
捕
り
名
人
の

鈴
木
伝
之
丞
が
捕
ま
え
た
鷹
を
献
上
し
よ
う
と
し
た
が
鳶
だ
っ
た
た
め

に
馬
鹿
に
さ
れ
た
。

23
0
厚
志
内
川

小
森

自
然

川
○

滝
や
大
岩
な
ど
が
あ
る
。

23
1
赤
ダ
モ
の
木

小
森

い
の
ち

植
物

○
山
神
社
境
内
の
立
木
。
町
指
定
名
木

23
2
太
平
山
（
山
車
・
小
森
）

小
森

ま
つ
り

伝
統

○
小
森
地
区
で
曳
行
さ
れ
て
い
た
山
車
。
江
差
町
の
豊
川
神
社
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
で
、
現
在
は
車
庫
ご
と
朽
ち
果
て
て
い
る
。

23
3
早
瀬
・
稲
荷
神
社

早
瀬

歴
史

有
形

○
寛
政
３
（
17
91
）
年
の
創
建
。
集
会
施
設
が
で
き
る
ま
で
地
区
の
様
々

な
行
事
で
使
わ
れ
た
。
吉
田
家
の
神
号
を
納
む
。
祭
神
は
倉
稲
魂
命
。

23
4
早
瀬
墓
地
の
地
蔵
６
尊

早
瀬

歴
史

有
形

○
墓
地
入
り
口
に
あ
り
、
隣
に
は
マ
ニ
車
が
あ
る
。

23
5
太
平
山
神
社

小
森

歴
史

有
形

○
小
森
・
山
神
社
か
ら
西
側
約
10
0メ
ー
ト
ル
に
あ
っ
た
が
、
社
地
が
個

人
所
有
の
た
め
再
建
で
き
ず
山
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
山
車

小
屋
が
建
て
ら
れ
た
。

23
6
地
蔵
講
（
早
瀬
）

早
瀬

歴
史

無
形

○
彼
岸
の
頃
に
集
会
施
設
に
集
ま
っ
て
実
施
。
昔
は
、
亡
く
な
っ
た
人
が

い
た
家
に
地
蔵
を
持
っ
て
行
き
お
こ
な
っ
て
い
た
。

23
7
籠
り
講
（
早
瀬
）

早
瀬

歴
史

無
形

○
９
月
に
な
る
と
地
域
の
人
が
神
社
に
篭
っ
て
、
裁
縫
や
藁
編
み
、
布
団

干
し
な
ど
冬
備
え
を
実
施
し
て
い
た
。
戦
時
中
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

た
。

23
8
早
瀬
の
虫
送
り
（
蟲
取
り
・
ど
ろ
お

い
む
し
）

早
瀬

歴
史

無
形

○
「
ど
ろ
む
し
」
と
言
わ
れ
る
田
ん
ぼ
の
泥
の
塊
の
中
に
い
る
虫
を
細
長

い
木
の
箱
で
さ
ら
う
。

23
9
早
瀬
遺
跡

早
瀬

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）、
縄
文
土
器
（
亀
ヶ
岡
、
大
洞
式
）、
石

鏃
、
石
匙
、
石
槍
、
石
棒

24
0
ぷ
る
ぷ
る
（
ぶ
る
ぶ
る
）

早
瀬

食
文
化

伝
統

○
干
し
シ
イ
タ
ケ
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
し
ょ
う
油
と
昆
布
だ
し
で
煮
て
、
最

後
に
あ
ん
か
け
状
し
て
完
成
。
上
國
寺
の
和
尚
が
命
名
し
た
と
言
わ
れ

る
。

24
1
桧
内
の
沢
支
流
の
滝

早
瀬

自
然

川
○

24
2
桧
内
沢
林
道
の
巨
木

早
瀬

い
の
ち

植
物

○
道
道
江
差
木
古
内
線
か
ら
檜
内
沢
林
道
に
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。
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22
6
地
蔵
講
（
小
森
）

小
森

歴
史

無
形

○
３
月
に
集
会
施
設
に
集
ま
り
、
地
蔵
の
衣
替
え
な
ど
を
実
施
。
６
体
の

地
蔵
は
地
獄
の
道
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
意
味
が
あ
る
。

22
7
小
森
法
華
堂
跡

小
森

歴
史

遺
跡

○
大
永
元
（
15
21
）
年
、
日
尋
上
人
が
日
持
聖
人
の
偉
業
を
慕
っ
て
訪
れ

た
と
き
、
小
堀
（
小
森
）
に
一
字
一
石
が
埋
め
て
あ
る
の
に
感
得
し
、

法
華
堂
を
建
て
た
。
の
ち
に
江
差
町
に
移
さ
れ
法
華
寺
と
な
っ
た
。

22
8
小
森
遺
跡

小
森

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
期
）、
縄
文
土
器
（
円
筒
式
、
上
層
式
）

22
9
伝
之
丞
の
鷹
く
そ
と
ん
び

小
森

歴
史

伝
説

○
有
数
の
鷹
場
で
だ
っ
た
上
ノ
国
。
幕
末
の
頃
、
小
森
に
鷹
捕
り
名
人
の

鈴
木
伝
之
丞
が
捕
ま
え
た
鷹
を
献
上
し
よ
う
と
し
た
が
鳶
だ
っ
た
た
め

に
馬
鹿
に
さ
れ
た
。

23
0
厚
志
内
川

小
森

自
然

川
○

滝
や
大
岩
な
ど
が
あ
る
。

23
1
赤
ダ
モ
の
木

小
森

い
の
ち

植
物

○
山
神
社
境
内
の
立
木
。
町
指
定
名
木

23
2
太
平
山
（
山
車
・
小
森
）

小
森

ま
つ
り

伝
統

○
小
森
地
区
で
曳
行
さ
れ
て
い
た
山
車
。
江
差
町
の
豊
川
神
社
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
で
、
現
在
は
車
庫
ご
と
朽
ち
果
て
て
い
る
。

23
3
早
瀬
・
稲
荷
神
社

早
瀬

歴
史

有
形

○
寛
政
３
（
17
91
）
年
の
創
建
。
集
会
施
設
が
で
き
る
ま
で
地
区
の
様
々

な
行
事
で
使
わ
れ
た
。
吉
田
家
の
神
号
を
納
む
。
祭
神
は
倉
稲
魂
命
。

23
4
早
瀬
墓
地
の
地
蔵
６
尊

早
瀬

歴
史

有
形

○
墓
地
入
り
口
に
あ
り
、
隣
に
は
マ
ニ
車
が
あ
る
。

23
5
太
平
山
神
社

小
森

歴
史

有
形

○
小
森
・
山
神
社
か
ら
西
側
約
10
0メ
ー
ト
ル
に
あ
っ
た
が
、
社
地
が
個

人
所
有
の
た
め
再
建
で
き
ず
山
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
山
車

小
屋
が
建
て
ら
れ
た
。

23
6
地
蔵
講
（
早
瀬
）

早
瀬

歴
史

無
形

○
彼
岸
の
頃
に
集
会
施
設
に
集
ま
っ
て
実
施
。
昔
は
、
亡
く
な
っ
た
人
が

い
た
家
に
地
蔵
を
持
っ
て
行
き
お
こ
な
っ
て
い
た
。

23
7
籠
り
講
（
早
瀬
）

早
瀬

歴
史

無
形

○
９
月
に
な
る
と
地
域
の
人
が
神
社
に
篭
っ
て
、
裁
縫
や
藁
編
み
、
布
団

干
し
な
ど
冬
備
え
を
実
施
し
て
い
た
。
戦
時
中
ま
で
実
施
さ
れ
て
い

た
。

23
8
早
瀬
の
虫
送
り
（
蟲
取
り
・
ど
ろ
お

い
む
し
）

早
瀬

歴
史

無
形

○
「
ど
ろ
む
し
」
と
言
わ
れ
る
田
ん
ぼ
の
泥
の
塊
の
中
に
い
る
虫
を
細
長

い
木
の
箱
で
さ
ら
う
。

23
9
早
瀬
遺
跡

早
瀬

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）、
縄
文
土
器
（
亀
ヶ
岡
、
大
洞
式
）、
石

鏃
、
石
匙
、
石
槍
、
石
棒

24
0
ぷ
る
ぷ
る
（
ぶ
る
ぶ
る
）

早
瀬

食
文
化

伝
統

○
干
し
シ
イ
タ
ケ
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
し
ょ
う
油
と
昆
布
だ
し
で
煮
て
、
最

後
に
あ
ん
か
け
状
し
て
完
成
。
上
國
寺
の
和
尚
が
命
名
し
た
と
言
わ
れ

る
。

24
1
桧
内
の
沢
支
流
の
滝

早
瀬

自
然

川
○

24
2
桧
内
沢
林
道
の
巨
木

早
瀬

い
の
ち

植
物

○
道
道
江
差
木
古
内
線
か
ら
檜
内
沢
林
道
に
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

24
3
樽
神
輿
（
早
瀬
）

早
瀬

ま
つ
り

伝
統

○
25
年
位
前
に
２
年
の
み
復
活
す
る
も
、
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
樽

神
輿
は
処
分
さ
れ
て
い
る
。

24
4
早
瀬
稲
荷
神
社
の
例
祭

早
瀬

ま
つ
り

伝
統

○
８
月
16
日
に
宵
宮
、
17
日
に
本
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

24
5
宮
越
稲
荷
神
社

宮
越

歴
史

有
形

○
文
政
11
（
18
28
）
年
に
村
の
鎮
守
と
し
て
社
を
建
立
さ
れ
た
。
嘉
永
２

（
18
49
）
年
に
再
建
､文
久
３
（
18
63
）
年
に
現
在
地
へ
遷
座
し
た
。
祭

神
は
倉
稲
魂
命
。

24
6
宮
越
小
学
校

宮
越

歴
史

有
形

○
昭
和
24
年
に
河
北
小
学
校
宮
越
分
校
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
31
年
に

開
校
。
平
成
10
年
に
閉
校
。
校
舎
は
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

24
7
左
し
ゃ
み
せ
ん
の
墓

宮
越

歴
史

有
形

○
宮
越
に
訪
れ
た
左
利
き
の
三
味
線
奏
者

24
8
宮
越
村
タ
ン
ト
節

宮
越

歴
史

無
形

○
長
谷
川
力
雄
氏
作
詞
。
宮
越
の
街
の
様
子
が
わ
か
る
歌
詞
と
な
っ
て
い

る
。

24
9
宮
越
内
の
沢
甚
句

宮
越

歴
史

無
形

○
長
谷
川
力
雄
氏
作
詞
。
宮
越
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
る
歌
詞
と
な
っ
て
い

る
。

25
0
宮
越
遺
跡

宮
越

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

25
1
大
千
軒
岳

宮
越

自
然

山
○

上
ノ
国
町
と
松
前
町
を
分
け
る
山
。
標
高
1,0
72
ｍ
。
北
海
道
で
最
初

に
一
等
三
角
点
が
設
置
さ
れ
た
山
。

25
2
大
千
軒
岳
登
山
口
付
近

宮
越

景
観

景
観

○
上
ノ
国
・
松
前
ル
ー
ト
。
現
時
点
で
は
上
ノ
国
か
ら
行
け
な
い
。

25
3
ブ
ナ
保
護
林
遠
景

宮
越

景
観

景
観

○
厚
志
内
川
上
流
か
ら
ブ
ナ
保
護
林
を
見
渡
し
た
。

25
4
宮
越
の
田
園
風
景

宮
越

景
観

景
観

○
宮
越
地
区
の
西
側
に
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
。

25
5
宮
越
の
赤
松
、
カ
ラ
マ
ツ

宮
越

い
の
ち

植
物

○
宮
越
稲
荷
神
社
の
近
く
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
指
定
名
木

25
6
大
黒
山
（
宮
越
）

宮
越

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
桂
岡
の
長
谷
川
和
夫
氏
が
建
造
。
囃
子
は
１
種
類
の
み
。
少
な

く
と
も
平
成
６
年
頃
ま
で
は
運
行
さ
れ
て
い
た
。

25
7
宮
越
稲
荷
神
社
例
祭

宮
越

ま
つ
り

伝
統

○
９
月
８
日
、
９
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
以
前
は
農
作
物
の
取
り
入
れ

状
況
を
見
て
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
山

方
面

・
湯

ノ
岱

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

25
8
馬
頭
観
音
の
石
碑

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
昔
、
神
明
地
区
の
家
々
で
馬
を
飼
っ
て
お
り
、
そ
の
馬
の
健
康
を
願
う

た
め
昭
和
30
年
代
に
建
立
さ
れ
た
。

25
9
三
社
大
神
宮

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
明
治
34
（
19
01
）
年
に
上
ノ
沢
へ
入
植
し
た
冨
江
清
助
氏
が
個
人
的
に

建
立
し
、
天
照
大
神
、
八
幡
大
神
、
春
日
大
神
を
祀
る
。
別
名
富
江
神

社
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

26
0
神
明
稲
荷
神
社
（
豊
川
稲
荷
神
社
）
湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
小
樽
出
身
の
山
師
渡
辺
辰
雄
が
鉄
鉱
を
当
て
た
お
礼
に
昭
和
28
年
に
神

社
を
建
立
。
神
事
は
姥
神
大
神
宮
宮
司
が
執
り
行
う
。
祭
神
は
豊
川
稲

荷
。

26
1
大
和
産
業
の
チ
ッ
プ
工
場

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
本
社
を
北
斗
市
に
置
く
。
時
田
製
材
所
と
し
て
昭
和
33
年
頃
に
開
設

し
、
昭
和
60
年
頃
に
大
和
産
業
に
移
行
し
た
。

26
2
山
ノ
神

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
山
仕
事
に
携
わ
る
人
が
崇
拝
。
も
と
も
と
個
人
的
に
祀
ら
れ
た
も
の

で
、
創
建
は
文
久
３
（
18
63
）
年
。
戦
後
に
湯
ノ
岱
稲
荷
神
社
に
合
祀

さ
れ
る
。

26
3
湯
ノ
岱
稲
荷
神
社

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
稲
荷
社
の
創
立
は
不
詳
｡大
山
祇
命
を
祀
っ
た
境
内
社
の
創
立
は
文
久

３
年
。
祭
神
は
､倉
稲
魂
命
と
大
山
祇
命
｡

26
4
湯
ノ
岱
小
中
学
校

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○

明
治
17
年
に
勝
山
小
学
校
の
分
校
と
し
て
開
校
し
、
大
正
６
年
に
湯
ノ

岱
尋
常
小
学
校
と
な
る
。
昭
和
33
年
か
ら
昭
和
43
年
に
は
上
ノ
沢
分
校

が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
中
学
校
は
平
成
８
年
、
小
学
校
は
平
成
27
年
閉

校
。

26
5
念
仏
講
（
湯
ノ
岱
）

湯
ノ
岱

歴
史

無
形

○
ム
ラ
で
死
者
が
出
た
時
、
亡
く
な
っ
た
人
が
出
た
家
で
行
わ
れ
た
。
老

若
男
女
問
わ
ず
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
鉦
に
合
わ
せ
て
念
仏
を
唱
え
な

が
ら
数
珠
を
回
し
た
。

26
6
湯
ノ
岱
地
区
の
造
材
技
術

湯
ノ
岱

歴
史

無
形

○
も
と
も
と
は
林
業
で
栄
え
た
地
域
で
、
現
在
も
林
業
従
事
者
が
多
く
住

む
。

26
7
湯
ノ
岱
小
学
校
上
ノ
沢
分
校
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
昭
和
33
～
42
年
に
か
け
て
開
設
さ
れ
て
い
た
。
上
の
沢
に
は
、
第
２

次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
22
年
か
ら
入
植
が
行
わ
れ
て
い
た
。

26
8
湯
ノ
岱
の
関
所
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
木
古
内
側
と
の
境
界
に
あ
る
稲
穂
峠
は
難
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕

府
は
文
化
年
間
（
18
04
～
18
18
）
に
こ
の
道
を
改
良
し
、
番
所
を
設

け
た
。

26
9
冷
泉
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
中
ノ
沢
林
道
よ
り
４
キ
ロ
地
点
で
確
認
。

27
0
湯
ノ
岱
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

27
1
上
の
沢
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

27
2
湯
ノ
岱
２
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

27
3
湯
ノ
岱
３
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

27
4
湯
ノ
岱
の
煮
し
め

湯
ノ
岱

食
文
化

伝
統

○
ゼ
ン
マ
イ
入
り
。
時
期
に
な
る
と
ゼ
ン
マ
イ
を
干
す
風
景
が
見
ら
れ

た
。

27
5
ゼ
ン
マ
イ
の
一
本
煮

湯
ノ
岱

食
文
化

伝
統

○
上
の
沢
や
膳
棚
で
採
る
こ
と
が
で
き
、
湯
ノ
岱
地
区
な
ど
で
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
ゼ
ン
マ
イ
を
茹
で
て
干
す
光
景
が
見
ら
る
。

27
6
ア
ユ
釣
り

湯
ノ
岱

食
文
化

現
代

○
天
の
川
鮎
愛
好
会
が
ア
ユ
の
稚
魚
を
天
の
川
に
放
流
し
て
お
り
、
数
多

く
の
釣
り
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

26
0
神
明
稲
荷
神
社
（
豊
川
稲
荷
神
社
）
湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
小
樽
出
身
の
山
師
渡
辺
辰
雄
が
鉄
鉱
を
当
て
た
お
礼
に
昭
和
28
年
に
神

社
を
建
立
。
神
事
は
姥
神
大
神
宮
宮
司
が
執
り
行
う
。
祭
神
は
豊
川
稲

荷
。

26
1
大
和
産
業
の
チ
ッ
プ
工
場

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
本
社
を
北
斗
市
に
置
く
。
時
田
製
材
所
と
し
て
昭
和
33
年
頃
に
開
設

し
、
昭
和
60
年
頃
に
大
和
産
業
に
移
行
し
た
。

26
2
山
ノ
神

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
山
仕
事
に
携
わ
る
人
が
崇
拝
。
も
と
も
と
個
人
的
に
祀
ら
れ
た
も
の

で
、
創
建
は
文
久
３
（
18
63
）
年
。
戦
後
に
湯
ノ
岱
稲
荷
神
社
に
合
祀

さ
れ
る
。

26
3
湯
ノ
岱
稲
荷
神
社

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○
稲
荷
社
の
創
立
は
不
詳
｡大
山
祇
命
を
祀
っ
た
境
内
社
の
創
立
は
文
久

３
年
。
祭
神
は
､倉
稲
魂
命
と
大
山
祇
命
｡

26
4
湯
ノ
岱
小
中
学
校

湯
ノ
岱

歴
史

有
形

○

明
治
17
年
に
勝
山
小
学
校
の
分
校
と
し
て
開
校
し
、
大
正
６
年
に
湯
ノ

岱
尋
常
小
学
校
と
な
る
。
昭
和
33
年
か
ら
昭
和
43
年
に
は
上
ノ
沢
分
校

が
開
設
さ
れ
て
い
た
。
中
学
校
は
平
成
８
年
、
小
学
校
は
平
成
27
年
閉

校
。

26
5
念
仏
講
（
湯
ノ
岱
）

湯
ノ
岱

歴
史

無
形

○
ム
ラ
で
死
者
が
出
た
時
、
亡
く
な
っ
た
人
が
出
た
家
で
行
わ
れ
た
。
老

若
男
女
問
わ
ず
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
鉦
に
合
わ
せ
て
念
仏
を
唱
え
な

が
ら
数
珠
を
回
し
た
。

26
6
湯
ノ
岱
地
区
の
造
材
技
術

湯
ノ
岱

歴
史

無
形

○
も
と
も
と
は
林
業
で
栄
え
た
地
域
で
、
現
在
も
林
業
従
事
者
が
多
く
住

む
。

26
7
湯
ノ
岱
小
学
校
上
ノ
沢
分
校
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
昭
和
33
～
42
年
に
か
け
て
開
設
さ
れ
て
い
た
。
上
の
沢
に
は
、
第
２

次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
22
年
か
ら
入
植
が
行
わ
れ
て
い
た
。

26
8
湯
ノ
岱
の
関
所
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
木
古
内
側
と
の
境
界
に
あ
る
稲
穂
峠
は
難
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕

府
は
文
化
年
間
（
18
04
～
18
18
）
に
こ
の
道
を
改
良
し
、
番
所
を
設

け
た
。

26
9
冷
泉
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
中
ノ
沢
林
道
よ
り
４
キ
ロ
地
点
で
確
認
。

27
0
湯
ノ
岱
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

27
1
上
の
沢
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

27
2
湯
ノ
岱
２
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）

27
3
湯
ノ
岱
３
遺
跡

湯
ノ
岱

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文

27
4
湯
ノ
岱
の
煮
し
め

湯
ノ
岱

食
文
化

伝
統

○
ゼ
ン
マ
イ
入
り
。
時
期
に
な
る
と
ゼ
ン
マ
イ
を
干
す
風
景
が
見
ら
れ

た
。

27
5
ゼ
ン
マ
イ
の
一
本
煮

湯
ノ
岱

食
文
化

伝
統

○
上
の
沢
や
膳
棚
で
採
る
こ
と
が
で
き
、
湯
ノ
岱
地
区
な
ど
で
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
ゼ
ン
マ
イ
を
茹
で
て
干
す
光
景
が
見
ら
る
。

27
6
ア
ユ
釣
り

湯
ノ
岱

食
文
化

現
代

○
天
の
川
鮎
愛
好
会
が
ア
ユ
の
稚
魚
を
天
の
川
に
放
流
し
て
お
り
、
数
多

く
の
釣
り
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

27
7
白
水
の
沢
橋
付
近
の
地
層

湯
ノ
岱

自
然

山
○

七
ツ
岳
に
向
か
う
途
中
で
、
地
層
が
斜
め
に
な
っ
て
い
る
。

27
8
七
ッ
岳

湯
ノ
岱

自
然

山
○

○
○

○
標
高
95
7ｍ
の
町
境
と
な
る
山
。
湯
ノ
岱
小
学
校
の
校
歌
で
も
唄
わ
れ

て
お
り
、
湯
ノ
岱
地
区
の
人
々
か
ら
愛
着
が
あ
る
。

27
9
七
ッ
岳
の
大
沼

湯
ノ
岱

自
然

山
○

七
ツ
岳
の
山
麓
に
あ
る
沼
で
。
沼
に
つ
な
が
る
川
は
な
い
。

28
0
七
ッ
岳
の
小
沼

湯
ノ
岱

自
然

山
○

七
ツ
岳
登
山
道
入
口
に
通
じ
る
林
道
沿
い
に
あ
る
。

28
1
澄
川

湯
ノ
岱

自
然

川
○

天
の
川
水
系
上
の
沢
川
上
流
の
川
。

28
2
上
ノ
沢
川

湯
ノ
岱

自
然

川
○

天
の
川
支
流
。
秋
の
紅
葉
が
見
事
。

28
3
上
ノ
沢
の
滝

湯
ノ
岱

自
然

川
○

上
ノ
沢
川
上
流
に
あ
る
。
数
量
は
豊
富
で
は
な
い
。

28
4
キ
タ
キ
の
滝

湯
ノ
岱

自
然

川
○

下
ノ
沢
林
道
入
口
よ
り
6.2
キ
ロ
地
点
。
水
量
が
あ
る
が
落
差
は
少
な

い
。

28
5
屏
風
立
川
点
の
渓
流
と
滝

湯
ノ
岱

自
然

川
○

中
ノ
沢
林
道
入
口
よ
り
8.1
キ
ロ
地
点
。
落
差
は
な
い
が
２
段
３
段
と

落
ち
る
。

28
6
右
股
分
線
林
道
の
滝

湯
ノ
岱

自
然

川
○

中
ノ
沢
の
奥
。
厚
沢
部
町
と
境
界
近
く
で
確
認
で
き
る
。

28
7
冷
泉
湧
き
出
し
口

湯
ノ
岱

自
然

川
○

下
ノ
沢
林
道
に
入
り
3.8
キ
ロ
地
点
付
近
で
確
認
。

28
8
七
つ
岳
頂
上
か
ら
の
景
色

湯
ノ
岱

景
観

景
観

○
日
本
海
と
津
軽
海
峡
を
見
下
ろ
し
、
好
天
時
は
岩
木
山
ま
で
見
え
る
。

28
9
七
つ
岳
大
沼
に
写
る
逆
さ
七
ツ
岳

湯
ノ
岱

景
観

景
観

○
○

水
面
が
波
立
つ
こ
と
が
少
な
い
大
沼
は
、
七
ツ
岳
を
き
れ
い
に
写
す
。

29
0
湯
ノ
岱
の
紅
葉

湯
ノ
岱

景
観

景
観

○
○

○
湯
ノ
岱
地
区
周
辺
は
広
葉
樹
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
秋
に
色
づ
く
と
き
れ

い
な
景
色
と
な
る
。

29
1
湯
ノ
岱
温
泉
（
上
ノ
国
町
国
民
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
）

湯
ノ
岱

景
観

場
所

○
○

○
○

○
江
戸
時
代
末
期
の
探
検
家
、
松
浦
武
四
郎
の
記
録
に
も
残
る
温
泉
。
保

養
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
50
年
開
設
。

29
2
天
の
川
大
橋
そ
ば
に
あ
る
足
湯

湯
ノ
岱

景
観

場
所

○
大
橋
の
下
流
の
河
川
敷
地
内
に
あ
り
、
冬
期
間
に
は
渡
り
鳥
も
越
冬
し

て
い
る
。

29
3
湯
ノ
岱
ス
キ
ー
場

湯
ノ
岱

景
観

場
所

○
○

○
昭
和
57
年
に
現
在
の
ゲ
レ
ン
デ
が
整
備
さ
れ
た
。

29
4
湯
ノ
岱
共
和
会

湯
ノ
岱

い
の
ち

人
○

明
治
33
年
に
冨
江
清
助
氏
が
入
植
後
、
共
同
作
業
の
交
流
か
ら
親
睦
が

高
ま
り
明
治
44
年
に
設
立
さ
れ
た
。

29
5
ア
キ
グ
ミ

湯
ノ
岱

い
の
ち

植
物

○

29
6
湯
ノ
岱
ト
ン
ネ
ル
近
く
の
桜
の
木

湯
ノ
岱

い
の
ち

植
物

○
綺
麗
な
球
状
を
し
て
い
て
、
地
域
の
人
が
周
辺
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い

る
。

29
7
水
芭
蕉
群
生
地

湯
ノ
岱

い
の
ち

植
物

○
下
ノ
沢
林
道
に
入
り
3.4
キ
ロ
地
点
付
近
で
確
認
。

29
8
稲
荷
山
（
山
車
）

湯
ノ
岱

ま
つ
り

伝
統

○
昭
和
27
年
頃
に
富
江
清
を
中
心
に
作
ら
れ
、
昭
和
57
年
頃
に
扇
ね
ぷ
た

型
に
改
修
。
山
車
の
前
部
が
舞
台
で
、
そ
こ
で
踊
り
が
披
露
さ
れ
て
い

た
。

29
9
湯
ノ
岱
稲
荷
神
社
例
祭

湯
ノ
岱

ま
つ
り

伝
統

○
９
月
10
日
、
11
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
山

方
面

・
神

明
、

膳
棚

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

30
0
神
明
小
中
学
校

神
明

歴
史

有
形

○
昭
和
23
年
に
湯
ノ
岱
小
中
学
校
の
分
校
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
25
年

に
開
校
。
昭
和
52
年
閉
校
。
校
舎
は
昭
和
33
年
建
築
で
、
現
在
ま
で
残

る
。

30
1
神
明
地
区
の
入
植
の
歴
史

神
明

歴
史

無
形

○
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
20
年
か
ら
入
植
、
開
拓
さ
れ
る
。
樺
太
や

満
州
か
ら
の
引
揚
者
や
町
内
で
も
次
男
三
男
が
こ
の
地
で
開
拓
し
栄
え

た
。

30
2
ブ
ラ
ッ
ク
シ
リ
カ

神
明

自
然

山
○

○
学
術
上
は
黒
鉛
珪
石
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
放
射
す
る
天
然
石
で
、
神

明
周
辺
で
し
か
採
掘
さ
れ
な
い
。

30
3
神
明
か
ら
膳
棚
の
紅
葉

神
明
・

膳
棚

景
観

景
観

○
広
葉
樹
が
多
い
こ
と
か
ら
秋
に
な
る
と
燃
え
る
よ
う
な
風
景
と
な
る
。

30
4
神
明
の
水
芭
蕉
群
生
地

神
明

い
の
ち

植
物

○
道
道
江
差
木
古
内
線
沿
い
で
神
明
地
区
へ
の
入
り
口
付
近
で
確
認
で
き

る
。

30
5
仙
蔵
の
沢
林
道
内
湧
き
水

膳
棚

自
然

川
○

地
表
か
ら
湧
き
出
て
い
る
。

30
6
天
の
川
の
段
々
の
滝

膳
棚

自
然

川
○

道
道
江
差
木
古
内
線
沿
い
で
、
仙
蔵
の
沢
林
道
入
り
口
に
近
い
。

30
7
ブ
ナ
林
施
業
公
園

膳
棚

景
観

場
所

○
北
海
道
森
林
管
理
局
が
整
備
を
進
め
平
成
12
年
に
完
成
。
全
域
で
85
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
、
遊
歩
道
や
遊
具
、
四
阿
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
。

30
8
番
所
の
オ
ン
コ

膳
棚

い
の
ち

植
物

○
直
径
約
２
メ
ー
ト
ル
の
オ
ン
コ
（
イ
チ
イ
）。
そ
の
周
り
に
濠
や
橋
、

松
前
藩
指
定
の
宿
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
旧
JR
江
差
線
の
沿

線
近
く
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
海

方
面

・
大

崎
、

原
歌

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

30
9
原
歌
遺
跡

原
歌

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
・
中
・
後
期
）、
続
縄
文
、
石
斧
、
石
匙
、

石
鏃
若
干
。

31
0
文
珠
海
岸
の
地
形

原
歌

自
然

海
浜

○
○

○
海
蝕
・
波
蝕
地
形
、
神
の
道
、
文
殊
岩
な
ど
。

31
1
海
成
段
丘

原
歌

自
然

海
浜

○
形
成
時
期
が
異
な
る
（
約
50
万
年
前
～
約
12
万
年
前
）
段
丘
面
が
、
ほ

ぼ
連
続
し
て
分
布
し
て
い
る
。

31
2
道
の
駅
も
ん
じ
ゅ
か
ら
見
え
る
景
色
原
歌

景
観

景
観

○
○

○
北
海
道
内
の
道
の
駅
で
、
１
～
２
を
争
う
絶
景
が
み
ら
れ
る
。

31
3
風
の
王

原
歌

景
観

場
所

○
国
松
明
日
香
作
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
平
成
４
年
に
日
本
海
情
報
交
流
館

文
珠
が
開
設
し
た
時
に
設
置
さ
れ
る
。

31
4
風
の
門

原
歌

景
観

場
所

○
国
松
明
日
香
作
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
平
成
４
年
に
日
本
海
情
報
交
流
館

文
珠
が
開
設
し
た
時
に
設
置
さ
れ
る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
山

方
面

・
神

明
、

膳
棚

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

30
0
神
明
小
中
学
校

神
明

歴
史

有
形

○
昭
和
23
年
に
湯
ノ
岱
小
中
学
校
の
分
校
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
25
年

に
開
校
。
昭
和
52
年
閉
校
。
校
舎
は
昭
和
33
年
建
築
で
、
現
在
ま
で
残

る
。

30
1
神
明
地
区
の
入
植
の
歴
史

神
明

歴
史

無
形

○
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
20
年
か
ら
入
植
、
開
拓
さ
れ
る
。
樺
太
や

満
州
か
ら
の
引
揚
者
や
町
内
で
も
次
男
三
男
が
こ
の
地
で
開
拓
し
栄
え

た
。

30
2
ブ
ラ
ッ
ク
シ
リ
カ

神
明

自
然

山
○

○
学
術
上
は
黒
鉛
珪
石
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
放
射
す
る
天
然
石
で
、
神

明
周
辺
で
し
か
採
掘
さ
れ
な
い
。

30
3
神
明
か
ら
膳
棚
の
紅
葉

神
明
・

膳
棚

景
観

景
観

○
広
葉
樹
が
多
い
こ
と
か
ら
秋
に
な
る
と
燃
え
る
よ
う
な
風
景
と
な
る
。

30
4
神
明
の
水
芭
蕉
群
生
地

神
明

い
の
ち

植
物

○
道
道
江
差
木
古
内
線
沿
い
で
神
明
地
区
へ
の
入
り
口
付
近
で
確
認
で
き

る
。

30
5
仙
蔵
の
沢
林
道
内
湧
き
水

膳
棚

自
然

川
○

地
表
か
ら
湧
き
出
て
い
る
。

30
6
天
の
川
の
段
々
の
滝

膳
棚

自
然

川
○

道
道
江
差
木
古
内
線
沿
い
で
、
仙
蔵
の
沢
林
道
入
り
口
に
近
い
。

30
7
ブ
ナ
林
施
業
公
園

膳
棚

景
観

場
所

○
北
海
道
森
林
管
理
局
が
整
備
を
進
め
平
成
12
年
に
完
成
。
全
域
で
85
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
、
遊
歩
道
や
遊
具
、
四
阿
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
。

30
8
番
所
の
オ
ン
コ

膳
棚

い
の
ち

植
物

○
直
径
約
２
メ
ー
ト
ル
の
オ
ン
コ
（
イ
チ
イ
）。
そ
の
周
り
に
濠
や
橋
、

松
前
藩
指
定
の
宿
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
旧
JR
江
差
線
の
沿

線
近
く
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
海

方
面

・
大

崎
、

原
歌

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

30
9
原
歌
遺
跡

原
歌

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
・
中
・
後
期
）、
続
縄
文
、
石
斧
、
石
匙
、

石
鏃
若
干
。

31
0
文
珠
海
岸
の
地
形

原
歌

自
然

海
浜

○
○

○
海
蝕
・
波
蝕
地
形
、
神
の
道
、
文
殊
岩
な
ど
。

31
1
海
成
段
丘

原
歌

自
然

海
浜

○
形
成
時
期
が
異
な
る
（
約
50
万
年
前
～
約
12
万
年
前
）
段
丘
面
が
、
ほ

ぼ
連
続
し
て
分
布
し
て
い
る
。

31
2
道
の
駅
も
ん
じ
ゅ
か
ら
見
え
る
景
色
原
歌

景
観

景
観

○
○

○
北
海
道
内
の
道
の
駅
で
、
１
～
２
を
争
う
絶
景
が
み
ら
れ
る
。

31
3
風
の
王

原
歌

景
観

場
所

○
国
松
明
日
香
作
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
平
成
４
年
に
日
本
海
情
報
交
流
館

文
珠
が
開
設
し
た
時
に
設
置
さ
れ
る
。

31
4
風
の
門

原
歌

景
観

場
所

○
国
松
明
日
香
作
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
平
成
４
年
に
日
本
海
情
報
交
流
館

文
珠
が
開
設
し
た
時
に
設
置
さ
れ
る
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

31
5
風
の
羅
針
盤

原
歌

景
観

場
所

○
平
成
７
年
に
設
置
さ
れ
、
風
速
と
風
向
が
表
示
さ
れ
る
。

31
6
大
澗
ノ
崎
の
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
群
生
地
原
歌

い
の
ち

植
物

○
文
珠
岩
を
見
渡
す
一
帯
で
確
認
で
き
る
。

31
7
大
崎
稲
荷
神
社

大
崎

歴
史

有
形

○
天
保
２
年
創
立
で
昭
和
44
年
ま
で
は
上
ノ
國
八
幡
宮
の
末
社
。
祭
神
は

倉
稲
魂
命
。

31
8
米
軍
対
潜
レ
ー
ダ
ー
基
地
跡

大
崎

歴
史

遺
跡

○
戦
後
に
米
軍
が
対
潜
、
レ
ー
ダ
ー
基
地
と
し
て
昭
和
31
年
こ
ろ
ま
で
駐

留
す
る
。
そ
の
後
、
駐
留
軍
兵
舎
の
一
部
が
大
崎
小
学
校
の
校
舎
と
な

る
。

31
9
大
崎
小
学
校
跡

大
崎

歴
史

遺
跡

○
勝
山
尋
常
小
学
校
の
洲
根
子
分
教
所
と
し
て
明
治
43
年
に
開
設
さ
れ
、

平
成
17
年
に
廃
校
と
な
る
。
校
舎
は
元
の
米
駐
留
施
設
で
、
平
成
21
年

に
取
り
壊
さ
れ
た
。

32
0
大
崎
Ａ
遺
跡

大
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）、
石
斧
、
石
匙
、
石
鏃

32
1
赤
石
遺
跡

大
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
晩
期
）、
縄
文
土
器
（
亀
ヶ
岡
、
大
筒
式
土
器
）、

石
鏃
、
石
斧
、
石
匙
、
石
錘

32
2
大
崎
Ｂ
遺
跡

大
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
期
）、
続
縄
文

32
3
大
崎
Ｃ
遺
跡

大
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
前
期
・
後
期
）、
縄
文
土
器
（
椴
川
式
）、
土
器

片
前
期
３
点
、
後
期
４
点

32
4
八
幡
牧
場
の
短
角
牛

大
崎

い
の
ち

動
物

○
○

昭
和
28
年
に
短
角
牛
30
頭
導
入
さ
れ
始
ま
る
。
八
幡
牧
場
で
肥
育
さ
れ

た
の
ち
出
荷
さ
れ
る
。

32
5
洲
根
子
岬

大
崎

自
然

海
浜

○
州
根
子
は
、
大
崎
の
古
い
名
。
こ
の
地
に
は
狐
狸
が
多
く
棲
み
、
村
人

が
欺
か
れ
て
い
る
。

32
6
八
幡
牧
場
か
ら
見
る
景
色

大
崎

景
観

景
観

○
○

八
幡
牧
野
か
ら
は
江
差
～
石
崎
方
面
の
海
岸
線
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
。

32
7
上
ノ
国
漁
港
大
崎
分
港

大
崎

景
観

場
所

○
漁
港
新
設
当
時
は
地
元
負
担
が
多
く
、
集
落
の
共
有
財
産
や
漁
業
権
な

ど
を
売
る
な
ど
し
て
こ
れ
に
充
当
し
た
逸
話
が
あ
る
。

32
8
洲
根
子
岬
の
ハ
マ
ナ
ス
群
生
地

大
崎

い
の
ち

植
物

○

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
海

方
面

・
木

ノ
子

、
大

安
在

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

32
9
木
ノ
子
・
稲
荷
神
社

木
ノ
子

歴
史

有
形

○
弘
治
元
（
15
55
）
年
の
創
祀
で
神
祇
官
頭
吉
田
家
の
神
号
納
む
。
祭
神

は
、
倉
稲
魂
命
と
言
代
主
命
。

33
0
円
空
作
　
観
音
座
像

木
ノ
子

歴
史

有
形

○
○

町
有
形

稲
荷
社
に
あ
っ
た
が
明
治
４
年
の
神
仏
分
離
の
際
、
光
明
寺
に
安
置
さ

れ
る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

33
1
光
明
寺

木
ノ
子

歴
史

有
形

○
宝
暦
10
（
17
60
）
年
、
上
國
寺
十
六
代
弁
的
和
尚
の
創
立
で
、
上
國
寺

の
末
寺
で
光
明
庵
と
称
し
た
。
現
在
の
本
堂
は
昭
和
33
年
建
築
。
浄
土

宗
。

33
2
赤
門
の
墓

木
ノ
子

歴
史

有
形

○
町
有
形

天
明
年
間
、
木
ノ
子
の
知
行
主
で
あ
っ
た
蛎
崎
将
監
広
当
の
墓
。
た
だ

し
、
将
監
の
墓
は
松
前
法
源
寺
に
も
あ
る
た
め
、
木
ノ
子
の
墓
は
誰
が

建
て
た
の
か
は
不
明
。

33
3
太
平
山
鉄
塔
建
設
工
事
事
故
の
供
養

塔
木
ノ
子

歴
史

有
形

○
建
設
工
事
で
の
事
故
の
犠
牲
者
を
弔
う
た
め
建
立
さ
れ
、
後
に
光
明
寺

の
墓
所
に
移
築
さ
れ
た
。

33
4
木
ノ
子
遺
跡

木
ノ
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
・
晩
期
）

33
5
大
安
在
遺
跡

木
ノ
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
・
晩
期
）

33
6
滝
ノ
沢
遺
跡

木
ノ
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

33
7
ク
ジ
ラ
餅

木
ノ
子

食
文
化

伝
統

○
木
ノ
子
地
区
か
ら
町
内
に
広
が
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。

33
8
タ
ン
コ
ウ
の
沢

木
ノ
子

自
然

川
○

33
9
滝
沢
小
学
校
か
ら
見
え
る
海

木
ノ
子

景
観

景
観

○
34
0
滝
沢
小
学
校
前
の
夕
日

木
ノ
子

景
観

景
観

○
○

34
1
大
安
在
の
夕
日

木
ノ
子

景
観

景
観

○
34
2
古
舘
ス
タ
ン
ド
か
ら
み
る
夕
日

木
ノ
子

景
観

景
観

○
34
3
木
ノ
子
墓
地
と
火
葬
場
跡

木
ノ
子

景
観

場
所

○
34
4
木
ノ
子
、
小
安
在
の
桜

木
ノ
子

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

34
5
木
ノ
子
稲
荷
神
社
例
祭

木
ノ
子

ま
つ
り

伝
統

○

34
6
河
北
小
学
校
大
安
在
分
校
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
昭
和
35
年
こ
ろ
に
入
植
し
、
昭
和
39
年
か
ら
41
年
に
開
設
さ
れ
て
い

た
。

34
7
北
海
道
水
稲
発
祥
の
地

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
大
安
在
川
流
域
で
、
元
禄
年
間
に
水
田
耕
作
が
始
め
ら
れ
た
言
わ
れ

る
。

34
8
福
山
街
道
（
藩
主
祖
廟
詣
で
の
道
）
大
安
在

歴
史

遺
跡

○
○

歴
史
の
道
百
選
勝
山
館
に
至
る
旧
道
で
、
勝
山
館
が
廃
絶
さ
れ
た
後
も
松
前
藩
主
や
家

臣
が
参
道
、
代
参
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

34
9
昇
平
丸

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
○

○
安
政
元
（
18
54
）
年
に
薩
摩
藩
が
建
造
し
た
洋
式
軍
艦
で
、
明
治
３
年

に
猫
の
沢
沖
で
座
礁
し
破
船
す
る
。

35
0
大
安
在
Ｂ
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）

35
1
住
川
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

35
2
寅
ノ
沢
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

35
3
十
兵
衛
沢
Ｄ
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

33
1
光
明
寺

木
ノ
子

歴
史

有
形

○
宝
暦
10
（
17
60
）
年
、
上
國
寺
十
六
代
弁
的
和
尚
の
創
立
で
、
上
國
寺

の
末
寺
で
光
明
庵
と
称
し
た
。
現
在
の
本
堂
は
昭
和
33
年
建
築
。
浄
土

宗
。

33
2
赤
門
の
墓

木
ノ
子

歴
史

有
形

○
町
有
形

天
明
年
間
、
木
ノ
子
の
知
行
主
で
あ
っ
た
蛎
崎
将
監
広
当
の
墓
。
た
だ

し
、
将
監
の
墓
は
松
前
法
源
寺
に
も
あ
る
た
め
、
木
ノ
子
の
墓
は
誰
が

建
て
た
の
か
は
不
明
。

33
3
太
平
山
鉄
塔
建
設
工
事
事
故
の
供
養

塔
木
ノ
子

歴
史

有
形

○
建
設
工
事
で
の
事
故
の
犠
牲
者
を
弔
う
た
め
建
立
さ
れ
、
後
に
光
明
寺

の
墓
所
に
移
築
さ
れ
た
。

33
4
木
ノ
子
遺
跡

木
ノ
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
・
晩
期
）

33
5
大
安
在
遺
跡

木
ノ
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
・
晩
期
）

33
6
滝
ノ
沢
遺
跡

木
ノ
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

33
7
ク
ジ
ラ
餅

木
ノ
子

食
文
化

伝
統

○
木
ノ
子
地
区
か
ら
町
内
に
広
が
っ
た
と
の
説
が
あ
る
。

33
8
タ
ン
コ
ウ
の
沢

木
ノ
子

自
然

川
○

33
9
滝
沢
小
学
校
か
ら
見
え
る
海

木
ノ
子

景
観

景
観

○
34
0
滝
沢
小
学
校
前
の
夕
日

木
ノ
子

景
観

景
観

○
○

34
1
大
安
在
の
夕
日

木
ノ
子

景
観

景
観

○
34
2
古
舘
ス
タ
ン
ド
か
ら
み
る
夕
日

木
ノ
子

景
観

景
観

○
34
3
木
ノ
子
墓
地
と
火
葬
場
跡

木
ノ
子

景
観

場
所

○
34
4
木
ノ
子
、
小
安
在
の
桜

木
ノ
子

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

34
5
木
ノ
子
稲
荷
神
社
例
祭

木
ノ
子

ま
つ
り

伝
統

○

34
6
河
北
小
学
校
大
安
在
分
校
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
昭
和
35
年
こ
ろ
に
入
植
し
、
昭
和
39
年
か
ら
41
年
に
開
設
さ
れ
て
い

た
。

34
7
北
海
道
水
稲
発
祥
の
地

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
大
安
在
川
流
域
で
、
元
禄
年
間
に
水
田
耕
作
が
始
め
ら
れ
た
言
わ
れ

る
。

34
8
福
山
街
道
（
藩
主
祖
廟
詣
で
の
道
）
大
安
在

歴
史

遺
跡

○
○

歴
史
の
道
百
選
勝
山
館
に
至
る
旧
道
で
、
勝
山
館
が
廃
絶
さ
れ
た
後
も
松
前
藩
主
や
家

臣
が
参
道
、
代
参
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

34
9
昇
平
丸

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
○

○
安
政
元
（
18
54
）
年
に
薩
摩
藩
が
建
造
し
た
洋
式
軍
艦
で
、
明
治
３
年

に
猫
の
沢
沖
で
座
礁
し
破
船
す
る
。

35
0
大
安
在
Ｂ
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
中
・
後
期
）

35
1
住
川
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

35
2
寅
ノ
沢
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

35
3
十
兵
衛
沢
Ｄ
遺
跡

大
安
在

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

35
4
十
兵
衛
石
の
話

大
安
在

歴
史

伝
説

○
昔
中
須
田
に
住
む
十
兵
衛
と
い
う
強
い
相
撲
取
り
が
い
た
。
木
ノ
子
稲

荷
神
社
の
奉
納
相
撲
に
参
加
し
た
帰
り
道
っ
た
が
、
途
中
の
大
安
在
の

岩
の
傍
ら
で
変
わ
り
果
て
た
姿
で
見
つ
か
っ
た
。

35
5
大
安
在
浜
の
冬
の
荒
波

大
安
在

自
然

海
浜

○
夏
場
は
小
石
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
冬
場
の
時
化
で
岩
場
が
露
出
す

る
。

35
6
寅
の
沢
と
猫
の
沢

大
安
在

自
然

川
○

寅
の
沢
の
由
来
は
、
巡
検
使
一
行
と
出
く
わ
し
た
羆
が
、
一
目
散
に
逃

げ
た
様
子
が
寅
の
よ
う
に
速
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
猫
の
沢
は

洲
根
子
に
住
む
人
が
捨
て
た
猫
が
、
化
け
猫
に
な
っ
て
現
れ
る
と
い
う

噂
に
よ
る
。

35
7
大
安
在
浜
の
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ

大
安
在

い
の
ち

植
物

○

35
8
大
安
在
浜
の
エ
ゾ
ニ
ュ
ウ

大
安
在

い
の
ち

植
物

○
別
名
に
お
う
で
群
生
し
て
い
る
。
塩
漬
け
に
し
て
、
ク
ジ
ラ
汁
の
具
材

と
し
て
利
用
さ
れ
る
地
域
も
あ
る
。

35
9
大
安
在
浜
の
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

大
安
在

い
の
ち

植
物

○

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
海

方
面

・
汐

吹
、

扇
石

、
滝

沢
）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

36
0
照
光
寺

汐
吹

歴
史

有
形

○
天
正
10
年
に
浄
賢
和
尚
の
創
立
で
、
も
と
は
、
江
差
町
の
阿
弥
陀
寺
の

末
寺
で
阿
弥
陀
堂
と
い
っ
た
。
浄
土
宗
正
行
寺
派
。

36
1
ワ
シ
リ
遺
跡

汐
吹

歴
史

遺
跡

○
○

擦
文
時
代
の
環
壕
集
落
。

36
2
山
小
崎
遺
跡

汐
吹

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
石
鏃

36
3
汐
吹
遺
跡

汐
吹

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
、
擦
文
、
土
器
、
石
鏃

36
4
羽
根
差
遺
跡

汐
吹

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

36
5
タ
テ
ノ
遺
跡

汐
吹

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

36
6
サ
メ
坂

汐
吹

歴
史

伝
説

○
寛
永
の
津
波
の
際
に
、
ワ
シ
リ
遺
跡
の
近
く
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
、

大
量
の
サ
メ
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

36
7
つ
ぼ
っ
こ
汁

汐
吹

食
文
化

伝
統

○
金
時
豆
や
ニ
ン
ジ
ン
、
豆
腐
、
ち
く
わ
な
ど
を
し
ょ
う
油
仕
立
て
の
汁

で
煮
て
あ
る
。
主
に
小
正
月
な
ど
に
作
ら
れ
る
。

36
8
ホ
ッ
ケ
飯
寿
司

汐
吹

食
文
化

伝
統

○
晩
秋
か
ら
初
冬
に
作
ら
れ
る
郷
土
食
で
米
麹
を
使
い
漬
け
込
む
。
鮭
や

イ
カ
、
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
で
も
作
る
。

36
9
ホ
ッ
ケ
の
す
り
身

汐
吹

食
文
化

伝
統

○
冬
か
ら
春
に
か
け
て
水
揚
げ
さ
れ
る
ホ
ッ
ケ
を
使
用
さ
れ
る

37
0
海
産
物
の
加
工
風
景

汐
吹

食
文
化

伝
統

○
昔
よ
り
イ
カ
や
ホ
ッ
ケ
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
な
ど
様
々
な
水
産
物
の
加
工

風
景
が
見
ら
れ
た
。

37
1
サ
メ
ぬ
た

汐
吹

食
文
化

伝
統

○
サ
メ
の
調
理
法
（
食
べ
方
）
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

37
2
サ
メ
み
そ
漬
け

汐
吹

食
文
化

伝
統

○
サ
メ
の
調
理
法
（
食
べ
方
）

37
3
根
ボ
ッ
ケ

汐
吹

食
文
化

現
代

○
本
来
回
遊
漁
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
が
、
近
海
の
岩
棚
に
根
づ
き
大
き
く
育
ち

脂
の
り
の
よ
い
も
の
。

37
4
大
沢
川

汐
吹

自
然

川
○

37
5
汐
吹
漁
港
の
汐
吹
岩
の
レ
リ
ー
フ

汐
吹

景
観

景
観

○
地
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
岩
が
漁
港
の
拡
張
工
事
の
た
め
壊
さ
れ
た

が
、
レ
リ
ー
フ
と
し
て
残
し
た
。

37
6
汐
吹
漁
港
の
水
揚
げ
風
景

汐
吹

景
観

景
観

○
町
内
で
最
も
大
き
い
港
で
、
ひ
や
ま
漁
協
の
支
所
も
あ
る
。

37
7
汐
吹
漁
港
の
夕
日

汐
吹

景
観

景
観

○
37
8
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
漁

汐
吹

景
観

景
観

○
磯
舟
を
出
し
て
、
漁
を
行
う
。

37
9
汐
吹
緑
地
公
園
か
ら
見
る
夕
日

汐
吹

景
観

景
観

○

38
0
イ
カ
つ
け
（
イ
カ
釣
り
船
）
の
出
航

（
出
漁
）
風
景

汐
吹

景
観

景
観

○
光
に
集
ま
る
イ
カ
の
特
性
を
利
用
し
て
夜
に
漁
を
行
う
た
め
、
夕
方
に

出
漁
す
る
。
マ
イ
カ
漁
の
漁
期
は
、
毎
年
６
月
か
ら
１
月
。

38
1
汐
吹
漁
港

汐
吹

景
観

場
所

○
昭
和
25
年
に
漁
港
と
し
て
工
事
が
着
手
さ
れ
、
数
度
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
が
、
昭
和
32
年
に
完
成
。
数
度
の
拡
張
工
事
を
経
て
現
在
の
形
と

な
る
。

38
2
標
語
「
ま
あ
い
が
べ
　
こ
れ
で
い
が

べ
が
　
事
故
の
も
と
」

汐
吹

景
観

場
所

○
汐
吹
港
の
防
波
堤
に
書
か
れ
て
い
る
標
語
。

38
3
市
山
熊
雄

汐
吹

い
の
ち

人
○

昔
の
漁
法
を
知
る
人
。

38
4
ゴ
ジ
ラ
エ
ビ

汐
吹

い
の
ち

動
物

○
正
式
に
は
イ
バ
ラ
モ
エ
ビ
で
、
汐
吹
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
。

38
5
恵
比
須
山

汐
吹

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
恵
比
須
様
の
人
形
を
飾
り
巡
行
す
る
。

38
6
汐
吹
愛
宕
神
社
例
祭

汐
吹

ま
つ
り

伝
統

○

38
7
て
っ
く
い
祭
り

汐
吹

ま
つ
り

現
代

○
て
っ
く
い
と
は
ヒ
ラ
メ
の
こ
と
で
、
て
っ
く
い
の
販
売
機
会
を
増
や
す

た
め
、
平
成
27
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

38
8
愛
宕
神
社
（
愛
宕
山
）

扇
石

歴
史

有
形

○
天
正
10
（
15
82
）
年
創
祀
。
祭
神
は
火
産
霊
命
、
倉
稲
魂
命
、
大
山
祇

命
。

38
9
瀧
澤
神
社

扇
石

歴
史

有
形

○
寛
永
11
（
16
34
）
年
の
創
立
。
祭
神
、
言
代
主
命
と
倉
稲
魂
命
。

39
0
扇
石
遺
跡

扇
石

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
、
縄
文
土
器
（
円
筒
式
上
層
）

39
1
扇
石

扇
石

自
然

海
浜

○
扇
の
形
を
し
た
岩
で
地
名
の
由
来
に
。
激
し
い
波
風
の
た
め
損
傷
し
形

が
崩
れ
て
い
る
。

39
2
扇
石
近
く
の
滝

扇
石

自
然

川
○

39
3
滝
の
沢
の
滝

扇
石

自
然

川
○

39
4
海
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
風
景

扇
石

景
観

場
所

○
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

37
2
サ
メ
み
そ
漬
け

汐
吹

食
文
化

伝
統

○
サ
メ
の
調
理
法
（
食
べ
方
）

37
3
根
ボ
ッ
ケ

汐
吹

食
文
化

現
代

○
本
来
回
遊
漁
で
あ
る
ホ
ッ
ケ
が
、
近
海
の
岩
棚
に
根
づ
き
大
き
く
育
ち

脂
の
り
の
よ
い
も
の
。

37
4
大
沢
川

汐
吹

自
然

川
○

37
5
汐
吹
漁
港
の
汐
吹
岩
の
レ
リ
ー
フ

汐
吹

景
観

景
観

○
地
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
岩
が
漁
港
の
拡
張
工
事
の
た
め
壊
さ
れ
た

が
、
レ
リ
ー
フ
と
し
て
残
し
た
。

37
6
汐
吹
漁
港
の
水
揚
げ
風
景

汐
吹

景
観

景
観

○
町
内
で
最
も
大
き
い
港
で
、
ひ
や
ま
漁
協
の
支
所
も
あ
る
。

37
7
汐
吹
漁
港
の
夕
日

汐
吹

景
観

景
観

○
37
8
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
漁

汐
吹

景
観

景
観

○
磯
舟
を
出
し
て
、
漁
を
行
う
。

37
9
汐
吹
緑
地
公
園
か
ら
見
る
夕
日

汐
吹

景
観

景
観

○

38
0
イ
カ
つ
け
（
イ
カ
釣
り
船
）
の
出
航

（
出
漁
）
風
景

汐
吹

景
観

景
観

○
光
に
集
ま
る
イ
カ
の
特
性
を
利
用
し
て
夜
に
漁
を
行
う
た
め
、
夕
方
に

出
漁
す
る
。
マ
イ
カ
漁
の
漁
期
は
、
毎
年
６
月
か
ら
１
月
。

38
1
汐
吹
漁
港

汐
吹

景
観

場
所

○
昭
和
25
年
に
漁
港
と
し
て
工
事
が
着
手
さ
れ
、
数
度
の
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
が
、
昭
和
32
年
に
完
成
。
数
度
の
拡
張
工
事
を
経
て
現
在
の
形
と

な
る
。

38
2
標
語
「
ま
あ
い
が
べ
　
こ
れ
で
い
が

べ
が
　
事
故
の
も
と
」

汐
吹

景
観

場
所

○
汐
吹
港
の
防
波
堤
に
書
か
れ
て
い
る
標
語
。

38
3
市
山
熊
雄

汐
吹

い
の
ち

人
○

昔
の
漁
法
を
知
る
人
。

38
4
ゴ
ジ
ラ
エ
ビ

汐
吹

い
の
ち

動
物

○
正
式
に
は
イ
バ
ラ
モ
エ
ビ
で
、
汐
吹
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
。

38
5
恵
比
須
山

汐
吹

ま
つ
り

伝
統

○
山
車
。
恵
比
須
様
の
人
形
を
飾
り
巡
行
す
る
。

38
6
汐
吹
愛
宕
神
社
例
祭

汐
吹

ま
つ
り

伝
統

○

38
7
て
っ
く
い
祭
り

汐
吹

ま
つ
り

現
代

○
て
っ
く
い
と
は
ヒ
ラ
メ
の
こ
と
で
、
て
っ
く
い
の
販
売
機
会
を
増
や
す

た
め
、
平
成
27
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

38
8
愛
宕
神
社
（
愛
宕
山
）

扇
石

歴
史

有
形

○
天
正
10
（
15
82
）
年
創
祀
。
祭
神
は
火
産
霊
命
、
倉
稲
魂
命
、
大
山
祇

命
。

38
9
瀧
澤
神
社

扇
石

歴
史

有
形

○
寛
永
11
（
16
34
）
年
の
創
立
。
祭
神
、
言
代
主
命
と
倉
稲
魂
命
。

39
0
扇
石
遺
跡

扇
石

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
、
縄
文
土
器
（
円
筒
式
上
層
）

39
1
扇
石

扇
石

自
然

海
浜

○
扇
の
形
を
し
た
岩
で
地
名
の
由
来
に
。
激
し
い
波
風
の
た
め
損
傷
し
形

が
崩
れ
て
い
る
。

39
2
扇
石
近
く
の
滝

扇
石

自
然

川
○

39
3
滝
の
沢
の
滝

扇
石

自
然

川
○

39
4
海
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
風
景

扇
石

景
観

場
所

○

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

39
5
扇
石
神
社
の
ケ
ヤ
キ

扇
石

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

39
6
滝
沢
小
学
校

滝
沢

歴
史

有
形

○
安
在
小
学
校
と
汐
吹
小
学
校
（
共
に
明
治
15
年
開
校
）
が
大
正
３
年
に

統
合
し
て
開
校
し
た
。
現
校
舎
は
平
成
10
年
築
。

39
7
旧
滝
沢
中
学
校
跡

滝
沢

歴
史

遺
跡

○
昭
和
22
年
に
開
校
し
、
平
成
８
年
に
閉
校
す
る
。
校
舎
は
昭
和
26
年
竣

工
し
、
平
成
13
年
に
解
体
さ
れ
る
。

39
8
箱
岩

滝
沢

自
然

海
浜

○
箱
型
の
岩
で
、
地
元
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
海

方
面

・
石

崎
、

早
川

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

39
9
石
崎
八
幡
神
社

石
崎

歴
史

有
形

○
創
立
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
寛
文
年
代
（
16
61
～
16
73
）
に
は

存
在
し
て
い
た
。
元
禄
17
（
17
04
）
年
の
銘
が
あ
る
鰐
口
や
元
文
４

（
17
39
）
年
～
享
和
元
（
18
01
）
年
の
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
る
。

40
0
円
空
作
　
観
音
座
像

石
崎

歴
史

有
形

○
○

町
有
形

石
崎
八
幡
神
社
に
安
置
さ
れ
、
明
治
の
神
仏
分
離
の
際
、
烏
帽
子
・
直

垂
を
つ
け
、
棄
却
の
難
を
逃
れ
る
。

40
1
西
迎
寺

石
崎

歴
史

有
形

○
慶
長
14
（
16
09
）
年
創
立
で
、
江
差
町
の
阿
弥
陀
寺
の
末
寺
で
明
光
庵

と
い
っ
た
。
浄
土
宗
正
行
寺
派
。

40
2
斉
藤
流
松
前
家
三
代
の
位
牌

石
崎

歴
史

有
形

○
緑
岸
院
春
水
芳
柳
居
士
、
惣
法
院
殿
一
音
祖
弦
庵
主
、
広
純
院
門
殿
普

門
月
心
居
士
。
木
工
広
綏
、
左
膳
広
政
、
内
蔵
広
純
の
位
牌
と
言
わ
れ

る
。

40
3
法
香
寺

石
崎

歴
史

有
形

○
福
山
専
念
寺
十
世
了
幻
の
創
立
で
、
安
永
元
年
に
堂
宇
が
落
成
。
天
明

元
年
に
焼
失
し
再
建
。
明
治
５
年
に
公
許
を
え
て
法
香
寺
と
称
し
た
。

40
4
松
前
平
角
（
ば
っ
か
く
）
の
墓

石
崎

歴
史

有
形

○
町
有
形

松
前
平
角
源
則
忠
の
墓
。
松
前
７
代
公
広
の
幸
広
を
祖
と
す
る
斉
藤
流

松
前
家
の
出
。
没
年
は
文
政
２
（
18
19
）
年
２
月
13
日
。

40
5
早
川
小
学
校

石
崎

歴
史

有
形

○
明
治
15
年
、
坪
田
権
之
丞
宅
を
仮
校
舎
と
し
て
開
校
し
、
平
成
27
年
閉

校
。
現
存
す
る
建
物
は
平
成
14
年
に
早
川
中
学
校
跡
地
に
建
て
ら
れ

た
。

40
6
大
滝
の
古
戦
場

石
崎

歴
史

遺
跡

○
戊
辰
戦
争
の
古
戦
場
。
松
前
城
を
落
と
さ
れ
た
松
前
藩
が
旧
幕
府
軍
を

迎
え
撃
つ
た
め
に
陣
を
構
え
た
が
、
背
後
か
ら
奇
襲
を
受
け
敗
走
し

た
。

40
7
石
崎
漁
港
ト
ン
ネ
ル

石
崎

歴
史

遺
跡

○
登
録
有

昭
和
９
年
に
比
石
館
跡
の
下
部
に
長
さ
45
ｍ
、
幅
９
ｍ
の
半
円
形
の
ト

ン
ネ
ル
が
設
け
ら
れ
、
昭
和
58
年
ま
で
利
用
さ
れ
た
。

40
8
早
川
中
学
校
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
昭
和
22
年
に
早
川
小
学
校
内
で
開
校
し
、
昭
和
26
年
に
校
舎
が
竣
工
。

平
成
13
年
に
廃
校
と
な
っ
た
。
後
に
早
川
小
学
校
が
建
て
ら
れ
た
。
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40
9
中
外
鉱
山
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
○

昭
和
14
年
に
八
田
満
次
郎
が
創
業
し
、
昭
和
18
年
に
中
外
鉱
業
（
株
）

が
買
収
。
快
適
な
環
境
で
生
産
さ
れ
、
厚
生
施
設
も
充
実
す
る
も
昭
和

61
年
に
休
山
。

41
0
比
石
館
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
○

嘉
吉
元
（
14
41
）
年
厚
谷
右
近
将
監
重
政
の
築
い
た
も
の
で
、
長
禄
元

（
14
57
）
年
の
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
で
陥
落
。

41
1
十
三
曲

石
崎

歴
史

遺
跡

○
石
崎
小
砂
子
間
の
峠
。
昭
和
55
年
に
現
在
の
国
道
が
開
通
す
る
ま
で
交

通
の
要
害
だ
っ
た
。

41
2
ラ
ス
タ
ッ
ペ
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
続
縄
文
、
縄
文
土
器
（
恵
山
式
）、
石
鏃
、
石
匙
、
石
斧

41
3
金
堀
沢
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
41
4
メ
ノ
コ
シ
野
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

41
5
境
川
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

41
6
旧
早
川
小
学
校
跡

早
川

歴
史

遺
跡

○
明
治
18
年
の
開
校
か
ら
平
成
14
年
に
早
川
中
学
校
跡
地
へ
移
転
す
る
ま

で
利
用
さ
れ
る
。

41
7
早
川
の
主

石
崎

歴
史

伝
説

○
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
で
討
死
に
し
た
厚
谷
右
近
将
監
重
政
は
比
石
館

下
の
急
流
に
身
を
沈
め
、
大
鮫
に
化
身
し
、
早
川
の
主
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
る
。

41
8
大
滝
橋
付
近
の
海
岸
線

石
崎

自
然

海
浜

○
41
9
メ
ノ
コ
シ
岬

石
崎

自
然

海
浜

○
42
0
ラ
ス
タ
ッ
ペ
岬

石
崎

自
然

海
浜

○
○

42
1
大
滝
山
、
初
神
山
、
滝
ノ
間
山

石
崎

自
然

山
○

42
2
石
崎
川

石
崎

自
然

川
○

42
3
黄
金
の
滝

石
崎

自
然

川
○

石
崎
川
上
流
に
あ
り
、
運
ん
で
い
た
金
が
落
ち
た
た
め
名
付
け
ら
れ

た
。

42
4
長
内
川

石
崎

自
然

川
○

42
5
赤
井
川

石
崎

自
然

川
○

石
崎
川
支
流

42
6
石
崎
川
の
滝

石
崎

自
然

川
○

42
7
石
崎
右
股
川
の
上
流
の
滝

石
崎

自
然

川
○

42
8
桂
沼

石
崎

自
然

川
○

○
42
9
右
股
川

石
崎

自
然

川
○

43
0
大
滝

石
崎

自
然

川
○

石
崎
小
砂
子
間
に
あ
る
滝
。
国
道
か
ら
の
確
認
は
難
し
い
。

43
1
小
滝

石
崎

自
然

川
○

石
崎
小
砂
子
間
に
あ
る
滝
。
国
道
か
ら
の
確
認
は
難
し
い
。

43
2
石
崎
漁
港
と
夕
日

石
崎

景
観

景
観

○
43
3
初
神
大
橋
付
近
よ
り
夕
日

石
崎

景
観

景
観

○
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マ

イ
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学

高
校

中
学

小
学

幼
児

40
9
中
外
鉱
山
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
○

昭
和
14
年
に
八
田
満
次
郎
が
創
業
し
、
昭
和
18
年
に
中
外
鉱
業
（
株
）

が
買
収
。
快
適
な
環
境
で
生
産
さ
れ
、
厚
生
施
設
も
充
実
す
る
も
昭
和

61
年
に
休
山
。

41
0
比
石
館
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
○

嘉
吉
元
（
14
41
）
年
厚
谷
右
近
将
監
重
政
の
築
い
た
も
の
で
、
長
禄
元

（
14
57
）
年
の
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
で
陥
落
。

41
1
十
三
曲

石
崎

歴
史

遺
跡

○
石
崎
小
砂
子
間
の
峠
。
昭
和
55
年
に
現
在
の
国
道
が
開
通
す
る
ま
で
交

通
の
要
害
だ
っ
た
。

41
2
ラ
ス
タ
ッ
ペ
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
続
縄
文
、
縄
文
土
器
（
恵
山
式
）、
石
鏃
、
石
匙
、
石
斧

41
3
金
堀
沢
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
41
4
メ
ノ
コ
シ
野
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

41
5
境
川
遺
跡

石
崎

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

41
6
旧
早
川
小
学
校
跡

早
川

歴
史

遺
跡

○
明
治
18
年
の
開
校
か
ら
平
成
14
年
に
早
川
中
学
校
跡
地
へ
移
転
す
る
ま

で
利
用
さ
れ
る
。

41
7
早
川
の
主

石
崎

歴
史

伝
説

○
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
で
討
死
に
し
た
厚
谷
右
近
将
監
重
政
は
比
石
館

下
の
急
流
に
身
を
沈
め
、
大
鮫
に
化
身
し
、
早
川
の
主
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
る
。

41
8
大
滝
橋
付
近
の
海
岸
線

石
崎

自
然

海
浜

○
41
9
メ
ノ
コ
シ
岬

石
崎

自
然

海
浜

○
42
0
ラ
ス
タ
ッ
ペ
岬

石
崎

自
然

海
浜

○
○

42
1
大
滝
山
、
初
神
山
、
滝
ノ
間
山

石
崎

自
然

山
○

42
2
石
崎
川

石
崎

自
然

川
○

42
3
黄
金
の
滝

石
崎

自
然

川
○

石
崎
川
上
流
に
あ
り
、
運
ん
で
い
た
金
が
落
ち
た
た
め
名
付
け
ら
れ

た
。

42
4
長
内
川

石
崎

自
然

川
○

42
5
赤
井
川

石
崎

自
然

川
○

石
崎
川
支
流

42
6
石
崎
川
の
滝

石
崎

自
然

川
○

42
7
石
崎
右
股
川
の
上
流
の
滝

石
崎

自
然

川
○

42
8
桂
沼

石
崎

自
然

川
○

○
42
9
右
股
川

石
崎

自
然

川
○

43
0
大
滝

石
崎

自
然

川
○

石
崎
小
砂
子
間
に
あ
る
滝
。
国
道
か
ら
の
確
認
は
難
し
い
。

43
1
小
滝

石
崎

自
然

川
○

石
崎
小
砂
子
間
に
あ
る
滝
。
国
道
か
ら
の
確
認
は
難
し
い
。

43
2
石
崎
漁
港
と
夕
日

石
崎

景
観

景
観

○
43
3
初
神
大
橋
付
近
よ
り
夕
日

石
崎

景
観

景
観

○

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

43
4
比
石
館
跡
よ
り
望
む
石
崎
漁
港
及
び

市
街
地
眺
望

石
崎

景
観

景
観

○

43
5
比
石
館
跡
よ
り
望
む
ラ
ス
タ
ッ
ペ
岬

方
面

石
崎

景
観

景
観

○

43
6
石
崎
漁
港

石
崎

景
観

場
所

○
○

昭
和
９
年
に
完
成
。
昭
和
58
年
ま
で
は
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
出
漁
し
て

た
。
現
在
は
、
石
崎
川
沿
い
の
水
路
を
利
用
し
て
い
る
。

43
7
石
崎
八
幡
神
社
の
黒
松
、
ケ
ヤ
キ

石
崎

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

43
8
法
香
寺
の
黒
松
、
榎
、
シ
ン
パ
ク

石
崎

い
の
ち

植
物

○
町
指
定
名
木

43
9
石
崎
奴

石
崎

ま
つ
り

伝
統

○
○

町
無
民

道
中
振
り
で
長
柄
の
熊
毛
の
槍
を
振
り
立
て
て
、
上
の
句
と
下
の
句
を

掛
け
合
い
な
が
ら
行
進
す
る
。

44
0
若
葉
小
中
学
校
跡

早
川

歴
史

遺
跡

○
昭
和
15
年
に
早
川
小
学
校
の
特
別
教
授
場
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
18

年
に
独
立
開
校
。
中
外
鉱
山
の
盛
衰
と
と
も
に
し
、
昭
和
61
年
に
閉

校
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
海

方
面

・
小

砂
子

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

44
1
日
方
泊
灯
台

小
砂
子

歴
史

有
形

○
初
点
灯
が
昭
和
46
年
11
月
の
灯
台
で
海
の
交
通
の
安
全
を
守
る
。

44
2
小
砂
子
小
中
学
校

小
砂
子

歴
史

有
形

○
明
治
17
年
に
開
校
。
中
学
は
昭
和
63
年
に
早
川
中
学
校
と
統
合
し
、
小

学
校
は
平
成
25
年
に
休
校
し
、
平
成
27
年
閉
校
。

44
3
小
砂
子
の
地
蔵
講

小
砂
子

歴
史

無
形

○
毎
年
10
月
23
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
小
砂
子
沖
の
難
破
船
か
ら
流
出
し

流
れ
着
い
た
地
蔵
を
祀
っ
て
い
る
。

44
4
小
砂
子
遺
跡

小
砂
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
早
期
・
後
期
）

44
5
相
泊
２
遺
跡

小
砂
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地
、
縄
文
（
後
期
）、
土
器
20
点

44
6
相
泊
墓
地
遺
跡

小
砂
子

歴
史

遺
跡

○
遺
物
包
含
地

44
7
ち
い
さ
ご
が
島
（
小
人
伝
説
）

小
砂
子

歴
史

伝
説

○
小
砂
子
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
伝
説
。
菅
江
真
澄
が
記
し
た
旅
行
記

「
蝦
夷
喧
辞
弁
」
に
よ
る
と
、
相
当
昔
に
磯
山
の
土
を
採
り
に
身
丈
三

尺
く
ら
い
の
男
が
や
っ
て
く
る
の
を
見
た
と
い
わ
れ
る
。

44
8
小
砂
子
の
け
ん
ち
ん
汁

小
砂
子

食
文
化

伝
統

○
ゼ
ン
マ
イ
や
切
り
干
し
大
根
、
大
量
の
ヒ
ジ
キ
な
ど
を
油
で
炒
め
て
か

ら
し
ょ
う
油
で
煮
る
小
砂
子
地
区
の
郷
土
料
理
。
地
蔵
講
や
小
正
月
な

ど
に
作
ら
れ
る
。

44
9
小
砂
子
の
ホ
ッ
ケ
干
し

小
砂
子

食
文
化

伝
統

○
港
で
水
揚
げ
し
た
ホ
ッ
ケ
を
寒
風
に
さ
ら
し
十
分
に
水
気
が
抜
け
る
ま

で
干
し
て
あ
る
。

45
0
サ
メ
飯
寿
司

小
砂
子

食
文
化

伝
統

○
サ
メ
の
調
理
法
（
食
べ
方
）
一
つ
。
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指

定
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備
考

大
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大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

45
1
小
砂
子
の
砂
浜

小
砂
子

自
然

海
浜

○
45
2
日
方
泊
岬

小
砂
子

自
然

海
浜

○
小
砂
子
地
区
内
の
岬
で
灯
台
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

45
3
ト
ド
岩

小
砂
子

自
然

海
浜

○
ト
ド
が
群
れ
て
い
る
岩

45
4
相
泊
川
の
滝

小
砂
子

自
然

川
○

45
5
相
泊
川
の
小
砂
子
２
号
橋
付
近
か
ら

の
景
色

小
砂
子

景
観

景
観

○

45
6
小
砂
子
漁
港
の
ホ
ッ
ケ
水
揚
げ
風
景
小
砂
子

景
観

景
観

○
秋
か
ら
春
に
か
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

45
7
小
砂
子
バ
ス
停
付
近
か
ら
見
る
海

小
砂
子

景
観

景
観

○
渡
島
大
島
・
小
島
方
面

45
8
ド
ア
サ
橋
付
近
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
見

た
日
方
泊
岬

小
砂
子

景
観

景
観

○

45
9
日
方
泊
岬
か
ら
見
た
松
前
方
面
の
景

色
小
砂
子

景
観

景
観

○

46
0
小
砂
子
ト
ン
ネ
ル
付
近
か
ら
見
た
風

景
小
砂
子

景
観

景
観

○
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
付
近
（
松
前
・
石
崎
両
方
向
）

46
1
小
砂
子
漁
港

小
砂
子

景
観

場
所

○
昭
和
57
年
に
漁
港
関
連
道
が
作
ら
れ
て
か
ら
、
漁
港
の
整
備
が
進
む
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
複

数
の

地
区

に
ま

た
が

る
も

の
、

地
区

分
類

で
き

な
い

も
の

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

46
2
北
前
船

歴
史

有
形

○
江
戸
時
代
の
交
易
船
。
西
廻
り
（
日
本
海
）
と
東
廻
り
（
太
平
洋
）
の

ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
西
廻
り
が
主
で
あ
っ
た
。

46
3
夷
狄
商
拍
往
還
之
法
度

歴
史

有
形

○
16
世
紀
の
渡
島
半
島
に
お
い
て
取
り
決
め
ら
れ
た
講
和
で
、
船
の
往
来

な
ど
を
定
め
た
も
の
。
こ
の
際
に
知
内
か
ら
天
河
ま
で
を
和
人
地
と
す

る
。

46
4
上
高
カ
ル
タ

歴
史

有
形

○
マ
イ
文
化
財
調
査
を
兼
ね
て
カ
ル
タ
づ
く
り
を
取
り
組
む
。

46
5
ガ
イ
ド
協
会
カ
ル
タ

歴
史

有
形

○

46
6
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
歴
史

歴
史

無
形

○
○

○
勝
山
館
跡
周
辺
か
ら
ア
イ
ヌ
墓
や
イ
ク
パ
ス
イ
な
ど
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ア
イ
ヌ
と
和
人
が
交
流
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

46
7
ク
サ
ヤ
キ
（
通
夜
葬
式
前
に
遺
体
を

荼
毘
に
ふ
す
）

歴
史

無
形

○
通
夜
・
告
別
式
前
に
遺
体
を
荼
毘
に
ふ
す
道
南
地
方
独
特
の
風
習
で
昭

和
40
年
代
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

46
8
地
名
の
唄

歴
史

無
形

○
上
ノ
国
か
ら
寅
ノ
沢
ま
で
の
地
名
を
折
り
込
ん
だ
唄
で
、
松
前
じ
ょ
ん

が
ら
節
と
し
て
、
太
鼓
や
は
や
し
興
に
乗
っ
て
楽
し
ん
だ
と
も
言
わ
れ

る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小
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類
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別
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備
考

大
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大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

45
1
小
砂
子
の
砂
浜

小
砂
子

自
然

海
浜

○
45
2
日
方
泊
岬

小
砂
子

自
然

海
浜

○
小
砂
子
地
区
内
の
岬
で
灯
台
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

45
3
ト
ド
岩

小
砂
子

自
然

海
浜

○
ト
ド
が
群
れ
て
い
る
岩

45
4
相
泊
川
の
滝

小
砂
子

自
然

川
○

45
5
相
泊
川
の
小
砂
子
２
号
橋
付
近
か
ら

の
景
色

小
砂
子

景
観

景
観

○

45
6
小
砂
子
漁
港
の
ホ
ッ
ケ
水
揚
げ
風
景
小
砂
子

景
観

景
観

○
秋
か
ら
春
に
か
け
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

45
7
小
砂
子
バ
ス
停
付
近
か
ら
見
る
海

小
砂
子

景
観

景
観

○
渡
島
大
島
・
小
島
方
面

45
8
ド
ア
サ
橋
付
近
パ
ー
キ
ン
グ
か
ら
見

た
日
方
泊
岬

小
砂
子

景
観

景
観

○

45
9
日
方
泊
岬
か
ら
見
た
松
前
方
面
の
景

色
小
砂
子

景
観

景
観

○

46
0
小
砂
子
ト
ン
ネ
ル
付
近
か
ら
見
た
風

景
小
砂
子

景
観

景
観

○
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
付
近
（
松
前
・
石
崎
両
方
向
）

46
1
小
砂
子
漁
港

小
砂
子

景
観

場
所

○
昭
和
57
年
に
漁
港
関
連
道
が
作
ら
れ
て
か
ら
、
漁
港
の
整
備
が
進
む
。

●
マ

イ
文

化
財

一
覧

（
複

数
の

地
区

に
ま

た
が

る
も

の
、

地
区

分
類

で
き

な
い

も
の

）

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

46
2
北
前
船

歴
史

有
形

○
江
戸
時
代
の
交
易
船
。
西
廻
り
（
日
本
海
）
と
東
廻
り
（
太
平
洋
）
の

ル
ー
ト
が
あ
る
が
、
西
廻
り
が
主
で
あ
っ
た
。

46
3
夷
狄
商
拍
往
還
之
法
度

歴
史

有
形

○
16
世
紀
の
渡
島
半
島
に
お
い
て
取
り
決
め
ら
れ
た
講
和
で
、
船
の
往
来

な
ど
を
定
め
た
も
の
。
こ
の
際
に
知
内
か
ら
天
河
ま
で
を
和
人
地
と
す

る
。

46
4
上
高
カ
ル
タ

歴
史

有
形

○
マ
イ
文
化
財
調
査
を
兼
ね
て
カ
ル
タ
づ
く
り
を
取
り
組
む
。

46
5
ガ
イ
ド
協
会
カ
ル
タ

歴
史

有
形

○

46
6
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
歴
史

歴
史

無
形

○
○

○
勝
山
館
跡
周
辺
か
ら
ア
イ
ヌ
墓
や
イ
ク
パ
ス
イ
な
ど
が
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ア
イ
ヌ
と
和
人
が
交
流
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

46
7
ク
サ
ヤ
キ
（
通
夜
葬
式
前
に
遺
体
を

荼
毘
に
ふ
す
）

歴
史

無
形

○
通
夜
・
告
別
式
前
に
遺
体
を
荼
毘
に
ふ
す
道
南
地
方
独
特
の
風
習
で
昭

和
40
年
代
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

46
8
地
名
の
唄

歴
史

無
形

○
上
ノ
国
か
ら
寅
ノ
沢
ま
で
の
地
名
を
折
り
込
ん
だ
唄
で
、
松
前
じ
ょ
ん

が
ら
節
と
し
て
、
太
鼓
や
は
や
し
興
に
乗
っ
て
楽
し
ん
だ
と
も
言
わ
れ

る
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

46
9
松
迎
え

歴
史

無
形

○

47
0
山
子
（
ヤ
マ
ゴ
）
の
仕
事

歴
史

無
形

○
立
木
の
枝
払
い
や
伐
採
、
搬
出
な
ど
林
業
に
携
わ
る
人
を
山
子
と
呼

ぶ
。

47
1
ア
イ
ヌ
語
地
名

歴
史

無
形

○
ア
イ
ヌ
語
地
名
が
多
く
残
る
。

47
2
旧
江
差
線
廃
線
跡
と
各
駅

歴
史

遺
跡

○
○

昭
和
10
年
に
湯
ノ
岱
ま
で
、
昭
和
11
年
に
全
線
開
通
。
町
内
に
は
上
ノ

国
駅
、
桂
岡
駅
、
湯
ノ
岱
駅
、
中
須
田
駅
、
宮
越
駅
、
神
明
駅
が
あ

り
、
平
成
26
年
に
廃
止
。

47
3
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い

歴
史

遺
跡

○
○

○
小
刀
の
出
来
栄
え
を
め
ぐ
り
和
人
が
ア
イ
ヌ
の
少
年
を
刺
殺
し
た
こ
と

原
因
で
始
ま
っ
た
戦
い
。

47
4
縄
文
時
代
～
続
縄
文
時
代
の
遺
跡

歴
史

遺
跡

○
遺
構
や
土
器
、
石
器
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

47
5
門
昌
庵

歴
史

伝
説

○
松
前
伝
説
の
怪
談
で
十
世
矩
広
の
話
。
柏
巖
和
尚
の
首
を
運
ぶ
と
き

に
、
天
の
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
一
泊
し
た
ら
、
江
差
の
円
通
寺
本

堂
を
焼
い
た
。

47
6
投
槍
の
名
人

歴
史

伝
説

○
早
瀬
に
住
ん
で
い
た
久
末
桃
太
郎
や
石
崎
生
ま
れ
の
大
沢
多
治
郎
兵
衛

が
投
げ
や
り
の
名
人
と
し
て
名
が
挙
が
る
。

47
7
ば
け
も
の
の
臼

歴
史

伝
説

○
木
の
節
が
目
・
鼻
・
口
・
耳
の
よ
う
に
見
え
る
臼
の
話
。

47
8
三
升
飯

歴
史

伝
説

○
神
明
の
沢
に
、
佐
々
卯
之
助
と
い
う
男
が
お
り
、
一
度
に
三
升
を
炊
い

て
食
べ
る
と
、
３
日
間
は
何
も
食
べ
ず
に
い
て
も
飢
え
た
感
じ
が
し
な

か
っ
た
。
槍
で
つ
い
た
熊
は
26
頭
に
達
す
る
。

47
9
小
豆
と
甘
納
豆
入
り
赤
飯

食
文
化

伝
統

○
北
海
道
独
特
の
食
文
化
で
、
上
ノ
国
町
内
で
も
小
豆
を
使
う
家
と
甘
納

豆
を
使
う
家
と
で
分
れ
る
。

48
0
上
ノ
国
の
山
菜
を
使
っ
た
お
で
ん

食
文
化

伝
統

○
と
て
も
美
味
し
い
具
が
あ
っ
て
あ
っ
た
か
い
か
ら
。
一
般
的
に
具
材
の

ほ
か
主
に
ゼ
ン
マ
イ
や
タ
ケ
ノ
コ
、
フ
キ
、
ワ
ラ
ビ
が
入
る
。

48
1
か
た
こ
餅

食
文
化

伝
統

○
○

○
○

う
る
ち
米
と
も
ち
米
を
混
ぜ
て
粉
に
し
て
、
砂
糖
や
黒
砂
糖
を
入
れ
て

こ
ね
て
、
木
型
に
抜
い
て
、
蒸
し
た
郷
土
料
理
。
彼
岸
な
ど
に
作
ら
れ

る
。

48
2
上
ノ
国
の
郷
土
料
理

食
文
化

伝
統

○
親
の
代
か
ら
伝
わ
っ
て
お
り
、
知
っ
て
欲
し
い
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
の

は
、
ク
ジ
ラ
汁
、
つ
ぼ
っ
こ
汁
な
ど
。

48
3
ク
ジ
ラ
汁

食
文
化

伝
統

○
○

○
正
月
な
ど
ハ
レ
の
日
に
食
べ
ら
れ
る
郷
土
料
理
。
フ
キ
を
使
う
地
域
と

ニ
オ
ウ
を
使
う
地
域
が
あ
る
。
上
ノ
国
の
沖
で
も
く
じ
ら
は
捕
れ
る
。

48
4
こ
う
れ
ん

食
文
化

伝
統

○
○

○
○

○
○

う
る
ち
米
と
も
ち
米
を
蒸
し
て
か
ら
砂
糖
な
ど
つ
き
伸
ば
し
た
、
天
日

干
し
す
る
。
長
期
保
存
が
可
能
で
、
焼
い
た
り
、
油
で
揚
げ
て
食
べ

る
。

48
5
ゴ
ッ
コ
汁

食
文
化

伝
統

○
冬
場
に
食
べ
ら
れ
る
郷
土
料
理
。
ご
っ
こ
は
12
月
～
２
月
上
旬
に
水
揚

げ
さ
れ
る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

48
6
山
菜
採
り

食
文
化

伝
統

○
町
内
の
９
割
が
山
林
を
占
め
ら
れ
て
お
り
、
四
季
折
々
の
山
菜
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

48
7
野
生
動
物
の
調
理
（
ジ
ビ
エ
料
理
）

食
文
化

伝
統

○
昔
よ
り
鹿
や
熊
を
仕
留
め
る
と
鍋
料
理
な
ど
に
し
て
食
べ
た
。

48
8
て
っ
く
い
天
丼

食
文
化

伝
統

○
○

ひ
ら
め
を
使
っ
た
天
丼
。

48
9
べ
こ
も
ち

食
文
化

伝
統

○
う
る
ち
米
と
も
ち
米
を
混
ぜ
て
粉
に
し
て
、
砂
糖
（
黒
砂
糖
）
を
入
れ

て
こ
ね
て
、
型
を
抜
い
て
、
蒸
し
た
郷
土
料
理
。

49
0
ホ
ッ
ケ
の
す
り
身
汁

食
文
化

伝
統

○
○

ホ
ッ
ケ
を
つ
か
っ
た
料
理
で
、
漁
業
を
営
む
家
で
多
く
作
り
食
べ
ら
れ

る
。

49
1
イ
カ
塩
辛

食
文
化

伝
統

○
ス
ル
メ
イ
カ

49
2
ニ
ン
ジ
ン
の
白
和
え

食
文
化

伝
統

○
弔
事
に
振
る
舞
わ
れ
る
伝
統
食
だ
が
、
現
在
で
は
あ
ま
り
作
ら
れ
な

い
。

49
3
豆
漬
け

食
文
化

伝
統

○
茹
で
た
枝
豆
を
１
ヶ
月
か
ら
２
ヶ
月
漬
け
込
ん
だ
も
の
で
、
こ
の
地
域

周
辺
で
の
み
作
ら
れ
る
。

49
4
味
噌

食
文
化

伝
統

○
主
に
豆
味
噌
が
食
べ
ら
れ
て
お
り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
一
か
ら
手
作
り

す
る
。

49
5
ヒ
ラ
メ
の
切
り
込
み

食
文
化

伝
統

○
数
日
間
真
水
に
さ
ら
し
た
ヒ
ラ
メ
の
身
を
塩
や
麹
、
荒
南
蛮
な
ど
で
３

週
間
程
度
つ
け
込
ん
だ
も
の
。

49
6
ク
ジ
ラ
素
麺

食
文
化

伝
統

○
ハ
レ
の
日
に
振
る
舞
わ
れ
、
出
汁
に
塩
く
じ
ら
が
使
わ
れ
て
い
る
。

49
7
ニ
シ
ン
漬
け

食
文
化

伝
統

○
身
欠
き
ニ
シ
ン
を
使
っ
た
漬
け
物
で
、
大
根
や
人
参
、
白
菜
な
ど
と
と

も
に
麹
と
塩
で
漬
け
込
ん
だ
も
の
。

49
8
ホ
ッ
ケ
の
煮
付
け

食
文
化

伝
統

○
し
ょ
う
油
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
入
れ
て
煮
付
け
ら
れ
て
い
る
。
普
段
か

ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

49
9
海
の
風

自
然

海
浜

○

50
0
寛
保
津
波
の
痕
跡

石
崎
～

原
歌

自
然

海
浜

○
寛
保
元
（
17
41
）
年
に
渡
島
大
島
の
噴
火
が
原
因
に
よ
る
津
波
が
発
生

し
、
石
崎
地
区
が
壊
滅
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

50
1
ヤ
マ
セ

自
然

山
○

○
春
先
に
特
に
強
く
吹
く
東
（
山
）
風
。

50
2
駒
ヶ
岳
ｄ
火
山
灰
（
K
o-
ｄ
）

自
然

山
○

寛
永
17
（
16
40
）
年
に
噴
火
し
た
北
海
道
駒
ヶ
岳
の
火
山
灰
が
上
ノ
国

も
降
り
注
い
だ
。

50
3
温
泉
成
分

自
然

川
○

湯
ノ
岱
温
泉
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
-塩
化
物
炭
酸
水
素
塩

泉
（
中
性
低
張
性
温
泉
）、
花
沢
温
泉
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
炭
酸
水
素

塩
・
塩
化
物
泉
（
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
高
温
泉
）

50
4
海
（
日
本
海
）・
山
（
夷
王
山
）・
川

（
天
の
川
）

自
然

川
○

○
○

当
た
り
前
に
見
て
い
る
風
景
だ
が
実
は
凄
い
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

48
6
山
菜
採
り

食
文
化

伝
統

○
町
内
の
９
割
が
山
林
を
占
め
ら
れ
て
お
り
、
四
季
折
々
の
山
菜
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

48
7
野
生
動
物
の
調
理
（
ジ
ビ
エ
料
理
）

食
文
化

伝
統

○
昔
よ
り
鹿
や
熊
を
仕
留
め
る
と
鍋
料
理
な
ど
に
し
て
食
べ
た
。

48
8
て
っ
く
い
天
丼

食
文
化

伝
統

○
○

ひ
ら
め
を
使
っ
た
天
丼
。

48
9
べ
こ
も
ち

食
文
化

伝
統

○
う
る
ち
米
と
も
ち
米
を
混
ぜ
て
粉
に
し
て
、
砂
糖
（
黒
砂
糖
）
を
入
れ

て
こ
ね
て
、
型
を
抜
い
て
、
蒸
し
た
郷
土
料
理
。

49
0
ホ
ッ
ケ
の
す
り
身
汁

食
文
化

伝
統

○
○

ホ
ッ
ケ
を
つ
か
っ
た
料
理
で
、
漁
業
を
営
む
家
で
多
く
作
り
食
べ
ら
れ

る
。

49
1
イ
カ
塩
辛

食
文
化

伝
統

○
ス
ル
メ
イ
カ

49
2
ニ
ン
ジ
ン
の
白
和
え

食
文
化

伝
統

○
弔
事
に
振
る
舞
わ
れ
る
伝
統
食
だ
が
、
現
在
で
は
あ
ま
り
作
ら
れ
な

い
。

49
3
豆
漬
け

食
文
化

伝
統

○
茹
で
た
枝
豆
を
１
ヶ
月
か
ら
２
ヶ
月
漬
け
込
ん
だ
も
の
で
、
こ
の
地
域

周
辺
で
の
み
作
ら
れ
る
。

49
4
味
噌

食
文
化

伝
統

○
主
に
豆
味
噌
が
食
べ
ら
れ
て
お
り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
一
か
ら
手
作
り

す
る
。

49
5
ヒ
ラ
メ
の
切
り
込
み

食
文
化

伝
統

○
数
日
間
真
水
に
さ
ら
し
た
ヒ
ラ
メ
の
身
を
塩
や
麹
、
荒
南
蛮
な
ど
で
３

週
間
程
度
つ
け
込
ん
だ
も
の
。

49
6
ク
ジ
ラ
素
麺

食
文
化

伝
統

○
ハ
レ
の
日
に
振
る
舞
わ
れ
、
出
汁
に
塩
く
じ
ら
が
使
わ
れ
て
い
る
。

49
7
ニ
シ
ン
漬
け

食
文
化

伝
統

○
身
欠
き
ニ
シ
ン
を
使
っ
た
漬
け
物
で
、
大
根
や
人
参
、
白
菜
な
ど
と
と

も
に
麹
と
塩
で
漬
け
込
ん
だ
も
の
。

49
8
ホ
ッ
ケ
の
煮
付
け

食
文
化

伝
統

○
し
ょ
う
油
や
シ
ョ
ウ
ガ
な
ど
を
入
れ
て
煮
付
け
ら
れ
て
い
る
。
普
段
か

ら
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

49
9
海
の
風

自
然

海
浜

○

50
0
寛
保
津
波
の
痕
跡

石
崎
～

原
歌

自
然

海
浜

○
寛
保
元
（
17
41
）
年
に
渡
島
大
島
の
噴
火
が
原
因
に
よ
る
津
波
が
発
生

し
、
石
崎
地
区
が
壊
滅
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

50
1
ヤ
マ
セ

自
然

山
○

○
春
先
に
特
に
強
く
吹
く
東
（
山
）
風
。

50
2
駒
ヶ
岳
ｄ
火
山
灰
（
K
o-
ｄ
）

自
然

山
○

寛
永
17
（
16
40
）
年
に
噴
火
し
た
北
海
道
駒
ヶ
岳
の
火
山
灰
が
上
ノ
国

も
降
り
注
い
だ
。

50
3
温
泉
成
分

自
然

川
○

湯
ノ
岱
温
泉
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
-塩
化
物
炭
酸
水
素
塩

泉
（
中
性
低
張
性
温
泉
）、
花
沢
温
泉
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
―
炭
酸
水
素

塩
・
塩
化
物
泉
（
弱
ア
ル
カ
リ
性
低
張
性
高
温
泉
）

50
4
海
（
日
本
海
）・
山
（
夷
王
山
）・
川

（
天
の
川
）

自
然

川
○

○
○

当
た
り
前
に
見
て
い
る
風
景
だ
が
実
は
凄
い
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

50
5
シ
ョ
ガ
キ

内
陸
部

景
観

景
観

○
昔
、
冬
場
の
北
西
の
風
を
よ
け
る
た
め
に
各
家
な
ど
が
覆
わ
れ
て
い

た
。

50
6
漁
火

景
観

景
観

○
○

50
7
カ
ミ
ゴ
ン
バ
ス

景
観

景
観

○
JR
江
差
線
廃
止
に
伴
う
代
替
バ
ス
と
し
て
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
運

行
さ
れ
て
い
る
。
車
体
に
は
カ
ミ
ゴ
ン
の
ほ
か
江
差
町
と
木
古
内
町
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
描
か
れ
て
い
る
。

50
8
旧
江
差
線
の
駅
裏
風
景

景
観

景
観

○
天
気
の
良
い
日
は
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
駅
裏
と
は

上
ノ
国
駅
の
駅
舎
と
反
対
側
に
あ
る
住
宅
街
を
指
す
場
合
が
多
い
。

50
9
水
田
に
写
る
空

景
観

景
観

○
水
を
張
っ
た
水
田
に
写
る
青
空
や
夕
日
が
と
て
も
き
れ
い
。

51
0
道
道
江
差
木
古
内
線

景
観

景
観

○
江
差
～
木
古
内
間
を
結
ぶ
道
路
で
昭
和
29
年
に
道
道
認
定
さ
れ
る
。
実

延
長
41
.9㌔
。

51
1
ト
ッ
ペ
沢
橋
下

景
観

景
観

○

51
2
波
の
花

景
観

景
観

○
海
中
に
た
だ
よ
う
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
含
ま
れ
る
粘
液
が
海
の
波

に
も
ま
れ
て
、
石
鹸
状
の
泡
と
な
る
。
汚
れ
て
い
る
と
発
生
し
な
い
。

51
3
日
本
海
に
沈
む
夕
日

景
観

景
観

○
○

○
町
内
の
海
岸
線
か
ら
は
、
様
々
な
夕
日
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

51
4
晴
れ
た
風
の
強
い
日
の
夕
日

景
観

景
観

○
51
5
前
浜
の
き
れ
い
な
海

景
観

景
観

○
51
6
山
道

景
観

景
観

○
ふ
ら
っ
と
散
策
で
き
る
。

51
7
正
月
し
め
飾
り

景
観

景
観

○
以
前
は
手
作
り
し
て
い
た
が
、
近
年
は
作
り
手
が
減
っ
て
い
る
。

51
8
イ
カ
水
揚
げ

景
観

景
観

○
昔
か
ら
よ
く
採
れ
て
お
り
、
大
量
に
獲
れ
た
時
は
地
域
総
出
で
イ
カ
を

開
い
て
、
干
し
て
い
た
。

51
9
プ
ー
ル

景
観

場
所

○
上
ノ
国
と
河
北
の
２
箇
所
あ
る
町
営
の
プ
ー
ル
。

52
0
保
育
園

景
観

場
所

○
上
ノ
国
と
河
北
に
あ
る
町
立
保
育
所
。
以
前
は
湯
ノ
岱
、
滝
沢
、
石

崎
、
中
外
に
も
保
育
所
が
あ
っ
た
。

52
1
ポ
ケ
モ
ン
GO
対
応
マ
ッ
プ

景
観

場
所

○
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
で
あ
る
ポ
ケ
モ
ン
GO
の
ポ
ケ
ス
ト
ッ
プ
や
ジ
ム
の
位

置
を
地
図
に
ま
と
め
た
も
の
。

52
2
は
さ
が
け

景
観

景
観

○
米
な
ど
の
穀
物
や
野
菜
を
刈
り
取
っ
た
後
に
束
ね
て
天
日
干
し
さ
せ
る

よ
う
、
木
材
な
ど
に
柱
を
作
り
横
木
を
何
本
か
掛
け
て
作
っ
た
も
の
。

52
3
上
ノ
国
の
元
気
な
浜
の
ば
っ
ち
ゃ
ん

い
の
ち

人
○

上
ノ
国
の
ば
っ
ち
ゃ
ん
、
か
あ
さ
ん
た
ち
は
元
気
。
か
か
あ
天
下
で
あ

る
家
が
多
い
。

52
4
木
村
隆
吉

い
の
ち

人
○

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
頭
に
か
け
機
械
漁
船
を
導
入
し
た
先
駆
者
。
漁

船
を
次
々
と
新
造
し
た
り
、
漁
法
を
改
め
た
り
し
漁
業
の
発
展
に
貢
献

し
た
。
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マ

イ
文

化
財
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地
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定
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備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

52
5
新
村
久
兵
衛

い
の
ち

人
○

○
文
化
13
（
18
16
）
年
江
差
町
で
生
ま
れ
で
、
安
政
２
（
18
55
）
年
の
北

村
地
区
を
皮
切
り
に
下
中
須
田
地
区
な
ど
各
地
で
新
田
開
発
を
行
う
。

52
6
武
田
信
廣

い
の
ち

人
○

○
○

永
享
３
（
14
31
）
年
生
ま
れ
の
若
狭
国
出
身
。
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い

で
活
躍
し
、
そ
の
後
、
勝
山
館
を
築
く
。
松
前
藩
繁
栄
の
礎
を
築
く
。

52
7
タ
リ
コ
ナ
夫
婦

い
の
ち

人
○

天
文
５
（
15
36
）
年
に
勝
山
館
に
攻
め
入
る
も
、
和
睦
を
装
っ
た
宴
席

で
夫
婦
と
も
に
討
た
れ
る
。

52
8
南
条
広
継

い
の
ち

人
○

享
禄
２
（
15
29
年
）
年
生
ま
れ
。
勝
山
館
の
城
代
を
務
め
る
も
謀
反
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
無
実
を
訴
え
な
が
ら
自
害
す
る
。

52
9
農
家
の
人

い
の
ち

人
○

と
て
も
働
き
者
だ
か
ら

53
0
松
前
慶
広

い
の
ち

人
○

天
文
17
（
15
48
）
年
生
。
松
前
藩
初
代
藩
主
と
な
る
。

53
1
若
い
農
業
の
担
い
手

い
の
ち

人
○

彼
ら
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
。

53
2
菅
江
真
澄

い
の
ち

人
○

江
戸
時
代
後
期
の
旅
行
家
。『
え
み
し
の
さ
え
き
』
に
上
ノ
国
に
関
す

る
記
載
を
し
て
い
る
。

53
3
コ
シ
ャ
マ
イ
ン

い
の
ち

人
○

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
ア
イ
ヌ
側
指
導
者
。
道
南
の
和
人
の
館
を
つ

ぎ
つ
ぎ
と
攻
略
す
る
も
、
武
田
信
広
の
反
撃
に
あ
い
七
重
浜
で
討
た
れ

た
。

53
4
蠣
崎
光
広

い
の
ち

人
○

武
田
信
広
の
嫡
子
で
、
永
正
11
（
15
14
）
年
に
松
前
の
大
館
に
拠
点
を

移
し
て
い
る
。

53
5
蠣
崎
季
繁

い
の
ち

人
○

花
沢
館
城
主
。
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
と
の
戦
い
の
際
に
は
、
武
田
信
広
と
と

も
に
館
を
守
り
抜
い
た
。

53
6
蠣
崎
高
広

い
の
ち

人
○

泊
館
城
主
で
、
蠣
崎
光
広
が
松
前
の
大
館
に
拠
点
を
移
す
と
勝
山
館
城

代
と
な
る
。

53
7
蠣
崎
基
広

い
の
ち

人
○

勝
山
館
の
城
代
を
務
め
る
も
、
謀
反
を
企
て
討
ち
取
ら
れ
る
。

53
8
蠣
崎
義
広

い
の
ち

人
○

第
３
代
当
主
。
交
易
で
対
立
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
と
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
。

53
9
蠣
崎
季
広

い
の
ち

人
○

第
４
代
当
主
で
家
督
を
継
い
だ
際
、
蠣
崎
基
広
が
謀
反
を
企
て
る
。
ア

イ
ヌ
と
和
睦
を
結
ん
だ
り
、
安
東
氏
か
ら
独
立
を
果
た
す
。

54
0
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
デ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス

い
の
い

人
○

イ
タ
リ
ア
の
宣
教
師
。
北
海
道
に
入
っ
た
最
初
の
神
父
で
、
残
し
た
地

図
に
上
陸
地
点
の
川
を
「
テ
ガ
」「
ツ
ガ
」
と
記
し
た
。

54
1
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
空
手
、
剣
道
、

石
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）

い
の
い

人
○

全
国
大
会
に
出
場
し
実
績
を
残
す
（
空
手
、
石
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）。

設
立
以
来
50
年
以
上
を
経
過
し
た
団
体
（
剣
道
）。

54
2
海
の
幸

い
の
ち

動
物

○
○

○

54
3
イ
カ

い
の
ち

動
物

○
昔
よ
り
獲
れ
て
お
り
、
昭
和
40
年
代
始
め
頃
ま
で
は
、
屋
外
に
イ
カ
を

干
す
光
景
が
見
ら
れ
た
。

54
4
石
鯛

い
の
ち

動
物

○
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52
5
新
村
久
兵
衛

い
の
ち

人
○

○
文
化
13
（
18
16
）
年
江
差
町
で
生
ま
れ
で
、
安
政
２
（
18
55
）
年
の
北

村
地
区
を
皮
切
り
に
下
中
須
田
地
区
な
ど
各
地
で
新
田
開
発
を
行
う
。

52
6
武
田
信
廣

い
の
ち

人
○

○
○

永
享
３
（
14
31
）
年
生
ま
れ
の
若
狭
国
出
身
。
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い

で
活
躍
し
、
そ
の
後
、
勝
山
館
を
築
く
。
松
前
藩
繁
栄
の
礎
を
築
く
。

52
7
タ
リ
コ
ナ
夫
婦

い
の
ち

人
○

天
文
５
（
15
36
）
年
に
勝
山
館
に
攻
め
入
る
も
、
和
睦
を
装
っ
た
宴
席

で
夫
婦
と
も
に
討
た
れ
る
。

52
8
南
条
広
継

い
の
ち

人
○

享
禄
２
（
15
29
年
）
年
生
ま
れ
。
勝
山
館
の
城
代
を
務
め
る
も
謀
反
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
無
実
を
訴
え
な
が
ら
自
害
す
る
。

52
9
農
家
の
人

い
の
ち

人
○

と
て
も
働
き
者
だ
か
ら

53
0
松
前
慶
広

い
の
ち

人
○

天
文
17
（
15
48
）
年
生
。
松
前
藩
初
代
藩
主
と
な
る
。

53
1
若
い
農
業
の
担
い
手

い
の
ち

人
○

彼
ら
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い
。

53
2
菅
江
真
澄

い
の
ち

人
○

江
戸
時
代
後
期
の
旅
行
家
。『
え
み
し
の
さ
え
き
』
に
上
ノ
国
に
関
す

る
記
載
を
し
て
い
る
。

53
3
コ
シ
ャ
マ
イ
ン

い
の
ち

人
○

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
ア
イ
ヌ
側
指
導
者
。
道
南
の
和
人
の
館
を
つ

ぎ
つ
ぎ
と
攻
略
す
る
も
、
武
田
信
広
の
反
撃
に
あ
い
七
重
浜
で
討
た
れ

た
。

53
4
蠣
崎
光
広

い
の
ち

人
○

武
田
信
広
の
嫡
子
で
、
永
正
11
（
15
14
）
年
に
松
前
の
大
館
に
拠
点
を

移
し
て
い
る
。

53
5
蠣
崎
季
繁

い
の
ち

人
○

花
沢
館
城
主
。
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
と
の
戦
い
の
際
に
は
、
武
田
信
広
と
と

も
に
館
を
守
り
抜
い
た
。

53
6
蠣
崎
高
広

い
の
ち

人
○

泊
館
城
主
で
、
蠣
崎
光
広
が
松
前
の
大
館
に
拠
点
を
移
す
と
勝
山
館
城

代
と
な
る
。

53
7
蠣
崎
基
広

い
の
ち

人
○

勝
山
館
の
城
代
を
務
め
る
も
、
謀
反
を
企
て
討
ち
取
ら
れ
る
。

53
8
蠣
崎
義
広

い
の
ち

人
○

第
３
代
当
主
。
交
易
で
対
立
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
と
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
。

53
9
蠣
崎
季
広

い
の
ち

人
○

第
４
代
当
主
で
家
督
を
継
い
だ
際
、
蠣
崎
基
広
が
謀
反
を
企
て
る
。
ア

イ
ヌ
と
和
睦
を
結
ん
だ
り
、
安
東
氏
か
ら
独
立
を
果
た
す
。

54
0
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
デ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス

い
の
い

人
○

イ
タ
リ
ア
の
宣
教
師
。
北
海
道
に
入
っ
た
最
初
の
神
父
で
、
残
し
た
地

図
に
上
陸
地
点
の
川
を
「
テ
ガ
」「
ツ
ガ
」
と
記
し
た
。

54
1
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
空
手
、
剣
道
、

石
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）

い
の
い

人
○

全
国
大
会
に
出
場
し
実
績
を
残
す
（
空
手
、
石
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）。

設
立
以
来
50
年
以
上
を
経
過
し
た
団
体
（
剣
道
）。

54
2
海
の
幸

い
の
ち

動
物

○
○

○

54
3
イ
カ

い
の
ち

動
物

○
昔
よ
り
獲
れ
て
お
り
、
昭
和
40
年
代
始
め
頃
ま
で
は
、
屋
外
に
イ
カ
を

干
す
光
景
が
見
ら
れ
た
。

54
4
石
鯛

い
の
ち

動
物

○
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54
5
イ
タ
チ

い
の
ち

動
物

○

54
6
イ
ル
カ

い
の
ち

動
物

○
沖
合
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
、
鯨
の
代
わ
り
に
食
べ
る
こ
と
が
あ

る
。

54
7
馬

い
の
ち

動
物

○
○

お
も
に
ば
ん
馬
が
町
内
で
飼
育
さ
れ
て
る
。
農
業
が
機
械
化
さ
れ
る
前

は
、
農
作
業
で
活
躍
し
た
。

54
8
ウ
ミ
タ
ナ
ゴ

い
の
ち

動
物

○

54
9
エ
ゾ
シ
カ

い
の
ち

動
物

○
○

一
時
期
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
町
内
各
所
で
確
認
さ
れ
る

様
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

55
0
カ
レ
イ

い
の
ち

動
物

○
３
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
釣
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
宗
八
カ
レ
イ

は
11
、
12
月
。

55
1
キ
タ
キ
ツ
ネ

い
の
ち

動
物

○
○

町
内
一
円
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

55
2
キ
ツ
ツ
キ

い
の
ち

動
物

○
55
3
ク
ロ
ゾ
イ

い
の
ち

動
物

○
３
月
４
月
と
７
月
に
釣
る
こ
と
が
出
来
る
。

55
4
サ
ク
ラ
マ
ス

い
の
ち

動
物

○
年
に
１
度
回
帰
す
る
た
め
、
天
の
川
伝
説
に
合
う
。
町
の
魚
に
推
奨
。

毎
年
春
に
稚
魚
の
放
流
を
実
施
し
て
い
る
。

55
5
エ
ゾ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

い
の
ち

動
物

○
55
6
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

い
の
ち

動
物

○
主
力
魚
種
で
12
月
か
ら
２
月
か
け
水
揚
げ
さ
れ
る
。

55
7
タ
ヌ
キ

い
の
ち

動
物

○
○

55
8
テ
ン

い
の
ち

動
物

○
○

55
9
ト
ド

い
の
ち

動
物

○
○

56
0
ニ
シ
ン

い
の
ち

動
物

○
○

江
戸
時
代
に
は
大
量
に
採
れ
、
大
正
２
年
ま
で
は
群
来
が
確
認
さ
れ
て

い
た
。
鰊
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
あ
る
。

56
1
白
鳥

い
の
ち

動
物

○
○

冬
期
間
、
越
冬
の
た
め
訪
れ
る
。

56
2
ヒ
グ
マ

い
の
ち

動
物

○
○

町
内
の
山
林
部
で
確
認
さ
れ
る
。

56
3
ヒ
ラ
メ
（
て
っ
く
い
）

い
の
ち

動
物

○
て
っ
く
い
と
言
わ
れ
る
の
は
手
を
食
い
ち
ぎ
る
ほ
ど
歯
が
鋭
い
た
め
。

56
4
ヘ
ビ

い
の
ち

動
物

○
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
ま
む
し
、
ツ
チ
グ
リ
な
ど
町
内
一
円
で
確
認
で
き

る
。

56
5
ホ
タ
ル

い
の
ち

動
物

○
町
内
で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
以
前
は
放
流
事
業
を
実
施
し
て
い

た
。

56
6
ホ
ッ
ケ

い
の
ち

動
物

○
基
本
的
に
は
回
遊
魚
だ
が
、
根
付
く
も
の
も
い
る
。

56
7
エ
ゾ
リ
ス

い
の
ち

動
物

○

56
8
ヒ
ト
ビ
ロ
・
キ
ト
ビ
ロ

い
の
ち

植
物

○
行
者
ニ
ン
ニ
ク
と
も
言
わ
れ
、
早
春
の
山
裾
で
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
浸
し
や
炒
め
物
な
ど
に
し
て
食
べ
ら
れ
る
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

56
9
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

い
の
ち

植
物

○
57
0
カ
タ
ク
リ
群
生
地

い
の
ち

植
物

○
小
砂
子
地
区
な
ど
に
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
が
点
在
す
る
。

57
1
山
菜

い
の
ち

植
物

○
○

○
春
か
ら
秋
に
か
け
て
町
内
の
山
林
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

57
2
町
内
銘
木
10
0選

い
の
ち

植
物

○
昭
和
53
年
、
上
ノ
国
町
開
基
79
0年
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
る
。

57
3
ニ
リ
ン
ソ
ウ
群
生
地

い
の
ち

植
物

○

57
4
根
曲
が
り
竹
（
チ
シ
マ
笹
）

い
の
ち

植
物

○
小
森
、
宮
越
、
湯
ノ
岱
の
山
岳
部
に
主
に
生
育
し
て
い
る
。
６
月
頃
に

な
る
と
大
勢
の
人
が
収
穫
に
訪
れ
る
。

57
5
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
群
生
地

い
の
ち

植
物

○
57
6
果
物

い
の
ち

植
物

○
上
ノ
国
の
果
物
は
と
て
も
甘
く
て
美
味
し
い
か
ら
。

57
7
森
林

い
の
ち

植
物

○
上
ノ
国
町
の
面
積
の
９
割
が
森
林
で
あ
る
。

57
8
野
菜

い
の
ち

植
物

○
57
9
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

い
の
ち

植
物

○
58
0
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

い
の
ち

植
物

○
58
1
秋
祭
り

ま
つ
り

伝
統

○
人
を
受
け
入
れ
る
の
が
上
手
。

58
2
祭
り

ま
つ
り

伝
統

○
○

○
色
々
な
人
が
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
祭
り
を
は
し
ご
す
る
子
供
た
ち

は
、
各
地
区
で
歓
迎
さ
れ
、
子
供
を
大
切
に
す
る
人
の
暖
か
さ
を
感
じ

る
。

58
3
祭
り
の
山
車

ま
つ
り

伝
統

○
町
の
多
く
の
地
区
に
は
山
車
が
あ
り
、
人
形
を
飾
っ
て
い
る
。
近
年

は
、
運
行
さ
れ
な
い
地
区
が
増
え
て
い
る
。

58
4
天
下
泰
平

歴
史

伝
説

○
○

天
河
太
平
と
も
称
し
、
太
平
山
が
鳴
動
し
、
天
の
川
の
河
口
が
塞
が
る

と
、
天
下
に
よ
く
な
い
事
が
起
こ
る
知
ら
せ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

58
5
カ
ミ
ゴ
ン

ま
つ
り

現
代

○
○

○
○

｢龍
燈
伝
説
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
え
ぞ
地
の
火
ま
つ
り
ゆ
る
キ
ャ
ラ

で
、
平
成
23
年
に
誕
生
し
た
。

58
6
遊
び
場
が
多
い

印
象

○
58
7
暖
か
い
気
候

印
象

○
北
海
道
の
中
で
も
暖
か
い
。

58
8
イ
ベ
ン
ト
が
多
い

印
象

○
58
9
海
や
川
が
き
れ
い

印
象

○
59
0
空
気
が
良
い
、
美
味
し
い

印
象

○
59
1
健
康
的

印
象

○

59
2
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

印
象

○
○

○
保
育
料
・
給
食
費
・
医
療
費
が
無
料
で
、
自
然
が
多
く
災
害
が
少
な

い
。

59
3
四
季
折
々
に
お
金
が
か
か
ら
な
い
楽

し
み
が
あ
る

印
象

○
○

ク
ワ
ガ
タ
、
セ
ミ
取
り
や
ク
リ
拾
い
な
ど
。
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№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

56
9
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

い
の
ち

植
物

○
57
0
カ
タ
ク
リ
群
生
地

い
の
ち

植
物

○
小
砂
子
地
区
な
ど
に
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
が
点
在
す
る
。

57
1
山
菜

い
の
ち

植
物

○
○

○
春
か
ら
秋
に
か
け
て
町
内
の
山
林
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

57
2
町
内
銘
木
10
0選

い
の
ち

植
物

○
昭
和
53
年
、
上
ノ
国
町
開
基
79
0年
を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
る
。

57
3
ニ
リ
ン
ソ
ウ
群
生
地

い
の
ち

植
物

○

57
4
根
曲
が
り
竹
（
チ
シ
マ
笹
）

い
の
ち

植
物

○
小
森
、
宮
越
、
湯
ノ
岱
の
山
岳
部
に
主
に
生
育
し
て
い
る
。
６
月
頃
に

な
る
と
大
勢
の
人
が
収
穫
に
訪
れ
る
。

57
5
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
群
生
地

い
の
ち

植
物

○
57
6
果
物

い
の
ち

植
物

○
上
ノ
国
の
果
物
は
と
て
も
甘
く
て
美
味
し
い
か
ら
。

57
7
森
林

い
の
ち

植
物

○
上
ノ
国
町
の
面
積
の
９
割
が
森
林
で
あ
る
。

57
8
野
菜

い
の
ち

植
物

○
57
9
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

い
の
ち

植
物

○
58
0
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

い
の
ち

植
物

○
58
1
秋
祭
り

ま
つ
り

伝
統

○
人
を
受
け
入
れ
る
の
が
上
手
。

58
2
祭
り

ま
つ
り

伝
統

○
○

○
色
々
な
人
が
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
祭
り
を
は
し
ご
す
る
子
供
た
ち

は
、
各
地
区
で
歓
迎
さ
れ
、
子
供
を
大
切
に
す
る
人
の
暖
か
さ
を
感
じ

る
。

58
3
祭
り
の
山
車

ま
つ
り

伝
統

○
町
の
多
く
の
地
区
に
は
山
車
が
あ
り
、
人
形
を
飾
っ
て
い
る
。
近
年

は
、
運
行
さ
れ
な
い
地
区
が
増
え
て
い
る
。

58
4
天
下
泰
平

歴
史

伝
説

○
○

天
河
太
平
と
も
称
し
、
太
平
山
が
鳴
動
し
、
天
の
川
の
河
口
が
塞
が
る

と
、
天
下
に
よ
く
な
い
事
が
起
こ
る
知
ら
せ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

58
5
カ
ミ
ゴ
ン

ま
つ
り

現
代

○
○

○
○

｢龍
燈
伝
説
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
え
ぞ
地
の
火
ま
つ
り
ゆ
る
キ
ャ
ラ

で
、
平
成
23
年
に
誕
生
し
た
。

58
6
遊
び
場
が
多
い

印
象

○
58
7
暖
か
い
気
候

印
象

○
北
海
道
の
中
で
も
暖
か
い
。

58
8
イ
ベ
ン
ト
が
多
い

印
象

○
58
9
海
や
川
が
き
れ
い

印
象

○
59
0
空
気
が
良
い
、
美
味
し
い

印
象

○
59
1
健
康
的

印
象

○

59
2
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

印
象

○
○

○
保
育
料
・
給
食
費
・
医
療
費
が
無
料
で
、
自
然
が
多
く
災
害
が
少
な

い
。

59
3
四
季
折
々
に
お
金
が
か
か
ら
な
い
楽

し
み
が
あ
る

印
象

○
○

ク
ワ
ガ
タ
、
セ
ミ
取
り
や
ク
リ
拾
い
な
ど
。

№
マ

イ
文

化
財

名
称

地
区

大
分

類
小

分
類

世
代

別
指

定
等

備
考

大
人

大
学

高
校

中
学

小
学

幼
児

59
4
四
季
の
色
々
な
匂
い

印
象

○
雪
や
波
、
緑
な
ど
の
匂
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

59
5
自
然
豊
か
で
静
か

印
象

○
○

○
○

59
6
自
然
が
美
し
い

印
象

○
59
7
自
然
を
大
切
に
し
て
い
る

印
象

○
59
8
助
け
合
い

印
象

○
○

困
っ
た
と
き
に
み
ん
な
で
助
け
合
え
る
�。

59
9
食
べ
物
が
美
味
し
い

印
象

○
○

○
60
0
釣
り
場
が
多
い

印
象

○
○

○
○

川
や
海
で
釣
り
が
出
来
る
。

60
1
特
別
な
技
を
持
っ
た
人
が
い
る
こ
と

印
象

○
わ
ら
な
い
や
ニ
オ
積
み
な
ど
の
技
を
持
っ
た
人
を
指
す
。

60
2
土
地
が
広
い

印
象

○
54
7.4
7㎡
、
全
国
で
52
番
目
に
広
い
。
町
内
の
８
割
が
山
林
が
占
め
る
。

60
3
土
地
が
安
い

印
象

○
平
成
29
年
に
公
表
さ
れ
た
地
価
基
準
は
字
大
留
14
8－
10
（
店
舗
兼
住

宅
）
で
11
,50
0円
だ
っ
た
。

60
4
星
が
き
れ
い

印
象

○
流
れ
星
も
見
え
る
。

60
5
み
ん
な
優
し
い

印
象

○
○

○
○

○
人
が
暖
か
い
、
近
所
の
人
が
家
族
の
よ
う
。

60
6
昔
話
・
伝
説
が
沢
山
あ
る

印
象

○
町
内
一
円
に
様
々
な
伝
説
や
昔
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

60
7
野
鳥
が
多
い

印
象

○
天
の
川
で
は
白
鳥
な
ど
の
渡
り
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

60
8
歴
史
あ
る
町

印
象

○
○

○
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（２）上ノ国町らしいマイ文化財類型の設定

マイ文化財を整理する過程で、下表のとおり①歴史、②食文化、③自然、④景観、⑤いのち、⑥ま

つり、⑦印象の 7つに大分類し、それぞれ幾つかの小分類を設けることとした。集計結果としては、

数が多い順から①歴史、⑤いのち、④景観、③自然、②食文化、⑥まつり、⑦印象の順であった。

大分類 小分類 主なマイ文化財

①　歴史
（261 点）

有形
（94 点）

海成段丘、上ノ国観音堂、上ノ國八幡宮本殿、重要文化財　旧笹浪家住宅、
清浄寺本堂、夷王山神社、勝山館跡ガイダンス施設

無形
（24 点）

観音講（桂岡、小森）、地蔵講（桂岡、小森、早瀬、小砂子）、宮越村タ
ント節、宮越内の沢甚句、念仏講（湯ノ岱）、湯ノ岱地区の造材技術

遺跡
（121 点）

史跡上之国館跡、荒神堂跡、館神八幡宮跡、福山街道（藩主祖廟詣での道）、
昇平丸、ワシリ遺跡、石崎漁港トンネル

伝説
（22 点）

神の道、上國寺の黒槇伝説（６体地蔵）、若君の金魚、龍燈伝説、赤坂と
足洗川、大蔵鰊、古櫃の浜、名伯楽・布施新六伝、沼の大蛇（桂の木）、
太平山の穴

②　食文化
（37 点）

伝統
（33 点）

湯ノ岱の煮しめ・ゼンマイの一本煮・ササダケ・アユ釣り、小砂子のけ
んちん汁・ホッケ干し、早瀬のぷるぷる、八幡牧場の短角牛、クジラ餅、
つぼっこ汁、ホッケ飯寿司、ホッケのすり身、根ボッケ、かたこ餅、ク
ジラ汁、こうれん、ゴッコ汁

現代
（４点）

フルーツポーク、久末ハナエさんのキノコ栽培、アユ釣り、根ボッケ

③　自然
（66 点）

海浜
（25 点）

海成段丘、大澗ノ崎、窓岩、文珠浜、大澗の浜、ハイアロクラスタイト（水
中破砕岩）、ポットホール（甌穴）、枕状溶岩、向浜のけあらし、内郷浜、
洲根子岬

山
（10 点）

夷王山、大千軒岳、上の沢林道　白水の沢橋付近の地層、七ッ岳、七ッ
岳の大沼・小沼、ブラックシリカ、大滝山、初神山、滝ノ間山、ヤマセ

川
（31 点）

目名の沢、天の川、厚志内川、澄川、上ノ沢川、キタキの滝、タンコウ
の沢、寅の沢と猫の沢、石崎川、黄金の滝、長内川、赤井川、石崎川の
滝

④　景観
（86 点）

景観
（55 点）

宮越の田園風景、七つ岳頂上からの景色、神明から膳棚の紅葉、八幡牧
場から見る景色、汐吹漁港の汐吹岩のレリーフ、イカ釣り船の出漁風景

場所
（31 点）

天の川の遊歩道、花沢公園、花沢温泉、天の川橋の 12 星座パネルと彗星像・
羽衣像、中崎公園、体育館、上ノ国ダム (あすなろ湖）、湯ノ岱温泉

⑤　いのち
（99 点）

人
（23 点）

夷酋タナケシ、市山熊雄、木村隆吉、新村久兵衛、武田信廣、タリコナ
夫婦、南条広継、農家の人、松前慶広、菅江真澄、コシャマイン、蠣崎
光広

動物
（28 点）

ゴジラエビ（ガサエビ）、海の幸、イカ、イタチ、イルカ、馬、ウミタナゴ、
エゾシカ、カレイ、キタキツネ、キツツキ、サクラマス、エゾサンショ
ウウオ、スケトウダラ

植物
（48 点）

上ノ國八幡宮の黒松、花沢公園の八重桜、荒神堂のイチイ、サイカチの木、
甚之丞杉、ヒバ自生林、イチゴ、ジャガイモ、キヌサヤエンドウ、寸止
めの松

⑥　まつり
（36 点）

伝統
（31 点）

上ノ國八幡宮渡御祭など各神社の例祭・渡御際、上ノ國八幡宮の神楽、上
ノ国昔踊り、コシャマイン慰霊祭（カムイノミ）、大留鹿子舞、石崎奴、
秋祭り、祭りの山車

現代
（５点）

エゾ地の火祭り、産業まつり、食遊祭、てっくい祭り、カミゴン

⑦　印象
（23 点）

印象
（23 点）

暖かい気候、イベントが多い、海や川がきれい、健康的、子育てしやす
いまち、みんな優しい、元気なおばあちゃん、四季折々にお金がかから
ない楽しみがある、四季の色々な匂い
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（３）マイ文化財分布表

① -1 歴史（有形）

扇石
滝沢

湯ノ岱

神明

膳棚

宮越

早瀬
桂岡

小森

内郷

大崎

木ノ子

大安在

汐吹

石崎 早川

小砂子

原歌 新村

豊田

中須田

中須田稲荷神社
さいかち屋敷

中須田観音堂
中須田馬頭観音の石碑京谷家のニシン漁具

愛宕神社 (桂岡神社 )

桂岡墓地の地蔵 7尊
桂岡地区にある天保年間の墓石

南條氏 ( 安右衛門 ) の墓

小森墓地の地蔵 21 尊
山神社

大平山神社 宮越小学校

三社大神宮

神明稲荷神社
(豊川稲荷神社)

馬頭観音の石碑
湯ノ岱稲荷神社

湯ノ岱小中学校
神明小中学校

大崎稲荷神社

照光寺
愛宕 ( 愛宕山 ) 神社 ( 扇石 )

瀧澤神社

滝沢小学校

石崎八幡神社
円空作  観音座像
松前平角 ( ばっかく ) の墓

日方泊灯台

小砂子小中学校

河北小学校

西迎寺
斉藤流松前家三代の位牌
法香寺

早川小学校

木ノ子稲荷神社
太平山鉄塔建設工事事故の供養塔
光明寺・円空作  観音座像・赤門の墓

川裾神社

夷王山神社

上ノ国観音堂
円空作  十一面観音立像

感冒死亡者追悼

上ノ国八幡宮本殿

重要文化財　旧笹浪家住宅

清浄寺本堂

擦文人骨

勝山館跡ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ施設
重要文化財
「北海道上之国勝山館跡出土品」

重要文化財　上國寺本堂

旧上ノ国中学校
( 現 上之国館調査整備センター )

アイヌ絵巻
蝦夷錦  袱紗 ( ふくさ )
円空作　阿弥陀如来像

大山神社 ( 山神社 )

紺糸威銅丸

アイヌ服・チカルカルぺ
テタラぺ
マエタレ

円空作  観音座像
地蔵庵 ( 江差正覚院末寺 )

アッシ

砂館神社本殿
短刀及び拵え一式

マエタレ１

新村稲荷神社

新村久兵衛翁顕彰碑

円空作  観音座像

絵画　裏書輪島屋太左衛門
書　裏書輪島屋太左衛門

絵画　裏書輪島屋太左衛門

書　松前氏 13 代道広筆
書　松前氏 14 代章広筆

書　裏書輪島屋太左衛門
書　松前氏 14 代章広筆

上ノ国小学校

畳蔵

早瀬稲荷神社
早瀬墓地の地蔵６尊

北前船
夷狄商拍往還之法度

【上ノ国町全域の歴史(有形)】

凡　例

歴史(有形)

【拡大図】

【拡大図】

北村
向浜

上ノ国
大留

宮越稲荷神社
左じゃみせんの墓

石崎

小砂子

木ノ子

汐吹

原歌

上ノ国

中須田

桂岡
湯ノ岱 神明

清浄寺

畳蔵
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① -2 歴史（その他）

84

8382

81
80

77

76

74
73

71

69 

68 67

66
65

64

63 62 61

60

59

58

57
56

53

52

51

50

47

46

45

39

38

35

34
33

32
31

30

29

28

27

19
18

17
16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

扇石
滝沢

湯ノ岱
神明

膳棚

宮越
早瀬

桂岡

小森

内郷

大崎

木ノ子

汐吹

石崎

早川

小砂子

原歌 新村

中須田

48

豊田

檜山番所跡

荒神堂跡 ( 勝山館跡 )
館神八幡宮跡 ( 勝山館跡 )

上之国館跡　勝山館跡

赤坂と足洗川

古櫃の浜

河北中学校跡

名伯楽　布施新六伝
観音講 ( 桂岡 )

鬼子母神講 ( 桂岡 )
地蔵講 ( 桂岡 )

沼の大蛇 ( 桂の木 )
大平山の穴
逆さ水松 ( 伝説 )

観音講 ( 小森 )
籠り講 ( 小森 )
地蔵講 ( 小森 )
伝之丞の鷹くそとんび

宮越村タント節
宮越内の沢甚句

念仏講 ( 湯ノ岱 )

湯ノ岱小学校上ノ沢分校跡

湯ノ岱の関所跡

冷泉跡

神明地区の入植の歴史

米軍対潜レーダー基地跡
大崎小学校跡

河北小学校大安在分校跡
北海道水稲発症の地

福山街道
( 藩主祖廟
詣での道 )

昇平丸

十兵衛石

旧滝沢中学校跡

大滝の古戦場

中外鉱山跡

比石館跡

十三曲

早川中学校跡

ちいさごが島 ( 小人伝説 )

金子鶴雄さんの縄ない技術
地蔵講 ( 早瀬 )
籠り講 ( 早瀬 )
早瀬の虫送り ( 蟲取り・どろおいむし )

地蔵講 ( 小砂子 )

夷王山墳墓群 ( 勝山館跡 ) と伝説
夷王山墳墓群 ( 勝山館跡 )

上之国館跡　花沢館跡

砂館尋常小学校跡
上之国館跡　洲崎館跡

小森法華堂跡

若葉小中学校跡

早川の主

94

93

92
91

90

89

88

86
85

78

75

55

54

4443

42

41

40
36

25

24

2322
21

20

4

3

1

70

26 72
49

上ノ国

北村

向浜

大留

御徒走行列 ( やきたり )
勝山尋常小学校跡
上ノ国祖廟詣

若君の金魚

上國寺の黒槇伝説 (6 体地蔵 )
大蔵鰊

【拡大図】

コシャマインの戦い

【上ノ国町全域の歴史
　　　(無形・遺跡・伝説)】

門昌庵
投槍の名人

ばけものの臼
三升飯

アイヌの歴史

クサヤキ ( 通夜葬式前に
遺体を荼毘に付す )

旧江差線廃線跡と各駅
コシャマインの戦い

松迎え
山子 ( ヤマゴ ) の仕事
アイヌ語地名

天下泰平
縄文時代～続縄文時代の遺跡

地名の唄

天の川 ( 目名川 ) の大蛇

天の川と戦国時代の山城を訪ねる道

オフトの穴
龍神様のひかり ( 龍燈伝説 )
神の道の船止め跡

【拡大図】

凡　例

歴史(無形・遺跡・伝説)

上ノ国

原歌木ノ子

汐吹

石崎

小砂子

中須田

桂岡

湯ノ岱 神明

大滝の古戦場跡

逆さ水松

宮越村タント節
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扇石

滝沢

大留

湯ノ岱 神明

膳棚

宮越

早瀬桂岡

小森

内郷

大崎

木ノ子

大安在

汐吹

石崎

早川

小砂子

原歌

北村向浜

新村

豊田

中須田
上ノ国

フルーツポーク

久末ハナエさんのキノコ栽培

ぷるぷる(ぶるぶる)

八幡牧場の短角牛

クジラ餅

つぼっこ汁
ホッケの飯寿司
ホッケのすり身

海産物の加工風景

サメぬた
サメみそ漬け
根ボッケ

小砂子のけんちん汁
小砂子のホッケ干し
サメ飯寿司

湯ノ岱のにしめ
ゼンマイの一本煮

アユ釣り

かたこ餅
クジラ汁
こうれん

ごっこ汁
山菜採り

べこもち
小豆と甘納豆入り赤飯

上ノ国の山菜を使ったおでん
野生動物の調理(ジビエ料理)

てっくい丼       
ホッケのつみれ汁

【上ノ国町全域の食文化】

凡　例

食文化

上ノ国

原歌

木ノ子

汐吹

石崎

小砂子

中須田

桂岡

湯ノ岱 神明

くじら汁

小砂子のけんちん汁

ゼンマイの一本煮

つぼっこ汁

ホッケ干し

② 食文化

こうれん

かたこ餅
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扇石

滝沢

湯ノ岱

神明

膳棚

宮越

早瀬
桂岡

小森

内郷

大崎

木ノ子

大安在

汐吹

石崎 早川

小砂子

原歌

天の川河口の砂州・砂嘴

大澗の浜

目名の沢

内郷浜

厚志内川

大千軒岳

白水の沢橋付近の地層(上ノ沢林道)

七ッ岳
七ッ岳の大沼

七ッ岳の小沼

澄川

上ノ沢川
上ノ沢の滝

キタキの滝

桧内の沢支流の滝
屏風立川点の渓流と滝

右股分線林道の滝

冷泉湧き出し口

ブラックシリカ

仙蔵の沢林道内の湧水
天の川の段々の滝

洲根子岬

タンコウの沢
大安在浜の冬の荒波
寅の沢と猫の沢

大沢川

扇石
扇石近くの滝

大滝橋付近の海岸線

メノコシ岬

ラスタッペ岬
大滝山

石崎川

黄金の滝

長内川

赤井川

石崎川の滝

石崎右股川の上流の滝

桂沼

右股川

大滝
小滝

小砂子の砂浜

日方泊岬
トド岩

相泊川の滝

初神山

滝ノ間山

凡　例

自然

天の川

向浜のけあらし
洲崎館のある砂丘

夷王山

豊田
新村

中須田

北村

大留
上ノ国

向浜

・ジオサイト
文殊浜
窓岩
大澗ノ崎
海岸段丘
文殊海岸の地形
枕状溶岩
ポットホール(甌穴)
ハイアロクラスタイト(水中破砕岩)

箱岩
滝の沢の滝

【上ノ国町全域の景観】

駒ヶ岳ｄ火山灰

海(日本海)
山(夷王山)
川(天の川)
温泉成分

潮帯

海の風
ヤマセ

上ノ国

原歌

木ノ子

汐吹
石崎

小砂子

中須田
桂岡

湯ノ岱

神明

③ 自然

箱　岩

ポットホール
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扇石

上ノ国漁港

花沢温泉

特別養護老人ホームからの景色

夷王山を愛する会の公園

天の川橋の12星座パネル
天の川橋親柱の上にある彗星像・羽衣像
天の川橋付近にのぼる鮭

上ノ国から見える江差の景色
天の川の遊歩道

湯ノ岱

神明

膳棚

宮越

早瀬
桂岡

小森

内郷

大崎

木ノ子

大安在

汐吹

滝沢

石崎

早川

小砂子

原歌

カササギロード(ヒメリンゴ街道)

健康づくりセンターの山

中崎公園

たぬき通りの鳥居

パークゴルフ場の散歩コース

ジョイ・じょぐら
体育館

あすなろ湖からカヌーで見る奥の景色
あすなろ湖手前の目名沢川と水草

上ノ国ダム

ニオウ積み

大千軒岳
大千軒岳登山口付近

ブナ保護林遠景
宮越の田園風景

下ノ沢付近

七ッ岳頂上からの景色
七ッ岳大沼に写る逆さ七ッ岳

湯ノ岱の紅葉

湯ノ岱温泉(上ノ国町国民温泉保養センター)

湯ノ岱スキー場

神明～膳棚の紅葉
ブナ林施業公園

風の王
風の門

風の羅針盤
道の駅もんじゅから見える景観

八幡牧場から見える景色

上ノ国漁港大崎分港

滝沢小学校から見える海
滝沢小学校前の夕日

大安在の夕日

古舘スタンドから見る夕日
木ノ子墓地と火葬場跡

汐吹緑地公園から見る夕日

汐吹漁港の汐吹岩のレリーフ
汐吹漁港の水揚げ風景
汐吹漁港の夕日

ウニ・アワビ漁
イカつけ(イカ釣り船)の出航(出漁)風景

汐吹漁港

汐吹漁港内の標語
「まあいがべ　これでいがべか　事故のもと」

石崎漁港と夕日
比石館跡より望む石崎漁港及び市街地眺望
比石館跡より望むラスタッペ岬方面

石崎漁港

相泊川の小砂子2号橋付近からの景色
小砂子バス停付近から見た風景

小砂子漁港のホッケ水揚げ風景
小砂子漁港

中須田

新村

豊田

船玉神社(厳島神社)の夕日

夷王山山頂からの眺望

夜明けの塔とその眺望

風車のある風景 花沢公園

凡　例

景観

漁港

カミゴンバス
旧江差線の駅裏風景
水田に写る空
道道江差木古内線
トッペ沢橋下
波の花

日本海に沈む夕日

晴れた風の強い日の夕日
前浜のきれいな海
山道
正月しめ飾り
イカ水揚げ
プール
保育園
ポケモンGO対応マップ
はさがけ

【上ノ国町全域の景観】

北村

大留
向浜

上ノ国

上ノ国

原歌

木ノ子

汐吹

石崎

小砂子

中須田

桂岡

湯ノ岱 神明

④ 景観

日本海に沈む夕日

七ツ岳

あすなろ湖
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扇石

滝沢

湯ノ岱 神明

膳棚

宮越

早瀬桂岡
小森

内郷

大崎

木ノ子

大安在

汐吹

石崎

早川

小砂子

原歌
大留

上ノ国

北村
向浜

上ノ國八幡宮
の黒松、榎、杉

上國寺の
桜、黒松、榎

酋長タナケシ

勝山館跡の植物

花沢公園の八重桜
花沢館跡の植物

荒神堂のイチイ

サイカチの木

天の川河口部のハマナス群生地

滝本たつひこ
甚之丞杉
ヒバ自生林

中須田神社の黒松

イチゴ
ジャガイモ

キヌサヤエンドウ

愛宕神社の逆さ水松

一井の沢の赤松

桂岡の寸止め松(首切り松)

赤ダモの木

桧内沢の林道の巨木

宮越の赤松、カラマツ

湯ノ岱共和会
アキグミ

神明の水芭蕉群生地

番所のオンコ

大澗ノ崎の
エゾカンゾウ群生地

洲根子岬の
ハマナス群生地

木ノ子、小安在の桜

大安在浜の
エゾカンゾウ、
エゾニュウ、
アヤメ

市山熊雄
ゴジラエビ(ガサエビ)

扇石神社のケヤキ

石崎八幡神社の黒松、ケヤキ
法香寺の黒松、榎、シンパク

木村隆吉

新村久兵衛

武田信広

タリコナ夫婦

南条広継

菅江真澄

蛎崎光広

蛎崎季繁

蛎崎高広
蛎崎基広

ジェロニモ・デ・アンジェリス

馬

トド

蛎崎義広
蛎崎季広

【上ノ国町全域の景観】

上ノ国の元気な浜のばっちゃん

農家の人

海の幸
イカ 石鯛

イタチ

イルカ

ウミタナゴ

エゾシカ

カレイ

キタキツネ

キツツキ
クロゾイ

サクラマス
エゾサンショウウオ

スケトウダラ

タヌキ

テン ニシン
白鳥ヒグマ

ヒラメ(てっくい)

ヘビ ホタル

ホッケ
エゾリス

カタクリ群生地

山菜

町内名木100選
ニリンソウ群生地
フクジュソウ群生地
根曲がり竹(チシマザサ)

果物
森林

野菜

ブロッコリー
立茎アスパラガス

松前慶広 コシャマイン

凡　例

いのち

中須田

新村

豊田

上ノ国

原歌
木ノ子

汐吹

石崎

小砂子

中須田

桂岡
湯ノ岱 神明

⑤ いのち

ゴジラエビ

小森の赤ダモの木

キヌサヤエンドウ
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小森山神社の祭り囃子
太平山(山車)

樽神輿
早瀬稲荷神社例祭

宮越稲荷神社例祭
大黒山(山車)

湯ノ岱稲荷神社例祭
稲荷山(山車)

木ノ子稲荷神社例祭

恵比寿山
汐吹愛宕神社例祭

扇石

滝沢

上ノ国昔踊り

上ノ國八幡宮渡御祭
上ノ國八幡宮の神楽

信廣山の
人形の甲冑

信廣山(山車)
大留獅子舞
大山神社例大祭
楠公山(山車)

エゾ地火祭り・カミゴン

食遊祭
産業まつり

コシャマイン慰霊祭(カムイノミ)

石崎奴
石崎八幡神社例祭

湯ノ岱

神明

膳棚

宮越

早瀬
桂岡

小森

内郷

上ノ国

中須田

新村

豊田

北村

大留
向浜

大崎

木ノ子

大安在

汐吹

石崎

早川

小砂子

原歌

蛭子山(山車)

新村稲荷神社例祭
豊年山(山車)

愛宕神社例祭
愛宕山(山車)

砂館神社例大祭
大黒山(山車)

花山(山車)

凡　例

まつり

石崎

小砂子

汐吹

木ノ子

原歌

上ノ国

中須田

桂岡
湯ノ岱

神明

⑥ まつり

汐吹愛宕神社例祭

夷王山まつり（たいまつ）

新村稲荷神社例祭

木ノ子稲荷神社例祭

神　楽

北村砂館神社例祭
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四季の色々な匂い 特別な技を持った人がいること 土地が広い

みんな優しい 自然が豊かで静か 釣り場が多い

食べ物が美味しい 子育てしやすいまち イベントが多い

助け合い 健康的 遊び場が多い

自然が美しい 海や川がきれい 星がきれい

昔話・伝説が沢山ある 野鳥が多い 暖かい気候

⑦ 印象
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Ⅴ　関連文化財群の設定
１．上ノ国町の歴史文化の特徴

本事業では、“上ノ国らしい文化財類型”としてマイ文化財を７つに大別して整理を行っている。

今回調査によって集計したマイ文化財の傾向を読み取ると、上ノ国町の歴史文化は人類が足を踏み入

れる前の地形の変遷や旧石器時代から現在に至るまで連綿とした人々の営みがあったことが判明した

（表１）。そのため、特徴的なマイ文化財を時系列に整理して上ノ国町の歴史文化の特徴の検討を行っ

た結果、上ノ国町の歴史文化の特徴として以下の３点にまとめることができた。

　表１　時代別の特徴的なマイ文化財一覧

先
　
　史

地
　
　質

人
々
の
く
ら
し

の
始
ま
り

ヤ
マ
セ
と

地
形
の
形
成

律
令
国
家
と

の
関
わ
り

日
本
海
北
方
交
易

に
よ
る
繁
栄

古
建
築
と
漁
業

の
発
展

檜
山
番
所

の
移
転

農
業
の

の
発
展

カ
ミ
ゴ
ン
と
住

み
や
す
い
町

鉱
山
資
源
の

開
発

時代区分
歴　史　　食文化　　自　然　　景　観　　いのち　　まつり　　印　象

各 時 代 で 特 徴 的 な マ イ 文 化 財

旧石器

縄文

続縄文

擦文

鎌倉
南北朝

江戸
（前期）

江戸
（中期）

（後期）

昭和
大正

明治

平成

室町

安土桃山

古
　
　代

中
　
　世

近
　
　世

近
・
現
代

ハイアロクラスタイ
ト、窓岩、ポットホ
ール、海成段丘、枕
状溶岩、ヤマセ、天
の川、七ツ岳

四十九里沢Ａ遺
跡、大澗遺跡、
勝山館遺跡、大
岱遺跡、上ノ国
市街地遺跡

縄文海進、天
の川の砂嘴・
砂洲

洲崎館跡（史跡）
、ワシリ遺跡、
上ノ国市街地遺
跡、上ノ国遺跡、
洲崎 A遺跡

白頭山火山灰
（Ｂ-Ｔm）

駒ヶ岳 d火山
灰（Ｋo-d）

檜山番所、イ
クパスイ、大蔵
鰊

寛保津波の痕
跡、箱岩、扇
石、トド岩、
寅の沢と猫の
沢

上之国館跡（史跡）、
夷王山神社、北海道
上之国勝山館跡出土
品（重文）、アイヌ民
族と和人の歴史

コシャマイン、
武田信広、蠣
崎光広・季広
・慶広・高広・
基広

上國寺本堂（重文
）、上ノ國八幡宮
（道）、砂館神社（
道）、旧笹浪家住
宅（重文）、円空
仏、天下泰平、京
谷家のニシン漁具

石崎奴（町）、
大留鹿子舞（
町）、各地区
のお祭り

上ノ国昔踊り

上ノ国昔踊り

エゾ地の火
祭り、コシ
ャマイン慰
霊祭

けんちん
汁、クジ
ラ汁、か
たこもち、
こうれん、
つぼっこ
汁、ゴッ
コ汁、ゼ
ンマイの
一本煮

神の道、昇平丸
大平山の穴、オ
フトの穴、龍燈
伝説

ニオ積み、は
さがけ

大滝

アユ釣
り

上ノ国の郷
土料理、フ
ルーツポー
ク

ブラックシリ
カ

大安在浜の冬
の荒波

天の川の遊歩
道、旧江差線
の駅裏風景

歴史の道 100
選、天の川と戦
国時代の山城を
訪ねるみち

新村久兵衛

菅江真澄、ニ
シン

ジェロニモ・
デ・アンジェ
リス

ホッケ干し、
ウニ・アワビ
漁

夷王山山頂か
らの眺望

木村隆吉、金
子鶴雄

石崎漁港トン
ネル、中外鉱
山

みんな優しい、
釣り場が多い、
自然豊かで静
か、食べ物が
多い、子育て
しやすい、歴
史ある町、星
がきれい

カミゴ
ン、ゴ
ジラエ
ビ

道の駅もんじゅか
ら見える景色、日
本海に沈む夕日、
湯ノ岱の紅葉



− 126 −

これらの歴史文化の特徴を基にして、関連文化財群を設定することとした。

２．関連文化財群の構成　

マイ文化財は、今を生きる私たちの大切な記憶であると同時に、今後のまちづくりを担う子どもた

ちにとって不可欠な基本要素である。

伝統と魅力ある地域文化の育成には、選ばれたマイ文化財の背景や関連性を見出し、地域の個性を

引き立たせ、一体的な活用を図る取り組みが必要となるため、「上ノ国町特有の地域性と文化を物語

るマイ文化財のまとまり」を関連文化財群と捉えることにした。集められたマイ文化財は、上ノ国町

の基盤を成す地形から、史跡上之国館跡に代表される中・近世の遺跡や遺物、そして道の駅や、ゆる

キャラのカミゴンなど、まさに多種多様なものがある。

私たちは、マイ文化財を地域ごとや年代ごとに整理し、この地を特徴づけた地形の変遷や、旧石器

時代から現在に至るまで連綿と続く人々の生活の営みに着目し、幾つもの関連文化財群の案を考え出

しては検討を重ねた。

その中で、地形・地質の特徴や、天の川を吹き抜ける強い風が多くの伝説や文化を生み出し、独特

の景観を形作ってきたことに改めて気づかされ、これを①「天の川が育む“風の国”」（下図の●）と

して、一つ目の関連文化財群を設定した。

また、道内で最初に和人の館が築かれ、『松前年代記』に「神ノ国」と記された歴史を重視し、ア

イヌ文化と和人文化が混交していた時代を中心として、②「はじまりの地“神の国”」（下図の●）を

設けた。

更に、豊富な海産物をもたら

すと同時に海の道として文物と

人が往来した日本海の恵を大

漁という意の地元の方言を用い

て、③「せんずけの海“渡りの

国”」（下図の●）とし、これら

３つを現段階での関連文化財群

とし、保存活用計画の検討をす

すめることとした。

●上ノ国町の歴史文化の特徴

上 ノ 国 町 の 歴 史 文 化 を 物 語 る ３ つ の 関 連 文 化 財 群

関連文化財群 1
  天の川が育む
     “風の国”

関連文化財群 2
 はじまりの地
　 “神の国”

関連文化財群 3
 せんずけの海
   “渡りの国”

協議事項－１）

　次に、3つにグルーピングされたマイ文化財を複数の世代に支持されているものや指定文化財を中

心に「おもなマイ文化財」と位置づけ、それぞれが持つ性格を考慮してキーワード別に大別しました。

　最後に、各キーワードから傾向を読み取って、「風の谷のカミノクニ」（旧石器時代～現代）、「はじ

まりの国　神の国!?」（擦文時代～江戸時代‹1678年›）、「まるこまま体感！浜の景観と文化」（江戸時

代‹1678年›～現代）と3つのマイ文化財グループとしました。

　この3つは、上ノ国町の歴史文化を形成した根底となるものですが、これらの中には今を生きる私

たちにとって、町内の歴史文化を形成する重要な要素でありながら、これまで文化財としての認識が

薄かったものや町民にとって身近なものとして親しまれているもの、或いはまちづくりに資する可能

性の高いものなど、幅広いマイ文化財を含みます。

　そのため、それぞれのマイ文化財グループを構成する個別のマイ文化財の成り立ちを知ることは、

その背景となった上ノ国の歴史や自然、上ノ国町全体の歴史文化の理解に通じ、さらには自分たちの

住む地域の歴史文化を自ら語り、次世代へ継承する活力につながることが予想されます。

１ 自 然 環 境
海底火山によって形成された地形やヤマセなどの自然環境から生まれた歴史文化

・自然－ヤマセ、ハイアロクラスタイト、海成段丘などのジオサイト

２ 交 易
中世における日本海交易の繁栄による歴史文化

・歴史－史跡上之国館跡、アイヌと和人の歴史など

３ 産 業
上ノ国の農業・漁業を中心とした産業によって形成された歴史文化

・景観－ニオ積み、はさがけ、食文化－郷土料理、歴史－京谷家のニシン漁具など
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３．関連文化財群の内容

（１）　天の川が育む“風の国”

① ストーリー

天の川河口と木古内町を結ぶラインは、周囲の標高より約 300 ｍも低い谷地形となっており、太平

洋側からのヤマセの進入を容易にし、まさしく「風の谷」を形成していた。「風の谷」は、約 78 万年

前以降に天の川の浸食によってつくられた地形である。

そのため、この地域では春～秋はヤマセ、秋～冬は日本海からのたば風が吹き、一年中を通して風

を感じる土地となっている。人々がいう「上ノ国は風の国」のキャッチフレーズは、この地域の地形

とヤマセの影響が大きい。

「風の谷」では、特徴的な地形や景観、さらに天の川の特性を生かした人々の営みによって伝統文

化や伝説が作り出され、近年にはゆるキャラの「カミゴン」も誕生した。

図１　天の川が育む“風の国”

宮越

早瀬 湯ノ岱 神明
桂岡

豊田

中須田
小森

新村

北村向浜

大留
上ノ国

大崎
原歌

木ノ子

歴史
いのち
自然
景観
まつり
食文化

ハイアロクラスタイト、ポットホール
枕状溶岩、窓岩　　　　

天の川河口の砂洲・砂嘴、天下泰平

龍燈伝説　

大蔵鰊

七ツ岳と七ツ岳大沼

やませ

約 50 万年前の海成段丘
（夜明けの塔）

約 40 万年前の海成段丘
（勝山館跡）

約 12 万年前の海成段丘
（道の駅もんじゅ周辺）

風車のある風景

カミゴン

大平山の穴

アユ釣り

ブラックシリカ

ブナ施業林

宮越の
田園風景

湯ノ岱温泉　

かたこもち

湯ノ岱の
紅葉　　

凡　　例

 関連文化財群 1「風の谷のカミノクニ」マイ文化財　位置図　
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② 関連文化財群のキーワード

Ａ．ヤマセ～強烈な東風～

天の川の浸食によって形成された上ノ国町

と木古内町を結ぶラインは、周囲の標高より

約 300 ｍも低い谷地形となっており、太平洋

側（木古内方面）からのヤマセの進入を容易

にし、「風の谷」を形成していた。

Ｂ．50 万年を物語る海岸段丘

道の駅もんじゅ～夜明けの塔の階段状に連

なる地形は、12 ～ 50 万年前に形成された海

岸段丘である。

かつて、この周辺の地形は海底に所在し、

長い年月の波の浸食によって平坦になり、地

震による隆起が繰り返されることで形成され

た。

Ｃ．海底火山で形成された地形

道の駅もんじゅ周辺の海岸では、溶岩流が

水中で冷却固結した岩体の一種の枕状溶岩を

みることができる。

枕状溶岩は、丸太状または俵状の団塊の積

み重なりからなる。ガラス質の緻密（ちみ

つ）な薄い皮殻をもち、中心部に放射状の節

理がある。

Ｄ．神の道（伝説）　　　　　　　　　　　　　　　　

大澗ノ崎にある鳥居に向かい海の中から階

段状に続く箇所が「神 (かん )の道」である。

ここは、地元の伝説で海の神の竜神様が太

平山に住む山の女神様に会いに行ったものと

されている。
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表２　関連文化財群を構成するマイ文化財（№はマイ文化財一覧表に対応）

№ マイ文化財 地　区 大分類 小分類 説　　　　　明

17
天の川の河口の

砂洲・砂嘴
上ノ国 自然 海浜

天の川から運ばれた砂や礫が沿岸流によって海

岸に堆積してできた地形。

38 窓岩 大澗 自然 海浜
立待の犬滑り穴といい、太平山の洞穴につなが

っているともいわれる。

41
ハイアロ

クラスタイト
原歌 自然 海浜

マグマが水に急冷されてできた細かい砕屑粒子

を主体とする岩石。

42 ポットホール 原歌 自然 海浜
岩盤にできる円筒形の穴で、日本最大級の大き

さ。

43 枕状溶岩 原歌 自然 海浜 溶岩流が水中で冷却固結した岩の一種。

311 海成段丘 原歌 自然 海浜
形成時期が異なる（約 50 万年前～約 12 万年前）

段丘面が、ほぼ連続して分布している。

278 七つ岳 湯ノ岱 自然 山
標高 957 ｍで山頂は知内町、福島町の町境とな

っている。湯ノ岱地区の人々から愛着がある。

291 湯ノ岱温泉 湯ノ岱 景観 場所 温泉施設の保養センターは、昭和 50 年開設

501 ヤマセ 自然 山 春先から秋にかけて吹く東風

214 太平山の穴 桂岡 歴史 伝説 オフトの穴とつながっているとされる。

83 大蔵鰊 勝山 歴史 伝説

ある年、鰊の群来がないことから、大蔵卿が祈

祷した。その結果鰊が群来て大漁となったが賤

しい人たちが祈祷を否定したことから大蔵卿は

怒りのあまり食べ物を絶って死んだ。

584 天下泰平 勝山 歴史 伝説

「福山秘府」で大平山が鳴動し天の川河口が砂

で塞がれるとよくない事の起きる知らせと紹介

される。

585 カミゴン まつり 現代
えぞ地の火まつりキャラクター。平成 23 年生

まれ。｢龍燈伝説」をモチーフにしている。

276 アユ釣り 湯ノ岱 食文化 現代 地元愛好会がアユの稚魚を放流している。

290 湯ノ岱の紅葉 湯ノ岱 景観 景観 秋に色づくときれいな景色となる。

35 オフトの穴 原歌 歴史 伝説 太陽光が入ると竜神様が来たように光る。

36 龍燈伝説 原歌 歴史 伝説
海上から昇る光が、海の神「龍神」の「龍燈」で、

太平山の女神に逢いに行くという伝説。

87 風車のある風景 勝山 景観 景観
夜にキラキラ光っているのがきれい。

254 宮越の田園風景 宮越 景観 景観 宮越地区の西側に水田が広がっている。

307 ブナ林施業公園 膳棚 景観 場所

北海道森林管理局が整備を進め平成 12 年に完

成。全域で 85 ヘクタールあり、遊歩道や遊具、

四阿などが整備される。

302 ブラックシリカ 神明 自然 山

学術上は黒鉛珪石。マイナスイオンを放射する

天然石・産出地は神明でこの周辺でしか採掘さ

れない。

481 かたこ餅 食文化 伝統

うるち米ともち米を混ぜて粉にして、砂糖や黒

砂糖を入れてこねて、木型に抜いて、蒸した郷

土料理。彼岸などに作られる。
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（２）　はじまりの地“神の国”

① ストーリー

　北海道は明治以降の開拓の歴史がよく知られているが、上ノ国町ではそれより古い室町時代から江

戸時代の史跡や建造物が多く点在し、まさに松前年代記に“神ノ国”と記されるとおり、北海道の中

世史を語るはじまりの地であることを示している。

特に天の川河口周辺は、松前氏の祖とされる武田信広や蠣崎季繁が築いた花沢館跡・洲崎館跡・勝

山館跡（史跡上之国館跡）や、北海道最古の民家（重要文化財旧笹浪家住宅）、寺院（重要文化財上

國寺本堂）、神社（北海道指定有形文化財上ノ國八幡宮本殿・砂館神社）が集中し、重要文化財を含

む勝山館跡出土品から、アイヌと和人の関係性についても改めて注目されている。

図２　はじまりの地“神の国”
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② 関連文化財群のキーワード

Ａ．松前氏の繁栄を築いた館跡群

天の川河口周辺に所在する上之国館跡（花沢館

跡　洲崎館跡　勝山館跡）は、後の松前氏の祖先

にあたる蠣崎氏が拠点を構えた中世城館である。

勝山館跡は、当時の遺構が現地に復元され、併

設するガイダンス施設で出土品や模型・映像をみ

ることができる。

Ｂ．アイヌと和人の混住　　　　　　

勝山館跡では、発掘調査の成果から館の中に和

人とアイヌが混住していたことが明らかとなって

いる。

重要文化財「北海道上之国勝山館跡出土品」や

アイヌ墓は、それらを物語る貴重な資料である。

Ｃ．北海道最古の建造物群

上國寺本堂や上ノ國八幡宮本殿は、その創建が

戦国時代にさかのぼり、旧笹浪家住宅は江戸末期

のニシン漁が繁栄した時期に建築されている。道

内でも珍しい中世～近世の歴史遺産が凝縮され、

北海道史のはじまりを語る上で欠かせない地域と

なっている。

Ｄ．蝦夷地の中世を今に伝える舞　　

上ノ国昔踊りは、戦国時代の戦勝祝いの際に踊

ったと伝えられ、武士の重厚さがあふれ出す所作

が特徴である。この踊りは、隣町の江差町の「鮫

踊り」と所作が似ている。

しかしながら、「鮫踊り」は節を付けた囃子詞

を用いるのに対し、「昔踊り」は古来よりの伝承

で節無しの囃子詞だけで踊ることとなっている。
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表３　関連文化財群を構成するマイ文化財（№はマイ文化財一覧表に対応）

№ マイ文化財 地　区 大分類 小分類 説　　　　　明

466 アイヌと和人の歴史 上ノ国 歴史 有形
アイヌと和人の出土品やお墓からアイヌと

和人が混住していたと考えられる。

312
道の駅もんじゅから見え

る景色
原歌 景観 景観

海底火山によって形成された地形と海と夕

日が織りなす秀逸な景観。

５
上ノ國八幡宮本殿

（道指定）
上ノ国 歴史 有形

現在の本殿は、元禄 12（1699）年の建立で

神社建築として、北海道最古とされる。

６ 旧笹浪家住宅（重文） 上ノ国 歴史 有形
５代目の笹浪久右衛門が天保年間に建築し

たといわれ、北海道最古の民家。

52

上之国館跡　花沢館跡洲

崎館跡　勝山館跡

（史跡）

勝山・

北村
歴史 遺跡

昭和 52（1977）年に勝山館跡、花沢館が指

定され、平成 18（2006）年に洲崎館が指定

となったことで統合している。

30 上ノ国昔踊り 上ノ国 まつり 伝統
戦いで勝利した際の凱旋踊りとしたことに

由来。江差の鮫踊りなどの原型となる。

44 夷王山神社 勝山 歴史 有形

祭神は武田信広。永禄元（1560）年の創立

といい、松前家の崇敬の念厚く歴代藩主が

祖廟詣をした。

45 勝山館跡ガイダンス施設　 勝山 歴史 有形
勝山館跡の案内施設として、平成 17 年開設

された。

526 武田信廣 いのち 人 勝山館を築くとともに松前藩祖となる。

47 上國寺本堂（重文） 勝山 歴史 有形
現在の本堂は宝暦８（1758）年建立で寺院

建築として、北海道最古とされる。

100 コシャマイン慰霊祭 勝山 まつり 伝統

平成５（1993）年から夷王山で 7 月第一土

曜に実施。コシャマインと勝山館のアイヌ

を慰霊。

46
北海道上之国勝山館跡出

土品（重文）
勝山 歴史 有形

勝山館の 921 点が指定されている。平成 20

（2008）年７月 10 日指定。

84 夷王山 勝山 自然 山 勝山館の後方にそびえる。

54 夷王山墳墓群 勝山 歴史 遺跡 勝山館の人たちの墓が 600 基程度分布する。

348 福山街道（歴史の道百選） 勝山 歴史 遺跡 勝山館跡や近世にも使用された道。

３ 上ノ国観音堂 上ノ国 歴史 有形 地元の観音講が管理する。

１
円空作十一面観音立像

（道指定）
上ノ国 歴史 有形 北海道で唯一の十一面観音で一番大きい。

２
円空作　観音座像

（町民有指定）
上ノ国 歴史 有形

摩耗が著しく、首のない円空仏で体の悪い

部分を削ったりして煎じたとされる。

104
円空作阿弥陀如来像

（町指定）
大留 歴史 有形 北海道で唯一の阿弥陀如来像。

101
上之国館調査整備センタ

ー
大留 歴史 有形 文化財の保管・展示・整理施設。

21 天の川の遊歩道 上ノ国 景観 場所 天の川沿いの野鳥や歴史を散策できる道。

55 荒神堂跡 勝山 歴史 遺跡 勝山館城代の基広の墓。

56 館神八幡宮跡 勝山 歴史 遺跡
勝山館の守護神として文明５（1473）年に

創建。

142 砂館神社本殿（道指定） 北村 歴史 有形 創建は室町時代の寛政３（1462）年に遡る。
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（３）せんずけの海“渡りの国”

①ストーリー

上ノ国町の日本海は、江戸～明治時代にかけてニシン漁の盛況によってまさにせんずけ（方言で

「大漁」の意）の海となっていた。当時は、北前船による物流のみならず、本州からの人の往来も盛

んであった。その中でも特に上ノ国町の海方面は、江戸時代に円空・菅江真澄・旧笹浪家の人たちが

訪れ、汐吹地区の漁師が追いニシンによる余市漁場の開拓を行うなど人の出入りが激しい地域であっ

た。

大正時代以降、ニシン漁でにぎわう浜の姿は見られなくなったが、汐吹漁港や小砂子地区では、日

本海に沈む夕日を背景に出入りする船や、水揚げ、ホッケ干しなどの風景を今もみることができる。

さらに、昭和時代に入ると石崎地区の漁港トンネルや中外鉱山の溶焼炉などの近代化遺産とともに

今も浜の景観と文化を体感できる地域となっている。

②関連文化財群のキーワード

Ａ．円空仏

上ノ国町では、日本海沿いで６体の円空仏が上ノ国観音堂、木ノ子光明寺、北

村地蔵庵、石崎八幡神社、旧笹浪家住宅で大切にされ、今でも地域の篤い信仰を

集めている。

現在の岐阜県で生まれた円空は、寛文６（1666）年の時に北海道へ渡って仏像

を残したといわれている。

Ｂ．重要文化財　旧笹浪家住宅

旧笹浪家住宅（主屋）は、代々ニシン漁で栄え

た能登屋笹浪家の住居と仕事場として使われた建

物（1826 ～ 1838 年の間に建築）で道内最古の民

家建築である。

笹浪家は、能登半島に所在した笹浪村出身とさ

れる。

Ｃ．菅江真澄

三河国（愛知県三河地方）出身の菅江真澄は、寛政元（1789）年に

上國寺の松逕上人と語り合った後、周辺の街並みを見学した際にユー

モアのある看板を描いている（左の写真）。

「七里酒」は、二里と五里で二五里（濁り）酒と表現したものであ

る。一方の「 有」は、酒という字に濁点をつけて濁り酒を表現した

ものである。

当時、北海道では米が貴重で濁り酒の製造が禁止されていたため、

間接的でかつユーモラスな方法で知ってもらおうというものである。
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Ｄ．京谷家のニシン漁具

ニシン漁に使用した刺し網とアバである。アバに

は、墨書で「鰊大漁」や天保・慶応のほか明治時代

を中心に記載されている。

京谷家のアバは、日本海から約３㎞内陸の中須田

地区でみつかったもので、江戸～明治時代にかけて

春先のニシン漁が盛況の際、農家が漁に従事してい

たことを物語る資料である。

Ｅ．日本海の漁村文化

小砂子地区の家々では、家の軒先にホッケ干しな

どの風景をみることができる。

また、郷土料理として、地元の海で獲れるひじき

を大量に入れたけんちん汁は、町内でも小砂子地区

だけの郷土料理として知られている。

Ｆ．中外鉱山～鉱山資源の開発～

昭和 14（1939）年７月に八田満次郎が創業。昭

和 18（1943）年に中外鉱業（株）が買収し開発が

進む。昭和 35（1960）年には、鉱業の好調によっ

て上ノ国の人口が 15,000 人と最多になる。機械化

がすすみ快適な環境で生産され、厚生施設も完備さ

れていた。昭和 61（1986）年休山。

Ｇ．四季折々の秀逸な自然景観

日本海を望む海岸線からは、至る所から夕日を望

むことができる。小砂子地区では、灯台越しの夕

日、石崎地区では比石館跡の鳥居越しの夕日、木ノ

子地区では古舘スタンド前の夕日、道の駅もんじゅ

の夕日が人気である（写真は、比石館跡の鳥居越し

の夕日）。
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図３　せんずけの海“渡りの国”
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表４　関連文化財群を構成するマイ文化財（№はマイ文化財一覧表に対応）

№ マイ文化財 地　区 大分類 小分類 説　　　　　明

６ 旧笹浪家住宅（重文）上ノ国 歴史 有形
５代目の笹浪久右衛門が天保年間（1831 ～

1845）に建築したといわれ、北海道最古の民家。

532 菅江真澄 いのち 人
寛政元（1789）年に上ノ国を訪れ、民俗的な記

録を残す。

173 京谷家のニシン漁具 中須田 歴史 有形
江戸時代末期から大正にかけて実際のニシン

漁に使用された漁具。

349 昇平丸 木ノ子 歴史 遺跡
幕末に薩摩藩が建造した洋式軍艦。明治３年に

猫の沢沖で座礁し破船する。

330 円空仏（光明寺） 木ノ子 歴史 有形 木ノ子光明寺に伝わる円空仏

367 つぼっこ汁 汐吹 食文化 伝統

金時豆やニンジン、豆腐、ちくわなどをしょう

油仕立ての汁で煮てある。主に小正月などに作

られる。

384 ゴジラエビ 汐吹 いのち 動物 学名はイバラモエビ。

407
石崎漁港トンネル

（登録有形）
石崎 歴史 遺跡

昭和９（1934）年に比石館跡の下部に長さ 45

ｍ、幅９ｍの半円形の断面コンクリートブロッ

ク造りのトンネルが設けられた。昭和５８年ま

で利用される。

439 石崎奴（町指定） 石崎 まつり 伝統

道中振りで長柄の槍を振り立てて行進する。進

行に際しては、一人が上の句を歌い、もう一人

が下の句を歌いながら行進する。

409 中外鉱山跡 石崎 歴史 遺跡

昭和 14（1939）年 7 月に八田満次郎が創業。

昭和 18（1943）年に中外鉱業（株）が買収し、

マンガン鉱を採掘した。昭和 61（1986）年休山。

448 小砂子のけんちん汁 小砂子 食文化 伝統 地元で採れるひじきを大量に入れて作る。

449 小砂子のホッケ干し 小砂子 食文化 伝統 家の軒先にホッケを干している。

513 日本海に沈む夕日 景観 景観
日本海を望む海岸線からは、至る所から夕日を

望むことができる。
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Ⅵ　関連文化財群の総合的な保存活用と課題
１. 基本方針

私たちが見出した３つの関連文化財群を、関係する地域住民が主体となって積極的に保存活用して

いくため、それぞれの関連文化財群を構成するマイ文化財が集中している範囲を中心として「歴史文

化保存活用区域」を設定した。

２．歴史文化保存活用区域設定の観点

「歴史文化保存活用区域」は、地域住民に身近なマイ文化財を様々に含み、日常的にその存在を意

識すると共に、その保存活用を通じて歴史文化をまちづくりに反映させるための基盤となるものと位

置づけ、以下の観点から区域を設定した。

　・�　従来の指定文化財のみの保存活用に捉われず、その周辺に点在する未指定のマイ文化財と一体

に面的な保存活用ができる地域であること。

　・�　拠点となる道の駅や温泉施設・文化財施設などの各種施設と周囲に点在するマイ文化財を関連

づけ、保存活用を取り進めること。

　・�　文化的な価値の創出が、地域の祭典・行事などの復元や活性化を通じて、心豊かな「まちづく

り」につながること。

　・�　地域住民が保存活用を実践していく過程で、必要に応じて保存活用区域の見直し（拡大、縮

小、追加等）を適宜行う。

表１　関連文化財群と歴史文化保存活用区域

関連文化財群と歴史文化保存活用区域の関係

関連文化財群①

歴史文化保存活用区域Ⅰ

歴史文化保存活用区域

歴史文化保存活用区域Ⅱ

関連文化財群②

各種施設（文化財展示施設・道の駅・温泉など）

指定文化財 未指定文化財

歴史文化保存活用区域名 地区 概　　要

関
連
文
化
財
群

天
の
川
が
育
む

＂
風
の
国
＂

天の川河口周辺地区 上ノ国
原歌

天の川河口部や道の駅もんじゅ周辺のジオサイトと
伝説が含まれる地区。

宮越・早瀬地区 宮越・
早瀬

現在でもかたこもちやこうれんなど等の地元で採れ
る農産物を使った郷土料理を作る地区。

湯ノ岱・七ツ岳地区 湯ノ岱 湯ノ岱温泉を拠点とし、アユ・ゼンマイなどの郷土
料理や、秀峰七ツ岳、紅葉などの景観が残る地区。
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表２　関連文化財群と歴史文化保存活用区域

図１　歴史文化保存活用区域の範囲と構成する主なマイ文化財

歴史文化保存活用区域名 地区 概　　要

関
連
文
化
財
群

は
じ
ま
り
の
地

＂
神
の
国
＂

史跡上之国館跡周辺
地区

上ノ国 中世のアイヌと和人の文化が残る史跡上之国館跡周
辺を象徴する地区。

関
連
文
化
財
群

せ
ん
ず
け
の
海

＂
渡
り
の
国
＂

木ノ子・汐吹地区 木ノ子
汐吹

かつて子どもたちが海水浴した場所やゴジラエビの
水揚げや郷土料理のつぼっこ汁が残る地区。

石崎地区 石崎 石崎漁港トンネルやマンガン鉱の産出で栄えた中外
鉱山などの近代化遺産と、石崎奴などの郷土芸能が
残る地区。

小砂子地区 小砂子 ホッケ干しの風景やけんちん汁などの漁村文化が今
なお色濃く残る地区。

道の駅もんじゅ
ジオサイト（ポットホール他）

ジオサイト（砂洲・砂嘴）
ゼンマイの一本煮

かたこもち等

湯ノ岱温泉

七ツ岳

アユ釣り

勝山館跡（史跡）

洲崎館跡（史跡）

花沢館跡（史跡）

けんちん汁

日本海に沈む夕日

中外鉱山

石崎漁港トンネル（国登録）

ゴジラエビ
つぼっこ汁
海で遊ぶ子どもの風景

昇平丸

石崎奴（町無形民俗）

木ノ子

汐吹

石崎

小砂子

図●　歴史文化保存活用区域の範囲と構成する主なマイ文化財

歴史文化保存活用区域

各種施設（文化財展示施設・道の駅・温泉など）

関連文化財群 1「天の川が育む “風の国”」

※　凡例の色は、各関連文化財群を表す。

凡　　例

関連文化財群 2「はじまりの地 “神の国”」

関連文化財群 3「せんずけの海 “渡りの国”」

指定文化財 未指定文化財

湯ノ岱

七ツ岳

天の川河口周辺

宮越・早瀬

史跡上之国館跡
周辺



− 139 −

３．歴史文化保存活用区域における取組みと実施計画

調査部会では、設定した７件の歴史文化保存活用区域について、それぞれの取組み内容と手法、取

組み主体、実施計画について検討を行った。

取組み主体は、町・団体・地域住民の三者とし、主として取り組む場合は「◎」、協力的に取り組

む場合を「〇」とした。

実施計画は、保存活用を行うに際し、優先順位や着手時期を想定したもので、前期・中期・後期に

大別し、計画的かつ効率的に事業を進めることができるよう配慮した。各時期は、それぞれ前期：１

～２年、中期：３～４年、後期：５～６年程度を想定した。

表３　関連文化財群 1　天の川が育む“風の国”

表４　関連文化財群 2　はじまりの地“神の国”

歴史文化保存活用 
区域名

保存活用の取組み内容と手法
取組主体

実施計画
町 団体 住民

天の川河口周辺地区 ジオサイトの整備・活用
◎ ◎ 〇 中期

宮越・早瀬地区 かたこもち、こうれんなどの郷土料
理の保存・継承 〇 〇 ◎ 中期

湯ノ岱・七ツ岳地区 アユを活かした体験学習やゼンマイ
の一本煮などの郷土料理の継承・活
用

〇 〇 ◎ 前期

七ツ岳の登山道の整備
○ ◎ ◎ 後期

歴史文化保存活用 
区域名

保存活用の取組み内容と手法
取組主体

実施計画
町 団体 住民

史跡上之国館跡周辺
地区

史跡上之国館跡（花沢館跡　勝山館
跡　洲崎館跡）と福山街道（歴史の
道百選）を関連付けた整備・活用

◎ ◎ ◎ 中期

北海道上之国勝山館跡重要文化財等
出土品の展示・活用

◎ 〇 〇 前期

アイヌ文化と和人文化についての情
報発信 ◎ 〇 〇 前期

『松前年代記』『新羅之記録』等の文
献史料の調査・整理 ◎ 〇 〇 前期

祭典における伝統行事や上ノ国昔踊
りの保存・継承 〇 ◎ ◎ 中期

旧笹浪家住宅・上國寺本堂・上ノ國
八幡宮本殿等の建造物の整備・活用 ◎ 〇 〇 後期

円空仏や菅江真澄の記録の整備・活
用 〇 ◎ 〇 中期
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表５　関連文化財群 3　せんずけの海“渡りの国”

表６　各関連文化財群に共通するもの

４．保存活用計画の考え方

マイ文化財の保存活用について調査部会で検討した結果を踏まえ、表７のようなかたちでマイ文化

財の保存活用計画について素案を作成した。

今後、地域住民と実際の活動を進める中で再検討を行いながら、より充実し、実効性の高い方策と

なるよう柔軟に変化させていきたい。

５．保存活用を推進するための体制づくり

歴史文化の保存活用をより一層推進させるには、地域住民が自発的かつ主体的に地域のマイ文化財

を活かしたまちづくりに参画することが不可欠となる。

そして、それを実践するためには、行政や有識者及び研究機関が、地域住民と同じ目線でマイ文化

歴史文化保存活用 
区域名

保存活用の取組み内容と手法
取組主体

実施計画
町 団体 住民

木ノ子・汐吹地区 子ども対象の海に親しむ体験事業や
郷土料理のつぼっこ汁などの郷土料
理の継承

〇 ◎ ◎ 前期

石崎地区 石崎奴の継承
〇 ◎ ◎ 前期

石崎漁港トンネルの整備、中外鉱山
の説明板等の設置 ◎ 〇 〇 中期

小砂子地区 漁村文化の普及・啓発
〇 ◎ 〇 後期

歴史文化保存活用 
区域名

保存活用の取組み内容と手法
取組主体

実施計画
町 団体 住民

全域 町民参加による継続的なマイ文化財
の調査 ◎ ◎ ◎ 前期

大学等研究機関との連携による調
査・研究

◎ 〇 〇 前期

統一的なサイン計画の策定 ◎ 〇 〇 中期

マイ文化財を展示する施設の整備・
活用

◎ ◎ ◎ 後期

マイ文化財を活かした体験・学習機
会の創出

〇 ◎ 〇 中期

マイ文化財や観光ガイドの育成・活
動支援 〇 ◎ ◎ 前期
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財を活用したまちづくりに取り組み、意見交換を進めるなどきめ細かい対応を積み重ね、共働体制を

図っていくことが大切である。

今回の事業では、マイ文化財の把握が十分ではない地区もみられるため、地域住民や団体が中心と

なって、役場、有識者、その他様々な機関や部署との連携し、今後も継続的にマイ文化財を調査して

いく必要がある。

そのため、マイ文化財の調査や保存活用事業の企画・立案及び運営を担う「神の国ファンクラブ」

を創設し、円滑に歴史文化の保存活用を推進できる体制を整える（図２）。

神の国ファンクラブの組織化によって、高齢化や担い手不足が原因で活動が困難になっている団体

が横の連携を深め、助け合える体制が生まれることも期待される。

また、集められたマイ文化財は、今後刊行が予定されている『上ノ国町史』に掲載し、町民自らが

調査した自分たちの歴史文化を知り、それを次世代に継承していくサイクルの構築を目指す。

表７　保存活用計画素案

実施 
計画

関連文化財群
歴史文化保存活

用区域名
保存活用の取組み内容と手法

前　
　
　

期

天の川が育む
“風の国”

湯ノ岱地区 アユを活かした体験学習やゼンマイの一本煮など
の郷土料理の継承・活用

はじまりの地
“神の国”

史跡上之国館跡
周辺地区

北海道上之国勝山館跡重要文化財出土品の展示

アイヌ文化と和人文化についての情報発信

『松前年代記』『新羅之記録』等の文献史料の調査・
整理

せんずけの海
“渡りの国”

木ノ子・汐吹地
区

子ども対象の海に親しむ体験事業や郷土料理のつぼ
っこ汁などの郷土料理の継承

石崎地区 石崎奴の継承

全域 町民参加による継続的なマイ文化財の調査

大学等研究機関との連携による調査・研究

観光ガイドの育成・活動支援

中　
　
　

期

天の川が育む
“風の国”

天の川河口周辺
地区

道の駅もんじゅ周辺のジオサイトの整備・活用

宮越・早瀬地区 かたこもち、こうれんなどの郷土料理の保存・継
承

はじまりの地
“神の国”

史跡上之国館跡
周辺地区

史跡上之国館跡（花沢館跡　勝山館跡　洲崎館跡）
を関連付けた整備・活用

祭典における伝統行事や上ノ国昔踊りの保存・継承

円空仏や菅江真澄の記録の整備・活用

せんずけの海
“渡りの国”

石崎地区 石崎漁港トンネルの整備、中外鉱山の説明板等の設
置

全域 統一的なサイン計画の策定

マイ文化財を活かした体験・学習機会の創出
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後　
　
　

期

天の川が育む
“風の国”

天の川河口周辺
地区

天の川河口のジオサイトの保存・活用

湯ノ岱地区 七ツ岳の登山道の整備

はじまりの地
“神の国”

史跡上之国館跡
周辺地区

福山街道（歴史の道百選）の整備・活用

旧笹浪家住宅・上國寺本堂・上ノ國八幡宮本殿等
の建造物の整備・活用

せんずけの海
“渡りの国”

小砂子地区 漁村文化の普及・啓発

全域 マイ文化財を展示する施設の整備

６．構想推進の課題

（１）構想の推進にあたり

上ノ国町では、今回の調査によって関連文化財群を構成するマイ文化財の中に地域でその価値が

認められているにもかかわらず、近年の急激な都市部への人口流出・過疎化・少子高齢化による人材

の不足によって、郷土の歴史文化の継承の危機に直面しているものが多数存在していることを把握す

ることができた。

そして、歴史文化基本構想の指針に沿って指定・未指定の文化財やその周辺に所在する自然環境

を一体として捉え、本構想が当町にとって今後のマスタープランとなるべく、３つの関連文化財群を

見出した。

さらに、構想を円滑に推進するにあたり、従来の行政主導の取組みを脱却し、官学民を含めた三

位一体で地域のマイ文化財を保存活用する体制を強化した。

また、体制では、行政内の企画・観光・産業・建築などの部署と連携を密にすることで、様々な

角度からスポットを当てたマイ文化財の幅のある保存活用を目指した。

今後は、地域の人々がより多く参画し、社会状況の変容に伴い危機に瀕したマイ文化財につい

て、地域の文化や経済の振興の核として未来へ継承する方策を模索し、マイ文化財がまちづくりの一

翼を担い、これからの時代を切り拓く手段にふさわしいものになることが重要である。

（２）歴史文化基本構想策定後の効果の確認と改訂

　構想を推進するにあたり、当初の目的を達成することができたかどうかについて５年を目途に確認

作業を実施する。その際に、町民・関係機関の価値観、及び社会状況の変化などによって構想の見直

しが生じた場合は、改訂を行って円滑に取り進めるようにする。
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教育委員会（+ 役場内の連携：総務課・水産商工課・施設課・農林課等）

町　　　　　　民

◯
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
審
議
、
答
申

◯
文
化
財
の
指
定
・
登
録
の
審
議
、
答
申

神の国ファンクラブ

◯構成：町外の学識経験者等

◯構成：町内の有識者等

◯役割：上ノ国町史の編集

◯内容：町史編さんの企画・
　　　　調査

◯内容：町史編さんに係る
　　　　進捗状況の確認
　　

上ノ国町史
編集委員会

◯役割：上ノ国町史の編さん

 上ノ国町史
編さん委員会

◯構成：町外の学識経験者等
◯役割：史跡整備の検討

◯内容：史跡の保存・活用
                 における事業の企
                 画・検討。調査・
                 事業の審査

 史跡上之国館跡
 整備検討委員会

上
ノ
国
町
文
化
財
保
護
審
議
会

国・道等関係機関

図●　歴史文化保存活用体制（案）

参加

企画

参加・協力情報提供

情
報
提
供
・
普
及
啓
発

連携

諮問・建議 依頼

支
援
・
参
加

指導・助言

指導・助言 審査・助言

学識経験者等で構成される組織

主に町民で構成される組織

事業実施

団体や個人

図２　歴史文化保存活用体制
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資料
［資料１］上ノ国町歴史文化基本構想策定委員会設置要綱

（目的）

第１�条　上ノ国町内に所在する文化財をその周辺環境まで含めた上で、総合的に保存・活用する「上

ノ国町歴史文化基本構想」を策定するため、上ノ国町歴史文化基本構想策定委員会（以下「策定

委員会」という。）を設置する。

（検討事項）

第２条　策定委員会は、前条の目的を達成するために次の事項について検討する。

（１）　歴史文化基本構想の策定に関すること。

（２）　その他前号に掲げる事項のために必要と認められること。

（組織）

第３条　策定委員会の構成は、委員15名以内をもって組織し、教育委員会が委嘱するものとする。

２　委員は、目的を達成するために必要があると認めたとき、又は策定委員会からの要請に基づき、

追加で委嘱することができる。

３　策定委員会には必要に応じオブザーバーを置くことができる。

（設置期間及び任期）

第４条　設置期間は、平成28年９月29日から平成30年３月31日までとする。

２　任期は、任命の日から当該年度末までとする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任

期は、前任者の残任期間とする。

３　委員は、再任することができる。

（委員長及び副委員長）

第５条　策定委員会に、委員の互選により委員長及び副委員長を各１人置く。

２　委員長は、会務を総括して委員会を代表する。

３　副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は欠けたときにその職務を代理する。

（会議）

第６条　策定委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。

２　策定委員会は、委員の過半数以上の者が出席しなければ、会議を開くことができない。

３　策定委員会は、第２条に定める検討事項を遂行するため、必要に応じ関係者に対して会議への出

席を求め、資料の提出、説明、その他必要な協力を求めることができる。

（部会）

第７条　策定委員会に第２条に定める検討事項を調査するため、上ノ国町歴史文化基本構想調査部会

（以下「調査部会」という。）を置くことができるものとする。

２　調査部会に属すべき部員は、教育委員会が委嘱するものとする。

３　調査部会に、部員の互選により部会長及び副部会長を各１人置く。

４　部会長は会務を総括し、調査部会を代表して調査の経過及び結果を策定委員会へ報告する。

５　副部会長は部会長を補佐し、部会長に事故あるとき又は欠けたときにその職務を代理する。

６　部員の任期は、第４条に定める委員の任期と同じとする。

（事務局）

第８条　策定委員会の庶務は、教育委員会事務局文化財グループにおいて行う。

（その他）
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第９条　この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関して必要な事項は策定委員会が別に定

める。

附　則　この訓令は、公布の日から施行し、平成28年４月１日から適用する。

［資料２］上ノ国町歴史文化基本構想フォーラムの実施

　本構想の策定を記念して、町民への周知を目的としたフォーラムを行った。フォーラムでは、これ

までの取組みを報告するとともに、新たなマイ文化財を見出すための活動、本構想で設定された歴史

文化保存活用区域の具体的な活用策や、まちづくりとの連携などが話し合われた。

【 主　　　催 】    上ノ国町歴史文化基本構想策定委員会・同調査部会　
【 後　　　援 】    上ノ国町教育委員会
【 問い合わせ 】　 上ノ国町教育委員会　文化財グループ　TEL0139-55-2230

  日　程 と 内　容　　   進行　策定委員会副委員長　神長　敬

　 １３：２５～　　　　　  　会場受付（はまるホール）

　１３：５５～１４：０５　　　 アトラクション「上ノ国昔踊り」披露

　１４：０５～１４：１５　　    伝達式「上ノ国町歴史文化基本構想」　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　１４：１５～１４：５５　 

　　　　　　　　　　　　 

   １４：５５～１５：１５　　    調査報告「おらが町のこれから」

　　　　　　　　　　　　 　 

   １５：１５～１５：３０　　    試食タイム　＜枕状ようかん＆カミゴン汁の試食＞

   １５：３０～１６：３０　　    意見交換　「マイ文化財を活かしたまちづくり」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

    

　１６：３０～１６：３５　　　 閉　会　　　　

   

　　　　当 日 プ ロ グ ラ ム

今後のマイ文化財を活かしたまちづくりについて、み
なさんと意見交換をします。

 調査部会長　岩田　　靖

策定委員長　田才　雅彦　
上ノ国町長　工藤　　昇　

基調講演「上ノ国を楽しむ大地の公園

　　　　－数億年前～現在の地形・地質・気象－」

　　　　弘前大学教育学部　髙橋未央、横山裟起、

　　　　　　　　　　　　　池原朔哉、小岩直人

まくらじょう

宮越

早瀬 湯ノ岱 神明
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■  主　　        催 ／ 上ノ国町歴史文化基本構想策定委員会・同調査部会
■  後　　        援 ／ 上ノ国町教育委員会
■  お   問   合  せ ／ 上ノ国町教育委員会文化財グループ　TEL0139-55-2230

■ アトラクション  ／  「上ノ国昔踊り」披露
■ 基 調 講 演 ／ 「上ノ国で楽しむ大地の公園－数億年前～現在の地形・地質・気象－」
　　　　            　　  弘前大学教育学部 髙橋未央、横山裟起、池原朔哉、小岩直人　
■ セレモニー  ／ 「上ノ国町歴史文化基本構想」伝達式
■  調  査  報  告   ／ 「おらが町のこれから」　調査部会長　岩田　靖
■  試 食  タ イ ム ／ 枕状ようかん＆カミゴン汁の試食　
■  意  見   交   換 ／ 「マイ文化財を活かしたまちづくり」

平成30年3月17日[土]
午後１時55分～午後4時35分
（開場：午後１時25分）

※数に限りがございます。

日     

時  

上ノ国町総合福祉センター
ジョイじょぐら

場  

所 

道の駅もんじゅ下にある
枕状溶岩にちなんだ

  　上ノ国の素材を使った

「枕状ようかん」

 「カミゴン汁」

 

郷     

土     

料     

理     

試     

食  

　　　　　カミゴン

エゾ地の火まつりキャラクター

まくらじょう

枕状溶岩
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あ　と　が　き

　私と上ノ国町とのお付き合いは昭和 54 年からで、この春で丁度 40 年になりました。

　この間、様々な遺跡の調査や、史跡上之国館跡の指定作業、そして重要文化財の活用に関する講演

の機会などもいただき、私なりに上ノ国町の文化財を知った気になっておりましたが、今回の歴史文

化基本構想策定作業を通じて、改めて上ノ国町の奥深さと幅広さに圧倒されました。

　

　専門を活かした各委員の調査・研究成果は目を見張るものがあり、上ノ国町の歴史を彩る豊かな伝

説が、50 万年も前の地質時代に形作られた景観から生れてきたことや、「上ノ国」はそもそも「神の

国」だった！？などなど、本書には地域の皆さんも驚かれる内容が盛りだくさんです。

　しかし、何より素晴らしい成果は、調査部会の皆さんが中心となって各地区へ出向き、それぞれに

伝わる伝統行事や食文化などを丹念に調査し、記録に収めて下さったこと。そして、保育園児から大

人まで、あらゆる世代の方々が、それぞれ大事に思う“マイ文化財”を挙げて下さったことです。

　こうした皆さんのご努力とご協力が積み重ねられていく過程で、一度は途絶えていた「上ノ国昔踊

り」が見事に復活を遂げました。

また、「藩主御膳」再現の試みなども始まっていますし、新たな郷土料理「カミゴン汁」や銘菓

「枕状ようかん」も生み出されました。

　

　私たちは、皆さんが選んで下さった“マイ文化財”を集計・整理しながら、本当に多種多様なもの

があることを再認識しましたが、特に子どもたちが、「元気なお年寄り」や「地域の人たちの優しさ」

を町の宝と感じ、大事にしていきたいと思っていることを知り、この町には、私たち策定委員会が目

指した「文化財を今後の地域づくり・まちづくりに活かし、私たちの日常生活を“くるまれていて安

らぐもの・楽しいもの”にしていく」素地が充分にあることを確信いたしました。

　本構想では、上ノ国町らしい “マイ文化財” の分類として、①歴史、②食文化、③自然、④景観、

⑤いのち、⑥まつり、⑦印象の７つに整理した上で、「天の川が育む“風の国”」、「はじまりの地“神

の国”」、「せんずけの海“渡りの国”」という３つの関連文化財群を設定いたしました。

今後は、これらの活用を通じて更に広く深く各地区の魅力を見出し、上ノ国町の素晴らしさを未来

へ引き継いでいっていただくと共に、さらなる関連文化財群を見出して、活用の可能性を広げていた

だき、「神の国の大地の楽しさ」を、自信を持って世界へ発信していきましょう！

　上ノ国町歴史文化基本構想策定委員会　　

委員長　田　才　雅　彦　　
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